

[image: ]





[image: ]





[image: ]





[image: ]





[image: ]





[image: ]





[image: ]






口絵・本文イラスト／ぽんかん⑧　
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　後の祭り、という言葉には小さい頃から疑問をおぼえていた。

　時節に間に合わなかった、時機を逸した、という意味なら「祭りの後」というべきじゃないのか。後の祭りでは、事後にもうひとつ祭りがある、みたいな意味になってしまっておかしいじゃないか。

　……が、おかしくはなかった。その意味で合っていたのだ。恥ずかしながら、白はく樹じゆ台だい学園に入るまで僕はその事実を知らなかったのだ。

　爽やかな宵風が戦いの余熱を優しく撫なでる体育祭閉会式で、生徒会長・天てん王のう寺じ狐こ徹てつは挨拶をこう締めくくった。

「京都の祇ぎ園おん祭まつりは、二回に分けて行うことになっていて、『前さき祭まつり』は山だ車しがたくさん出てたいそう盛り上がるが、『後あと祭まつり』はぱっとしない。だから見にいっても遅い、しょうがない──これがいわゆる『後の祭り』だ」

　会長は言葉を区切り、アリーナ席を埋める全校生徒を見渡す。夕闇が僕らのくたびれきった身体からだを心地よく浸していく。

「こうして体育祭を終えた今、諸君の中には後悔を抱いている者もいるだろう。もっと走れた、もっと勝てた、もっと迫れた、もっと熱くなれた。……すべては後の祭り、だ」

　僕は騎馬戦の最中にすりむいてひりひり痛む首筋や二の腕に手をやり、冷えていく身体からだを確かめる。僕の右隣に座ったキリカはまだ落ち着かない息に肩を上下させている。

「だが、言うまでもないだろう。祇ぎ園おん祭まつりとちがって、白はく樹じゆ台だいの後の祭りは──生徒諸君、体育祭よりもっと盛り上げるぞ」

　会長はまったく声を張り上げなかった。それでも言葉は火花となり、飛び散り、燃え上がらせた。アリーナ席から数千の鬨ときの声があがる。

　僕の左隣で、その『後あと祭まつり』の旗印──文化祭実行委員長、神かん林ばやし薫かおるくんが、昂たかぶりに頰を染めてぐっと拳を握った。
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「いよいよ、ですねっ？」

　翌朝、朝食を買ってきてくれた薫くんが顔を輝かせて言った。

「体育祭では総務のみなさんも、瀧たき沢ざわさんたち運営委員も、すごかったです。次はいよいよぼくの番ですから、どきどきします」

　我がルームメイトの薫くんは、中等部一年生だ。小柄で線が細くてしょっちゅう女の子と間違われる容貌なので、リーダーの器にはまるで見えない。しかし──

「キリカねえさまに教えてもらったんですけれど、今年の体育祭の収支はけっきょく百万円くらいの黒字なんですって！　それもこれまでの累積債務を相そう殺さいした上でですから実際はもっと儲もうかってるわけですよね、すごいです。文化祭も負けずに二千万円稼ぎます！」

　その実、しっかりと白樹台生スピリットの持ち主なのだった。つまりお金にとても前向き。しかもりっぱに組織の先頭に立つ資質がある。わりとひどいことを平気な顔で言えるのだ。

「体育祭で勝って先生たちにだいぶ強気に出られる空気ができたので、弱みをがんがん攻めて、夜中まで学校に居残れるように交渉します！」

　文化祭一ヵ月前ともなれば生徒はみんな放課後遅くまで校舎に残って準備を進めたいが、そうすると早く帰宅してほしい教職員側の思惑と衝突する。現在、両者の合意点は午後七時。薫くんは最終的には午後九時まで残れるように先生たちに譲歩してもらうつもりだという。

「弱みを攻めるって……」

「騎馬戦であっちは裏技使ってきましたから、それを手札にしてちらちらねちねちプレッシャーかけて譲歩を引き出すんです！」

　咲いたばかりの秋桜コスモスみたいに可か愛わいらしくて爽やかな笑顔でそんなえげつないことを言わないでほしい。

「いや、あの、裏技使ったのは体育教師で、他の先生たちには弱みはないよね？」

「他の先生がたは、生徒会のおかげで体育科に勝てたっていう負い目があります」

「負い目なのかなあそれ」

　体育科以外の教師たちはそもそも勝負に参加してなかったようなもんだろ。

「ぜんぜん恩じゃないことを恩に着せるのは人の上に立つ者の必須能力なんです。狐こ徹てつねえさまが言ってました」

　そういう歪ゆがんだ帝王学は参考にしないで薫かおるくんにはすくすく素直に育ってほしい……。間違いなくいずれこの白はく樹じゆ台だいの生徒会長になる子だろうし。そんな僕の危惧を霞かすませるくらいまぶしい笑顔で薫くんは続ける。

「感謝と厚意は最大の武器なんです。命令されたり非難されたりすると人間は反発するものですけど、『ありがとう』と『これからもお役に立ちたい』の言葉を拒める人はいませんから」

　これが十三歳の喋しやべる内容かよ。

「薫くんの将来が良いい意味で心配だよ……」

「ぼく将来はお嫁さんになるのが夢だったんです」

「いきなりなんの話っ？」

「狐徹ねえさまも、薫はきっといいお嫁さんになるって言ってくれました」

「薫くんはそろそろあの人の発言をさらっと流すことを憶えた方がいいと思うよ！」

　すると薫くんは目を潤ませる。

「ぼく……だめですか？　お嫁さんとして」

「ぜったいだめ！」

　僕の語調に薫くんは泣きそうになる。

「あっ、いやっ、そりゃ薫くんは気が利くし優しいし家事得意だけどっ」

　フォローするべきかどうかもよくわからず、僕はわたわたと手を振り回す。

「それじゃ、ぼくのなにが問題なんでしょう……」

　薫くんは僕にすがるような目を向けてくる。

「性格ですか？」

「性別だよ！」

「そう……ですよね……」と薫くんは肩を落とした。

「そ、それに、お嫁さんとかどうとかいうのは、ちっちゃい頃の話だろ」

　落胆ぶりを目にして僕はあわてて言いつくろう。

「今はもうちょっと現実的な将来考えてるんじゃないの？」

「はい！」薫かおるくんは顔をぱっと明るくした。「ぼく、生徒会には憧れている人がいっぱいいますけど、いちばんは真ま央おさんなんです」

「へえ。それで広報になりたがってたんだ」

　伊い吹ぶき真央さんはもう引退してしまった先代の生徒会広報だ。薫くんとはこないだの夏休みが初対面だったのだけれど、それ以前から会長や朱と鷺き子こさんに真央さんの話をたくさん聞かされていたらしいのだ。白はく樹じゆ台だいの生徒会関係者のご多分に漏れず大した変人なのだが、有能そうなのはたしかだ。

「真央さんみたいに広報をばっちり勤めあげて、留学して──」

　薫くんは目に星をためてうっとりした声で言う。

「それから真央さんみたいに女子アナ目指します」

「だから無理だっつの、性別的に」

　薫くんはまた肩を落とした。

「そうですよね。ぼくには女子アナは無理ですよね。女子のアナがないから」

「ストーップ！　直球ネタだめ！　薫くんそういうキャラじゃないだろ！」

「どういうキャラなんでしょう？」

　そんな純真そうな顔であらためて訊きかれると困る。

「だから、その……」

　言葉に迷い、思わず目をそらしてしまう。

「清せい廉れん潔けつ白ぱくで……天てん真しん爛らん漫まんで……」

「性転換っぽくて天然の淫乱？」

「言ってないよ！　どんだけ無理矢理なんだよ！」

「せんぱい、ぼくのことをそんなふうに思ってたなんて……」

「おい、人聞きの悪いことを涙目で言うな」

「ぼく天然じゃないです計算して言ってます！」

「そこかよ！　なお悪いわ！」

「でも安心してください」と薫くんは小さく舌を出す。「こんなこと、せんぱいにしか言ってませんから」

「ほんと頼むよ……」僕はがっくりうなだれた。「二人っきりのときだけにしてよ。他の人に聞かれたら大変だよ」

「まあ、もうあたしが聞いてるんだけどね」

「狐こ徹てつねえさま！」「会長ッ？」

　椅子から転げ落ちそうになった。気づけば二段ベッドの上段に会長が腰掛けてにまにま笑いながらこちらを見下ろしている。しかも私服。赤のレギンスで引き立てられた脚線美がまぶしい。

「……い、いつからいたんですか」知らずと声が上ずる。

「ヒカゲが安全日の話をしてたあたりから」「してねえよ！」「せんぱい大丈夫です。ぼく一年中安全日ですから」「知ってるよ！　男だからね！」「でも、あのぅ、生理が来ないんです……」「知ってるよッ！　男だからねッ！」

「そんなっ、ひかげさん、家族計画の話を私抜きでしないでください！」

「なんで美み園その先輩までいるんですかっ？」

　ベッド下段の毛布が持ち上がって輝かしい金髪と泣きそうな顔が現れる。生徒会副会長の竹たけ内うち美園先輩だ。しかも、こちらもやはり私服。プラチナブロンドとのコントラストが鮮やかな秋桜コスモス色のワンピースだ。

「ひかげさんと薫かおるさんが不届きなことをしないかどうか監視していたら案の定です！」

　不届きなのはまず部屋に勝手に入ってるあなたですよね？

「美園さんもせんぱいと家族だったんですか。じゃあじゃあ、ぼくとも家族みたいなものですよね」

「ええそうですよ。新しい家族を増やすかどうかはじっくり話し合わなきゃいけないんです、基礎体温もしっかり測って！　ひかげさん、男の子と女の子は何人ずつほしいですか？　にぎやかに暮らしたいですよね？」

「静かに暮らしたいですよ！」部屋から出てってくれないかな！

　話を聞いてくれない女たちと押し問答するよりも自分が出ていった方が早いと気づいた僕は、朝食のおにぎりを抱えてどんより肩を落としてドアに向かった。ところがノブに手を伸ばしたところでドアは勝手に開いた。

　ウサギを胸に抱いたキリカが廊下に立っていた。大きなリボンが揺れ、目がまんまるに見開かれる。こっちは驚きを通り越して「ああやっぱりか……」とあきらめ気分になっていた。

「……私服も持ってたんだね？」

　最初に出てくる言葉がこれかよ、と自分でも思う。キリカは恥ずかしそうに目をそらす。はじめて見た彼女の私服はセーラー服っぽい大きな襟のついた白いワンピースで、腕章の首輪もないせいかひどく寄よる辺べなく見える。

「……ひかげが、会計室にまた入ってこようとしたから、連れてきた」

　自分の名前を呼ばれたウサギがキリカの腕の中で眠たげに身をよじる。

「なんで狐こ徹てつと美園までいるの」

「そりゃこっちが訊ききたいよ」と僕は背後を振り返った。

「示し合わせたわけでもないのにこんな朝早くから集まるなんて、総務の結束力の高さを物語っているね」

　いつの間にか薫くんの隣の椅子に移った会長が言う。

「せっかくの休日だし、どこかに出かけて食事でもしながら、体育祭の反省会と文化祭の中間報告会でもしようか」

「賛成です！」美み園その先輩が真っ先に言う。

「キリカねえさままで一緒なんて嬉うれしいです！」薫かおるくんも跳び上がる。

「……べつにいいけど。……先に言っておくけど、経費では落とさないから」とキリカが釘くぎを刺す。

　そう、なぜ三人とも制服を着ていないのかといえば、学校が休みだからだ。体育祭の振り替え休日である。丸一日寝て過ごすつもりだったのに。キリカの腕からするりと抜け出したウサギが足下に駆け寄ってきて、「おい、俺の飯も出るんだろうな？」とでも言いたげな目で僕を見上げる。いや、おまえは留守番だから。
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　休み明けから、学園内には戦場の空気が漂い始める。

　きっかけのひとつは、放課後に行われた、職員会と文実──文化祭実行委員会との帰宅時間を巡る交渉だ。

「なにごとも、すばらしいものをつくろうとしたら、お金をかけるか手間をかけるか、どちらかが必要だと思うんです」

　大会議室で居並ぶ教員たちを前に薫くんは熱弁を振るう。

「でも予算には限りがありますから、全員にじゅうぶんには行き渡りません。お金が足りないところは手間をかけてカバーするのが学生らしい文化祭だと思いませんか？」

　机に手をついて身を乗り出し、まるで先生ひとりひとりの瞳をのぞき込むようにして訊たずねる薫くん。総務執行部からは僕と美園先輩が派遣されて交渉に同席していたけれど、フォローする必要なんてまるでなさそうな見事な話運びだった。それに、心強い部下たちもいる。薫くんの右隣には実行委員会の幹部である楓ふう花かさん、伊い藤とう部長、そして重戦車・辻つじ堂どう氏が並んで座っているのだ。

「しかしねえ、いくらなんでも夜十時はねえ」

　薫くんの真正面の席、高等部普通科の教務主任が、はげ上がった額の汗をしきりにぬぐいながら言った。

「親御さんが心配するでしょう」

「その点は問題ありません」

　ＩＴ部長の伊藤さんが立ち上がる。もちろん手にはタブレットＰＣ。無駄にかっこいい手つきでプレゼンテーション用のソフトを起動する。

「ご覧ください。全校生徒の保護者を対象に行ったアンケートです」

　円グラフがエフェクトつきで表示されただけでざわつく教師陣は、もうその時点で勝ち目がない。

「見てわかる通り、生徒が午後十時まで文化祭準備を行うことに反対している保護者はわずか４％。圧倒的多数の96％は我々を支持してくれています」

　先生たちが気け圧おされて顔を見合わせる。しかし、こんな結果も設問次第でどうとでもなるのだ。




（１）素晴らしい文化祭を創りあげるためにも子供たちの自主性を最大限尊重したい

（２）学校行事などより我が子が早く帰宅することが大事なので、たとえ文化祭のクォリティに悪影響が出て他の生徒や地元のスポンサーに迷惑をかけ学園の名誉を傷つけるとしても下校時間の延長は断固として認められない




　……という選択肢から（２）を選んだ親が４％もいたことがむしろ驚きだ。

「保護者が納得してるとしてもだ」

　いかつい体育教師が渋い顔で腰を浮かせる。

「生徒が十時まで残るとなったら、俺たち校内見回りもその時間まで残ってなきゃいけなくなるだろ。こっちの都合も考えろ」

「その点も心配要りません」

　そう言って立ち上がったのは長なが峰みね楓ふう花かさん。黒髪を長く一本に結わえたお武家さんぽい女の子で、文実幹部であると同時に風紀委員長でもあり、さらには体育科のホープたる体操選手でもあるので、ごつい体育教師にもまったく物もの怖おじせずに言い返せる。

「文実に加え、私たち風紀委員会が総出で対応します。先生がたよりも、文化祭全企画を把握している私たちの方が、見回りは効率的にできると思われます」

「む……」体育教師は鼻白む。

「だからってっ」

　若い女性教員が立ち上がってヒステリックに言う。

「十時は非常識です、寮の門限より遅いんですよ！」

　これこそ実行委員側が待っていた言葉である。もとよりこちらの想定していた妥結点は午後十時ではない。辻つじ堂どう氏がのっそり立ち上がる。

「つまり、寮生が門限の九時半に間に合う時間にするべきだってことですよね？」

「え、ええと……」「そう、そうだねえ……」

「それだと、片付けの時間を……多めに見て三十分として……」

　こうして教員側は、牧羊犬に追い立てられる羊の群れのように、午後九時という狙い通りの結論に向かってのそのそ誘導されていったわけである。

「ほんとうにありがとうございます、先生」

　交渉の最後に薫かおるくんはぴかぴかの笑顔で言った。

「ぼくたち実行委員会も、先生がたのお役に立ててうれしいです。文化祭、いっしょにがんばってもりあげましょう！」

　べつに先生たちの役に立つことはなにひとつしていない。下校時間延長のせいで増えた手間を生徒側の自己負担で処理すると申し出ただけだ。しかし、ああも可か愛わいらしい笑顔で言われては冷静に事実を見直せる人間はそうそういないだろう。なるほど、恩じゃないのを恩に着せるというのはこういうことか。末恐ろしい……。

「それじゃぼく放送部行ってきます、すぐ全校アナウンスします！　伊い藤とうさんはリリースまとめて新聞部に出してください、お願いします！」

　会議室を出た薫くんは元気よく廊下を走り去っていった。その背中を熱っぽい目で見送りながら伊藤さんはつぶやく。

「彼がＩＴ業界に進んでくれればアップルにもグーグルにも楽勝ですよ……」

　同様に楓ふう花かさんも陶然とつぶやく。

「前世で出で逢あっていたらきっと主従の誓いを立てていただろうな……」

　辻つじ堂どうさんも顔を上気させてつぶやく。

「あいつのためなら減量してもいいかなとはじめて思ったぜ……」
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　最後に美み園その先輩もうっとりしてつぶやく。

「ひかげさん、あんな子が男の子と女の子と四人ずつくらいほしいですねっ？」

　あんたはなんの話をしてんのよ。
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　生徒数８０００人を超える巨大学園である白はく樹じゆ台だいの文化祭『御お白しら穂ほ祭まつり』は、普通の中学校や高校のそれとはなにからなにまでちがう。様々な面で、大学の学祭に近い。

　まず僕が驚いたのが、クラス単位の出し物が強制されていないことだ。出展者はすべて有志なのである。それだと出し物が少なめになってしまうのではないかと思いきや、数百の応募が殺到して企画書審査で四割が落とされるくらいのシビアな競争となるのだ。

　動く金額も高校レベルをはるかに超えている。来客数も万単位なので地元の商店や企業はこぞって出資してくるし、宣伝費も多額だ。マスコミの取材対応で広報担当はてんてこ舞いである。

　そして、出展者側も宣伝枠をもらおうと必死になる。

「ねえねえ牧まき村むら、そろそろ文化祭のテレビＣＭの話きてるんだよね？」

　十月も半ばになるとクラスメイトの女子たちが授業の合間にそんなことを訊きいてくる。

「うん。十一月に入ったら放映されると思うけど」

「うちらのクレープ屋、ＣＭに出してよ！」「ウェイトレス服めっちゃ可か愛わいいの自腹で作ったんだから！」「五百食売らないと赤字なの！」

　冷徹な資本主義が支配する御白穂祭では、生徒たちもリスクを取って出資するケースが少なくない。しかしテレビＣＭにはさすがに個人資本では手が出ない。そこでクラスメイトに生徒会関係者がいるとコネでどうにかならないかと寄ってくるわけだ。

「あのね、何度も言うようだけど」

　僕は女子どもに辛抱強く説明した。

「僕にそんな権限ないんだよ。文実宣伝部の管轄だし」

　権限あっても依え怙こ贔ひい屓きなんてできないけど。

「でもでも、だって、牧村くんは生徒会書記でしょ？」

　クラス委員の葉は山やまさんがすがりつくような目で訊いてくる。

「そうだけど」

「書記ってことは生徒会発表の記事とか書いてるんだよね？　宣伝も牧村くんの担当じゃないの？」

「いや、それは広報の仕事。今は空席だから副会長の美園先輩が兼任してる」

「えーっ？　じゃあ書記ってなにやってるの？」

　僕は途方に暮れて天井を仰いだ。この世に、『書記』ほど誤解されている役職もそうそうないのではないだろうか。

「あのね、書記って、……まあ、筆記係って意味で使ってるところもあるのかもしれないけど、だいたいは『事務』のことなんだよ」

「知らなかった……」

「え、それマジなの？」

「あたしらから逃げようと思って適当に言ってるんじゃないの？」

「牧まき村むらって詐欺師だもんね」

　おい、人聞きの悪いこと言うな。

「ほんとだって。たとえば、ええと……北のいちばん偉い人は『総書記』だろ？」

　自分でもどうかと思う例が真っ先に出てきてしまったが、ソビエト連邦なき今あの人が地球上でいちばん有名な書記なのだからしょうがない。

「あれはべつにいちばん偉い人が書き物してるわけじゃなくて、『事務総長』の意味なの。僕も同じ」

「へええ」

「勉強になったね」

　感心されてもちょっと困る。葉は山やまさんが首を傾かしげて言う。

「つまり牧村くんは北の偉い人だってことなの？」

「ちがうわ！　なんでそうなる！」

「そういえば愛人たくさんいるもんね」

「一人もいねえよっていうか発言に気をつけてよ！　デリケートな問題なんだから！」

　そもそもなんの話をしていたのか自分でもわからなくなる。

「つまり牧村に頼んでもテレビＣＭには出してもらえないってことだよね」

　女子の一人が話を戻してくれたので、僕は何度もうなずいた。

「どうしてもっていうなら文実の宣伝部に直接掛け合ってよ」

「そんなことできるなら牧村になんか頼まないよ！」

　なんか僕ひどい言われようじゃないですか？　頼み事されてた立場のはずなのに。

「はあぁ、これじゃ売り上げやばいよ」

「場所もあんまりいいところ取れなかったし……」

　僕の机にばたばたと積み重なるようにして突っ伏す女子たち。

「なんでそんな悲観的になってんの？　クレープだろ？　まず外さないと思うけど」

　訊きいてみると、女子たちはいきなりきつい目で言い返してくる。

「今年は製菓部もクレープやるらしいの、かぶっちゃったの！」

「素人しろうとじゃ勝てないよ、あんな毎年コンクール入賞してるようなとこに！」

「ああ……なるほど」

　白はく樹じゆ台だいの製菓クラブはデパートから出品依頼が来るくらいの本格派なので、文化祭では毎年長蛇の列ができるという。

「ああいう有名どころはいいよねえ、宣伝にもお金かけられるし」

「それでいっぱい売れて、そのお金を次の年にまたどばっとつぎ込めるもんねえ」

「うちらみたいな弱小は一生浮かび上がれないよ……」

　富める者はますます富むのが資本主義の原則だ。六年間しかない学園生活で一生を悲観するのもどうかと思うが。

「今からメニュー変えるわけにもいかないし」

「パンフレットにもクレープって書いちゃったし」

「器材も手配しちゃったし……」

　悲嘆に暮れる葉は山やまさんたちを見て、僕は少し考えてから言った。

「塩味のクレープにして差別化してみたら？　ほら、チーズとかソーセージとか巻くやつ。そば粉で作るのもあるんだっけ」

　自分でもなかなかいい提案だと思ったのだが──

「やだ！」「却下！」「なんでクレープしょっぱくしなきゃいけないの！」「クレープっていったらクリームと苺いちごとバナナとチョコでしょ！」

　袋ふくろ叩だたきにされてしまった。
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　生徒会室にも、持たざる者たちが連日押しかけてきた。

「お願いします、我々昆虫部の『世界のシロアリ展』を会報で取り上げてください！」

「一つ目小僧やぬらりひょんや海坊主しか出てこない『おハゲ屋敷』をぜひとも成功させたいんだ、特番組んでくれ！」

「うちの『苺ミルク味み噌そラーメン』絶対自信ありなの、宣伝さえしてくれればっ」

「僕らのサークル、毎年『黒板引っ搔かきコンサート』やってるんですが全然お客が入らないんです、学園オフィシャル動画で紹介してもらえませんかねえ」

　どいつもこいつも企画段階から考え直せよ、と言いたいのをこらえ、僕はそうした陳情をいちいち丁寧にお断りして追い返した。最後の方はいいかげん頭にきていて、頼みにきた生徒に詰なじり返していた。

「あのねえっ、総務に頼んでも無駄だってわかってるでしょう？　今年が文化祭はじめてってわけじゃないでしょうが！」

　すると、自作のＣＭ案を握りしめたその女子生徒は唇を尖とがらせる。

「……だって、今年は生徒会広報がいないでしょ？」

「え？」

　僕は目をしばたたく。

「伊い吹ぶき真ま央お先輩！　引退したんでしょ？」

「そうですけど」

「あの人ほんっとに弱小企画に冷たかったの！」

　連れ立って来ていたもう一人の女子生徒も興奮ぎみに言う。

「宣伝してくれって頼みにきても『この企画が売り上げ四万円止まりで終わるという未来は視みえてるわ』とかなんとか言って全然相手にしてくれなかったの！」

「しかも予想がだいたい当たってたのも悔しいし！」

　真央さんがにべもなく断っていく様子が目に浮かぶようだった。

「でも伊吹先輩もういないんでしょ」「なら生徒会の方針も変わって──」

「変わってません！　無理なものは無理です！」

　僕は彼女たちを生徒会室の外に押し出し、閉めた大扉に背中をくっつけてため息をつく。要するに真央さんのいない今の総務がなめられてるってことか。

　気になったので過去の総務や文実の議事録を調べてみたら、三年前までは、文化祭に参加する全企画のＰＲをとりまとめて、サイトや新聞・雑誌や地方テレビ局に配信するシステムがあったのだという。ところが、伊吹真央の一言でこれが廃止された。

　ちょうど会計室から出てきたキリカに、その話をしてみた。

「非効率的だから」

　彼女はシンプルに説明してくれた。

「真央はああ見えてわたしよりもリアリストなの。出し物を全部網羅して散漫な広告になっちゃうのは悪平等だからやめにしたの」

　前年実績のある目玉企画──演劇部の『ロミオとジュリエット』公演や製菓部の『パティスリー白はく樹じゆ台だい』、弦楽部のコンサート、体育科有志による体操などを重点的にアピールし、まずは文化祭自体の集客を最大効率でアップさせる。あとの出し物についてはそれぞれの努力次第。……というのが真央さんの考え方だったそうだ。

「弱小サークルとか初参加の有志とかからは、ものすごく叩たたかれたけど」

　そりゃそうだろうなあ、と思う。これだけ出し物が多いと、まずお客に知ってもらうのに一苦労だ。

「だいたい、なんでこんなわけわからん企画がいっぱいあるんだろうね……企画書でほんとに審査してるの？」

　たしか彼女も総務代表として企画審査に参加していたはずだった。儲もうけ第一のキリカならマニアックすぎるものは切りそうなものだけれど。

「そういうのは先行投資枠なの」とキリカはしれっとした顔で言う。「けっきょく、売れるかどうかやってみないとわからない部分はどうしてもある。手堅そうな企画ばっかり残したらつまらない文化祭になって客足が落ちるし」

　そうして採用された変わり種枠の中から、『タピオカお好み焼き』とか『バンジージャンプ金魚すくい』といった毎年恒例化するほどのヒット企画が生まれたのだという。

「吸収できるリスクの範囲内で、賭けに出る勇気も必要なの。ひかげも総務の人間なんだからもっと経営感覚持って」

　経営感覚とか言われてしまった。いや、しかし。僕は企画書の束にざっと目を通す。毎年の収支もまとめられている。

「この駄菓子バーとか創作絵本展とか三年連続で全然お客入ってないのに続いてるけど」

　キリカはかああっと赤面した。

「そ、それはいいの！」と企画書の束を引ったくる。「長期的な視野も必要なの！」

　そういうことにしておこう。まあ、キリカが趣味を丸出しにして公私混同できる分野なんてそれくらいだしな……と思って舞台発表系の企画書を見たら、演劇も『さんびきのこぶた』とか『１００万回生きたねこ』とかが並んでいる。

「これはわたしが選んだんじゃない」とキリカはむくれる。「……だから、わたしの趣味はけっこう知られてるから……みんな企画通そうと思ってこういうの持ってくるの」

　なるほど。みんな必死なんだな。

「こんだけたくさん出し物があったら、ほとんどは埋もれちゃうよね……だからって宣伝費は無限じゃないし……」

　なんとかＣＭにのせてもらおうと目の色を変える零細団体の連中の気持ちもよくわかる。校内でＰＲしたって集客にはほとんどつながらないし。

「ちっちゃい団体はまだいい。ＣＭに出られる企画はせいぜい十個くらいだから、素直にあきらめてくれる」とキリカは肩をすくめる。「うるさいのは、実績もあるのに最終選考でぎりぎりＣＭ枠に入れなかった団体。毎年揉もめてる。生物展とか音楽系のミニコンとか漫研の即売会とかは実績もあるんだけど、どうしても絵面が地味になっちゃうからＣＭには使いづらいし……」

　限られたリソースをどうやって最大効率で活用するか、プロデューサーの悩みは尽きないようだ。僕がそんな立場なら胃を壊しそうだ。

「もっとパブの重要性を周知させなきゃ、ですね」

　僕らの会話を聞いていた美み園その先輩が言った。

「パブ？　え、え？　酒場？　ですか？」

　ものすごく間抜けな返しをしてしまった。先輩は笑って副会長デスクから立ち上がる。

「パブリシティのことです」

　聞いたことがあるような気はするが、詳しく知らない言葉だった。美み園その先輩は、ちょうど要決裁書類を持ってきていた薫かおるくんに話を振った。

「薫さんは広報担当志望なんですから、当然パブリシティのことは知ってますよね？」

「えっ？　あ、はいっ」

　いきなり説明を求められて薫くんは緊張気味に言った。

「ええと、パブリシティというのは報道機関に『取り上げてもらう』活動のことです。取材に応えたりマスコミにリリースを出したりです。それで、ええと、自発的な広告とちがって、広告費がかからないかわりに、情報を完全にコントロールできません」

　あってますよね？　と薫くんは美園先輩を見やり、頭をなでてもらってご満悦。なるほどね。広告費がかからない、と言ったときのキリカの力強いうなずき方が実に彼女らしかった。

「たとえば日ごろから町内の催し物に出たりしてミニコミ誌に取り上げてもらうとか。製菓部はそうやって有名になったそうですよ」と美園先輩は教えてくれる。

「中高生にはハードル高くないですか……」

「ハードルが高いのは素晴らしいことだよ。ここは白はく樹じゆ台だい学園だからね」

　新聞各社向けリリースの原稿を書いていた会長も手を止めて口を挟んでくる。

「薫がこないだ先生がたに言っていた通りだ。お金をかけるか手間をかけるか、どちらかは必要なんだ。そして、なんといってもお金をかけなかったときの方が格段に美お味いしい。成功の味も、収益率もね」

「収益率！」とキリカが目に炎を燃やして繰り返す。

「あっ、そうだ、それで思い出しました」薫くんが会長の方を向いて言った。「今日から夜九時まで居残れるようになったんでした。このタイミングで目標収益上方修正のアナウンスしないと！」

「え、上げるの？　なんで？」

「目標の二千万円、キリカねえさまの試算だと、もう達成しちゃってるみたいなんです。だから目標四千万にします」

「わたしは五千万って言ったのに。薫は慎重すぎ」

　キリカは唇を尖とがらせるが、倍でもじゅうぶん果断だ。

「それで総務のみなさんにお願いがあるんですけど……」

「なにかな？」と会長。

「下校時間の見回り、手伝ってくれませんか」

　白樹台は広大すぎて実行委員と風紀委員だけでは手が回らない。それにもうひとつ理由があるのだという。

「ぼくらだけだと、その、つまり、上級生のみなさんが言うこと聞いてくれないかもしれないので……」

「なるほど。あたしの威光を利用したいわけだね」

「はい！　それに生徒会役員はみなさん人気者ですから、遅くまでがんばってる人たちを見回りついでに応援してあげたらみんな喜ぶと思うんです」

「わかりました、協力させていただきます」美み園その先輩は即答する。「ふふっ、薫かおるさんもずいぶん生徒会役員らしくなってきましたね。使えるものはなんでも使うその姿勢、薫さんの可か愛わいさが加われば無敵の広報担当になります」

「ありがとうございます！　きっと引き受けてくださるって信じて、もう見回り担当校舎も割り振ってあるんです」

　ほんとしたたかな子である。薫くんが取り出した学園見取り図を後ろからのぞき込んだキリカは目を丸くする。

「……なんでわたしの名前もあるの」

　薫くんは泣きそうな顔になる。

「あっ、……ごめんなさい、キリカねえさまはだめでした？」

「だめ……じゃ、ない……けど……わたしもやるなんて思ってなかったから……」

　気まずそうにキリカは目をそらす。

「ねえさまもすごい人気ありますし」

「わっ、わたしはべつにそんなっ」

「キリカねえさまも見回りにくるかもって話したらみんな大喜びだったんですけど……」

　薫くんのしょんぼり顔に勝てる人間はこの世に存在しない。キリカもあわてて言った。

「やらないなんて言ってない」

「ありがとう、ねえさま！」

　彼は跳び上がって喜ぶと、どこから取り出したのか、懐中電灯を四つ机の上に並べた。大ジョッキくらいのサイズのごっつい強力ライトだ。

「じゃ、夜の校舎は真っ暗ですからこれ使ってください」

　それを聞いた瞬間、キリカの顔から血の気が引いた。
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　文化祭の準備期間中、生徒会書記は忙殺される。備品の管理が書記の仕事だからだ。ハンマーだのレンチだの鋸のこぎりだの脚立だの刷は毛けだのが毎日何百本と出入りする。すべて貴重な生徒会の資財なので貸し出しと返却は厳重にチェックしなきゃいけない。我らが生徒会会計は「どうせ明日も使うから借りっぱなしにしておこう」といった怠慢を決して許さないので、一日の終わりには必ず全備品が倉庫にそろっている必要がある。

　そんなわけで、午後九時の校舎見回りは僕にとっては好都合だった。どうせ返却されていない備品があったら確認しにいかなきゃいけないのだ。生徒会書記が直々に見回っていると周知されたら生徒もみんな返却を徹底してくれるだろう、という思惑だ。

　午後九時を迎え、会長と美み園その先輩が懐中電灯を手に出ていってしまい、僕も備品チェック表を小脇に挟んで部屋を出ようとしたとき、キリカが会計室から出てきて僕のブレザーの裾をつまんだ。

「え、ええと？　なに？」

「……わたしも、見回り、いく」

「……うん？　わかってるよ。キリカの受け持ちは理数科校舎だよね」

「ひかげは、美術科棟でしょ」

「そうだけど」

「いっしょにいく」

　ああ、途中まで道が一緒だから？　と思ってキリカと連れ立って中央校舎を出た。

　白はく樹じゆ台だいの敷地のほとんどは林に覆われているので、どれほどたくさんの外灯が並んでいても、闇が地表にしっかり染みついている。おまけに十月半ばなので肌寒い。理数科校舎へと向かう間も、キリカはしっかりと僕のブレザーの裾をつかんでいた。

　理数科のゲートの前に着いても彼女は僕の服をはなそうとしなかった。

「……キリカ？　着いたよ」

　明かりの絶えた校舎をあごで示して僕は言う。答えはない。大きな白黒リボンが震えているのは寒さのせいだろうか。

「どうしたの。キリカの受け持ち、ここだよね？」

　懐中電灯をキリカの腕に押しつけても、彼女は受け取ろうとしない。

「……ひかげは」

「ん？」

「ひかげは、美術科棟に行ったことないでしょ」

「一度だけ……かな。それがどうしたの？」

「だからっ」キリカは握った僕の服の裾をぱたぱたさせる。「不案内だろうから、わたしが付き添ってあげる」

「いや、べつに大丈夫だけど」

「いいの！　付き添うの！」

　ははあ、なるほど、これはもしかして。

　校舎に入っていくとき、窓やドアのガラスに反射する懐中電灯の光にいちいちびくつくキリカを横目で見て、僕は訊きいてみる。

「怖いの？」

　キリカはぶんぶん首を振った。

「こ、怖くなんかっ」

「じゃあ、こっちの見回りは美術科棟に詳しいキリカひとりに任せていいかな」

　ブレザーがちぎれるんじゃないかというくらいの強さで引っぱられてしまった。

「悪かった、悪かったよ。冗談だよ」

　ところで美術科棟というのは美術系の特殊教室だらけの校舎である。教室のドアを開いて懐中電灯で中を探るたび、闇に浮かび上がるのは、肖像画や胸像、人体や動物のスケッチ用模型……。一階の廊下の端まで行ったところでキリカはついにしゃがみ込んで動けなくなってしまった。

「なんか引っ搔かいてる音が聞こえた！」

「聞こえてない聞こえてない。気のせい」

「資料室の中でだれか動いてた……」

「おっきい彫刻にライトがあたっただけだって」

　もう僕がひとりで見回るから帰れよ、と言うとキリカは顔面蒼そう白はくになって再び固まってしまう。

「お、お、置いてくのっ？　ひかげの人でなしっ」
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　けっきょくキリカを背中におぶって美術科と理数科の校舎を見回ることになった。それなら最初からついてくるなよ。
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　翌日の放課後、生徒会室に顔を出すと、会長がにやにやしながら寄ってきた。

「どう？　昨日はキリカの知らなかった可か愛わいらしい一面が見られただろう？」

「……知ってたんですね……」

　会長とキリカは小学校から知り合いなのだから当然か。それなら事前に止めてくれよ、と思うが、天てん王のう寺じ狐こ徹てつがこんな面白い機会を自分から潰すはずがないか。

「総務の人間しか知らないことだけれどね。昔から怪談にはたいそう弱かったんだよ。ほら、これ」

　会長は自分のデスクの最下段の大きな引き出しを開けてみせた。なぜか絵本が数冊しまってある。取り出して並べてみると──

『三びきのやぎのがらがらどん』

『おしいれのぼうけん』

『ねないこだれだ』

　ああ、うん。怖いやつばかりだ。

「お話は好きだがひとりで読むのは怖いからというので、あたしの机にしまってあるんだよ。読みたくなったらあたしの膝の上で」

「膝の上じゃないっ」

　会計室から出てきたキリカが真っ赤な顔で会長に嚙かみつく。

「今の身体からだの大きさじゃ無理にきまってるでしょ！」

「小学校の頃はやっていたじゃないか」

「う……そうだけど」

　やってたのかよ。一歳しかちがわないのに？　キリカは小柄だから、小さい頃なら可能だったのかな。

「ねずみばあさんが出てくると必ず半べそになるくせに先を読めとせがむんだから──」

「狐徹っ」

　耳まで赤く染まったキリカは会長の腕をばしばし平手で叩たたいた。物憶えのいい幼なじみというものは恐ろしい。

「ていうか、キリカってここに寝泊まりしてるんだろ？　夜中とかどうしてるの？」

　夜の校舎の怖さになんて、とっくに慣れていてもおかしくないと思うのだが。

「……朝まで生徒会室から出ない」

「トイレとかどうしてるの？　風呂もたしか学校のシャワー使ってるって……」

「これ持ってくから大丈夫なの！」

　キリカは必死の形相で一冊の絵本を取り出す。タイトルは『おばけなんてないさ』。

「高校一年生にもなって絵本をお守り代わりに抱きしめてトイレ行くとかどうなの……」

「じゃあヒカゲが風呂もトイレも一緒についていきたいってこと？」

「言ってません！」「ひかげのばかっ」

「そうです、なんてこと言うんですか狐こ徹てつ！」傍はたで聞いていた美み園その先輩も憤る。「トイレはともかくお風呂に一緒になんてっ」

「両方だめだよ！　なんでトイレはＯＫみたいな言い方してんですか！　ていうかむしろトイレの方がだめだろ！」

　薫かおるくんもなぜか口出ししてくる。

「そうですよね、せんぱいもぼくとお風呂は一緒に入りますけどトイレはさすがに」

「誤解招くようなこと言わないでくれるっ？」

「ぜんぶほんとのことなのに……」「ひかげ、なに考えてるの！」

　そりゃ男子寮の大浴場で一緒に入ってるよ、ルームメイトなんだから！

　そのとき生徒会室のドアにノックの音がした。こういう状況で救い主がやってきてくれたためしはないので僕も期待してはいなかったが、それにしたって考え得る限り最悪の乱入者が顔を覗のぞかせた。

「はいお邪魔ー」

　キツネを思わせる茶髪に眼鏡越しの悪いた戯ずら好きそうな目。監査委員長の郁いく乃のさんだった。じゃれ合いの空気だった生徒会室になにやら粘っこい緊張が漂う。

「なにしにきたんだ、郁乃」

　会長がデスクに戻って頰ほお杖づえをつき嘆息する。

「またなにかろくでもないことを調べ上げたって顔してるな」

「こてっちゃん鋭いなぁ。ふふふ、聞いたで聞いたで！　きりちゃんの新しい弱点！」

　キリカはびくっと恐怖に顔を引きつらせて会計室に引っ込もうとしたが、獲物を前にした女め狐ぎつねは稲妻よりも素早い。郁乃さんは気づけば会計室のドアに半身を挟み入れてキリカの腕をつかんでいた。

「昨日の夜、ひかげ君の前でかわえええええとこ見せたんやてな？」

　なんで知ってるんだ、と思ったが、僕が震えるキリカを背負って文実室に見回り報告にいったところは実行委員にも風紀委員にも見られているわけだから、郁乃さんの耳に入らないわけがなかった。

「きりちゃんにそんな素直な女の子ポイントがあるなんて全然知らんかったわぁ、ふふふふふ、さっそくじっくりたっぷりねっぷり責めさせてもらうで」

　ほんとなにしにきたんだ、あんたは。ひまなのか。仕事しろよ。

「おっと、一応言っとくけど、これも監査委員長の仕事やで？」

　郁いく乃のさんが振り向いて僕に指を突きつける。

「どこがですか」

「うちが風紀委員会のボスなのは知っとるやろ？」

「ええ、まあ……」

　白はく樹じゆ台だいの警察であるところの風紀委員会は、監査委員長の管轄下にあるのだ。

「昨日から居残り時間が九時まで延長されて、うちのかわええかわええ風紀委員も見回りに駆り出されとるわけやけど」

「それがどうかしたんですか？」と美み園その先輩が眉をひそめる。

「被害報告がね……いくつもあがってきとるんよ……」

　郁乃さんは意味深に笑い、わざとらしく声をひそめて言う。薫かおるくんは顔を曇らせる。

「被害？　って、なんですか？　ぼく、まだ聞いてません」

「そらそうや。実害なしやからね。夜の校舎見回ってる最中に幽霊を」

　会計室のドアがものすごい音をたてて閉じた。

「やっ！　聞こえない、聞いてない、聞いてないから！」

　キリカの必死の声がドア越しに響く。

「ありゃ、閉められてもうた」

　郁乃さんはちょっと残念そうな顔になり、会計室のドアに背中を預ける。

「ま、ええわ。ここで喋しやべってればどうせ聞こえるやろ。むしろ真っ暗な会計室ん中でひとりで聞いてた方が怖いんちゃう？」

　あんたひでえな。郁乃さんの口車にまんまと乗ったキリカは涙を浮かべて「怖くない！」と会計室から出てくる。

「幽霊って、ほんとなんですか？」と美園先輩。

「夜の学校にはつきものだね。ふふっ」会長が愉快そうに言う。「九時なんてけちくさいことを言わず、真夜中零時まで延長していればもっと面白い報告がめじろおしだったかもしれないね」

　僕は心底あきれていた。学校の怪談で被害報告って。

「だいたい、なんで郁乃さんが報告しにくるんですか？　どうせ面白がってキリカをいじりにきただけでしょう、せめて風紀委員か文実が言いにくるのが筋じゃないですか」

　どうせ無駄だろうと思いつつも僕は正論を言ってみた。郁乃さんの返してきた答えは半分だけ予想を超えていた。

「まあ、いじりにきたのもあるんやけどね。ほんまは風紀委員が処理することやけど、うちが出しゃばってきたのにはもうひとつ理由があるんよ」

「理由って」

「ふーかちゃんもえらい怖がっててなぁ」「委員長ーッ」

　顔を紅潮させた楓花さんが生徒会室に飛び込んできた。

「そ、そ、それは言わないでおく約束だろうっ」

「ありゃ、そやったっけ？　にゃはは、ゆるしてぇな」

　ああ、ダブルで面白がってるだけか……。







　たいがいの学校には怪談がわんさとある。

　子供はネガティヴな方向に想像力をたくましくするのが大好きだし、学校は広くて未知の領域がいくらでもあり、施設はどこかしら古い。僕が通っていたごく普通の市立中学校にも、いわゆる七不思議というやつがあった。ただし、七つ全部言えるやつは見たことがない（七つとも知ってしまうと死ぬという呪いもよく聞くけれど、きっちり七つ決まっていないことに対しての言い訳じゃないかと思う）。

　ましてや半世紀の歴史を誇り、ひとつの町ほどの敷地を持つ白はく樹じゆ台だい学園である。

「ぎょうさんあるでぇ、そらなぁ」

　生徒会室の応接用ソファに陣取り、長話する気満々の郁いく乃のさんは言った。聞き手は僕と薫かおるくんだけ。みんな忙しいのだ。

「白樹台の怪談は七つどころやないんやで」

「七十七不思議とかですか」

「七千不思議や！」

　もはや不思議でもなんでもねえだろ。

「たとえばな……普通科校舎一階の水飲み場の、右端の蛇口はな、水を出すときゅうきゅう鳴くんやで……」

　水道なら当たり前だろ。なにも音が鳴らない方が怪談だよ。

「右から二番目の蛇口も鳴くんや。右から三番目も、四番目もな……」

「そんなことやってるから七千とかになるんですよ」

「芸能科の装飾品倉庫の蛍光灯はだれもいじってないのに点滅するんやで……」

「交換しろよ」電灯の寿命だよ。

「それから最近ではな、夜の九時になると校舎をうろつく光の球が」

「それ見回りの実行委員でしょ」

「しかも背中にごっついウサギをおぶった謎の男が」

「それ僕だよ！」キリカのリボンをウサギに見間違えるのとかさすがに無理ない？

「こんな感じで、七千の不思議を全部憶えてしもうた生徒は必ず自殺するって言われてるんや」

　貴重な青春時代をそんなのに浪費したら死にたくもなるよね……。

「それで、あの」

　薫かおるくんがもじもじ手をすりあわせながら訊たずねた。

「ぼくはどうすればいいんでしょう。お祓はらいとか頼むべきですか。祈き禱とう料りようなんて文化祭費用から落ちますか？」

「さあ？　うちもそこまでは知らんわ。あちこち反応が面白そうやから話持ってきただけやで。ほっといたら？」

「ひまなんですか？　ひまなんですね？」

　いいかげん頭にきていた僕は詰問調になってしまう。郁いく乃のさんはひらひら手を振った。

「ひまやないでぇ、こうして薫ちゃんやひかげ君と遊ぶのに忙しゅうて」

「あのねえ、僕らはほんとに忙しいんです、文化祭まであと一月ないんだから！　郁乃さんだって生徒会関係者でしょう、少しは手伝おうって気ないんですか？」

「ないにきまっとるやろ」

　にこやかに即答されてしまった。

「うちは監査やで。お仕事は粗探しや。生徒会のイベントが成功するかどうかなんてうちには関係ないんよ」

　ほな対応策考えといてな、と郁乃さんは言って席を立った。

「ほんとになんなんだ、あの人……」

　郁乃さんを追い出して大扉を閉めた後で僕は深々とため息をつく。

「薫くんもあの人の言うことは真に受けちゃだめだよ。総務を邪魔するのだけが生き甲が斐いの人なんだから」

「そんなことないですよ」

　意外にも薫くんは郁乃さんを擁護した。

「郁乃さんは、すごく生徒会のことを考えてくれてる人です」

「どこがっ？」

「ふーかさんがいつも郁乃さんのすばらしいところを話してくれるんです」

「あの人は郁乃さんに心酔してるから信用しちゃだめ！」

「心酔してる人がいるってことはすばらしい人だっていう証拠じゃないですか？」

「え？　いや……ううん……と、とにかく、あんな人の相手してたら文実の仕事もできなくなっちゃうんだからほっとかないとだめだよ」

　薫くんはそこで冬の陽ひだまりみたいに気持ちの良い微ほほ笑えみを浮かべる。

「きっと郁乃さんの良さはせんぱいの方がずっとくわしく知ってると思いますけど」

「ええ？　僕が？　なんで。そんなわけないだろ。あの人には迷惑かけられっぱなしだよ。文化祭も手伝う気ないって自分で言ってたじゃないか」

「今でもすてきな人なのに、このうえ文化祭まで手伝ってもらったらもっと好きになっちゃうじゃないですか！」

　そのポジティヴさはいったいどこの油田から涌わいてるの？





＊






　朱と鷺き子こさんも、意外なことに郁いく乃のさんの態度を認めるようなことを言う。

「監査と文実の距離感はそれぐらいでいいのよ。監査する立場なんだから。手伝うのが当たり前みたいになったら馴なれ合いになるわ」

「ううん……それもそうかもしれませんけど」

　僕はそのとき、中央議会の議長執務室に来ていた。諸もろ々もろの連絡事項を確認しあってから、ふと郁乃さんのことを思い出して話してみたのだ。朱鷺子さんの言い分は弟の薫かおるくんとはちがって論理的だった。

「そういえば朱鷺子さんも手伝ったりしないですね」

「なに。手伝えって言ってるの？」

「い、いえ」僕はあわてて両手を振る。「議会も文実を手伝う理由はとくにないですもんね」

「そうよ。中央議会はあくまで議決機関、実務をするところじゃないもの。文実とは無関係よ。おまけに、私が文実に必要以上に肩入れしたら、……なんだか、公私混同してるみたいじゃない」

　ちょっと言いにくそうに朱鷺子さんは言う。

「朱鷺子さんが薫くんを可か愛わいがってるのは有名になっちゃいましたからね」

「なっ、なに言うのっ？」朱鷺子さんは色めき立つ。それからちょっと声のトーンを落として訊きいてくる。「……ゆ、有名なの？」

「だってことあるごとに文実の様子見にいってるじゃないですか……」

「私は議長なんだからっ、文実に色々と用があるのは当たり前でしょっ？」

　二十秒くらい前に議会と文実は無関係って言ったじゃん。

「それに、あの子が文実のみんなに迷惑かけてないかどうか、その……心配で」

「大丈夫ですってば。迷惑どころか、すごくよくやってますよ」

「でも、あの子……あなたたちに気軽に手伝いを頼むでしょ」

「ええ、まあ」

　それができるのも才能の一つではないかと思う。

「総務も本来なら、そんなにほいほい文実を手伝っちゃいけないの。総務が手を貸さなきゃ回らないなら、それは人員配分が間違ってるってこと」

「ううん……そう……ですね……」

　正論攻撃の勢いが戻ってきたようだ。

「あなたも竹たけ内うちさんもちょっと甘すぎよ。昔はそんなことしなかったわよ。伊い吹ぶき先輩も柏かしわ崎ざき先輩も文実への接し方はドライだったわ」

「ＣＭの活用法に物言いをつけたりしたって聞きましたね」

「そういうのが総務の役目よ。監督する立場なんだから。総務は総務にしかできないことをやるの。文実にできることを総務がやってはだめ」

　言いたいことはわかる。僕は少し考えてから答えた。

「……でも、今は僕らが総務なんです。これが僕や美み園その先輩のやり方なんですよ。まだ手探りですけど」

　朱と鷺き子こさんは少し目を見開き、それから顔をそむけて言った。

「言うようになったじゃない」

　誉ほめ言葉なのだろうか。

　総務は効率のいい枠組みを作ることにだけ専念して、あとは生徒それぞれの切せつ磋さ琢たく磨まに任せる。正しい方法なのかもしれないが、そこまで達観できていない僕は、小さなことにもいちいち手を出してしまうのだ。

「あなたや竹内さんはまだ役員就任一年目だから勉強中、って言いたいのかもしれないけれど」朱鷺子さんは口調を強める。「来期も総務をやれると無邪気に信じてるわけ？」

　僕は唾を飲み込んで朱鷺子さんの顔を見つめ返した。世間話をしていたつもりが、いつの間に暗い深みのふちにまで踏み込んでいたのだろう。

「私が当選したら、当然、役員人事は刷新するわよ」

「……会長に勝てると思ってますか？」

「勝率がゼロだと思ってるならやらないわよ」

　様々な意味に取れる言い方だった。天てん王のう寺じ狐こ徹てつに匹敵するという自信のほどを表明したようにも聞こえるし、勝ち目が一厘でもあれば出馬するという悲壮な覚悟にも聞こえる。具体的に勝率いくつくらいなのか好奇心から訊きこうとしてやめた。あまり意味のある質問には思えなかった。

「僕も会長側につくとは言ってませんよ」

　朱鷺子さんは横目で僕の顔を探る。

「そんな勇ましいことを言ってたわね。あなたも立候補するの？」

「いえ。……まだ、決めてないんです」

　しません、とは断言できなかった。でも自分が生徒会長候補として天王寺狐徹と竹内美園を敵に回して戦っているところはまるで想像できなかった。

　想像できないということは──勝率はまるっきりゼロということだ。

　朱と鷺き子こさんはあきれてため息をついた。

「選挙まであと二ヵ月よ？　狐こ徹てつに勝つとか言っておきながらまだ決めてないの？　他にどうやって勝つつもりなのよ。決闘でも挑むの？」

　僕は首をすくめる。朱鷺子さんの言う通り、あの会長に勝てるステージがあるとしたら生徒会選挙しかない。

　どうやって？

　僕は生徒会の実権を握ってなにか成し遂げたい政策があるわけではない。天てん王のう寺じ狐徹を負かせればそれでいい。勝ち鬨どきをあげたり旗を掲げたりしなくてもいい。彼女が膝を屈するとき、彼女の背後ではなく、目の前に立っていればいい……。

　それなら。

　もう一度、朱鷺子さんの顔をちらとうかがう。一瞬だけ思惑がからみあい、彼女はすぐに目をそらす。

「……私っ、……副会長候補を探してるの。……だから、その、……牧まき村むらくんさえよければ、私と」

「え、僕？」今度はこっちが目を丸くする番だった。「い、いや、無理ですよ。僕なんかを相方にしたって勝ち目ないでしょ」

「そ、そんなことないわよ！　牧村くんは現役の書記なんだから実務に強いっていう明確なアピールポイントがあるわ。それに」

　朱鷺子さんがさらになにか言いかけ、口をつぐんだ。かすかに首を振って言葉の先を打ち消す。僕らの視線はお湯と蜂蜜のように拒み合い混じり合いながら狭い執務室の中でゆるやかな渦を巻く。

「ねえさま！」

　いきなりドアが開いた。朱鷺子さんはほとんど跳び上がらんばかりの勢いで椅子を回してこちらに背を向けてしまった。部屋に飛び込んできたのは薫かおるくんだった。

「……あ、あ、あれ？　せんぱいもいたんですか？」

　薫くんは僕と、椅子の背もたれの陰からちらちら様子をうかがっている朱鷺子さんとを見比べ、それから頰を染めて後ずさった。

「ごめんなさい、お邪魔しちゃいました。ねえさま、がんばってくださいね」

「な、なにをよっ？」

　朱鷺子さんが真っ赤になって立ち上がる。

「つまりその、ええと、基礎体温とか？」

「いま測っても遅いわよ！　じゃなかった、あ、あなた意味わかって言ってるの？　だれに教えてもらったのそれ！」

「美み園そのさんです。基礎から教えてくれるっていうから」なんの基礎だ。

「と、とにかく、なんの用なの？」

「いいんですか？　せんぱいと、ひとにはとても言えないようなことをなさっていた最中じゃないんですか」

「そんなわけないでしょッ」

　朱と鷺き子こさんはデスクを平手で叩たたいた。ファイルの山が崩れそうになる。

「じゃあ、せんぱいとねえさまが密室で二人きりで見つめ合っていたって総務の人たちに報告しても」「だめッ」「やっぱりひとには言えないようなことしてたんですね」「ち、ちがうわよッ」

　こういうときはこっそり逃げるに限る。姉きよう弟だいがじゃれ合ってるだけだろうしね。

　議事室を出て廊下を歩く間、邪魔が入ったことを少し残念に思っている自分に気づいた。朱鷺子さんにもっと追及されたかったのだ。会長に勝ちたいと言いながら、いまだに具体的な道も見つけられない鈍くさい僕を。

　文化祭が終わってしまえば、もはや忙しさを言い訳にすることもできなくなる。選挙はすぐそこだ。

　でも、朱鷺子さんの相棒として副会長に立候補？

　だめだ。具体的になぜだめなのかはっきりとは言えないけれど、とにかくそうやって自分が会長に勝つところが想像できない。
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　翌日の放課後、薫かおるくんは見知らぬ男子生徒を連れて生徒会室に顔を出した。

　鈍重な黒縁眼鏡をかけていて雰囲気が薄暗くて、お茶を出す僕への視線がやけに刺とげ々とげしかった。クラス章を見ると高等部理数科の二年生だ。だれだろう？

「こないだ郁いく乃のさんが言っていた、夜中の巡回のときに変なものを見たり聞いたりしたっていう報告なんですけど」

　薫くんは応対した会長にそう切り出した。

「あれから連日おなじような話が出るんです。それで、さすがにほっておけなくて。先生たちにばれたら帰宅時間の延長を取り消されちゃうかもしれないし」

「ふうん？」

　会長は面白がっている顔で薫くんの隣の理数科生を見やる。

「それでエキスパートである深ふか町まちに依頼したわけ」

「はい！　風紀委員の人たちに紹介してもらいました。ほんとはキリカねえさまにお願いしたかったんですけど、怖いのは苦手ってことでしたし、どうせなら専門家にお願いした方がいいと思って」

「だれがエキスパートだ！」

　深ふか町まち氏が眉をつり上げる。

「俺を心霊現象専門みたいに言わないでくれ、どんな事件でも引き受けてる！　オカルトな依頼しか来ないだけだ！」

　僕は目をしばたたき、深町さんと薫かおるくんの顔を見比べる。

「え、ええと？　依頼、って？」

　薫くんがなにか答えるよりも早く、深町さんが僕に詰め寄ってきて言った。

「牧まき村むらひかげ君、き、き、きみは最近、探偵助手としてちょっと名前が売れて調子に乗っているみたいだがね！」

「は、はあ？」

「これは俺が受けた事件なんだ、おとなしく引っ込んでいてくれ！　生徒会探偵にもそう伝えるように！」

　居丈高に言うと、彼はさっさと出口に向かった。薫くんも疑問符をいっぱい浮かべた顔で僕の方に何度も頭を下げながら追いかけて部屋を出ていく。僕はソファの近くに立ち尽くしてそれを見送った。

　大扉が閉まるのとほとんど同時に、会計室のドアが細く開いた。キリカが外をうかがい、慎重そうに出てくる。

「……ほんとしつこい人」

　大扉を見つめてキリカはつぶやく。

「だれなの、あれ」

　生徒会探偵になにか恨みでもあるような口調だった。キリカは困り顔で腕組みし、会長と目配せしあう。会長のウィンクの返答はおそらく、「きみが自分で説明しろ」という意味だろう。

「あの人は、ミステリーサークルっていう同好会の人なの」

「……ミステリー……サークル？」

「生徒会を恨んでる。部活をわたしたちに潰されたと思ってるから」
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　英国のサウサンプトンに、ダグ・バウワーという画材店経営者と、その店の常連客のデイヴ・チョーリーという画家がいた。二人が計画を思いついたのは１９７７年である。スティーヴン・スピルバーグの『未知との遭遇』が公開された年だ。映画を観みたデイヴとダグの二人は興奮し、熱く語り合った。俺たちはたぶん宇宙人が実際に地球にやってくるまで生きていられないだろう。なにせどっちもおっさんだしな。それじゃあ、いっちょやってやろうじゃないか。俺たちが自分で宇宙人の訪問の跡をこしらえて、想像の上だけでも未知と遭遇してやろうじゃないか。

　彼らは満月の夜、青々と生い茂る広大な農場に忍び込み、板と針金とロープとでもって、穀物の一部を薙なぎ倒して幾何学的な円形模様をつくった。回数を重ねていくうちに彼らの技術は向上し、より大きくより複雑な図形を作成できるようになり──

　始めてから三年の後、二人の『作品』はついにマスメディアに取り上げられた。ＵＦＯ目撃談の多い地域を選んだこともあり、狙い通り、ＵＦＯ着陸の痕跡ではないかという憶測が世界中を飛び交った。

　……いわゆる、『ミステリーサークル』である。
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　白はく樹じゆ台だい学園に存在する同好会『ミステリーサークル』とは、関係があるようでもあり、ないようでもあり。
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「もともとは『ミステリ研究部』だったの」

　キリカはそう語り始めた。

「最初は、単に推理小説好きの人たちが集まった部活だったみたい」

　しかし創設から時がたち、部員たちの意識は変遷していく。原因は白樹台学園という土壌そのものだ。こんな面白いことばかり起きる学校に在籍する探偵好きの面々が、虚構の世界だけで満足できるはずがなかったのだ。

「そのうち学園内で実際に起きた事件を調査しますって言い出したの。学園新聞とか校内放送でも告知出して」

「なんかどっかで聞いたことあるね、それ……」

「そう。わたしがやってるのと同じ」

　キリカはひどく言いにくそうだった。自分のやっていることを客観視しなきゃいけなくなって居心地が悪いのだろうか。

「でも、はじめのうちは依頼もぽつぽつあったみたいだけど、じきに全然こなくなっちゃったらしくて」

「ふうん。なんで？」

　さらに細くなるキリカの声。

「……それは……わたしが、探偵始めたから」

「え？　つまりキリカに客をとられたからってこと？」

　いくぶん恥ずかしそうにキリカはうなずく。

「わたしはお金をとってたけど、ミス研は無料で請け負ってた。なのにわたしに負けたからって、ものすごくプライド傷ついたみたい」

「そりゃそうだろうね」

「でもそんなのしょうがない」とキリカは唇をすぼめる。「わたしはちゃんと解決してたけど、あっちはごっこ遊びだったし」

　有料で請け負っている点も、むしろ探偵としてのキリカの信頼度を高めているのではないかと僕は思う。実際に彼女はプロ意識をもって探偵業務にのぞんでいる。

「それで、読書好きだった本来の部員はどんどん減っちゃって、……わたしもそれに合わせてどんどんミス研の予算減らした」

「あー、それで恨まれてるの？」

　キリカはうなずく。

「一昨年おととし、ついに部員が六人を割ったから、部活動認定を取り消したの」

　学園のサークル活動には二種類ある。生徒会に認められた『部』と、認められていない有志団体である『同好会』だ。両者の間には、予算が出る／出ないという雲泥の差がある。同好会への格下げは死活問題だ。

「逆恨みもいいとこだな。それに、予算減らすのはキリカだけど同好会格下げは監査委員会の判断だろ。恨むなら郁いく乃のさんを恨んでくれよ」

「わたしもそう思う。しかも、それで終わりじゃないの」

「ん？」

「部じゃないから『研究部』を名乗れないでしょ。それで『ミステリーサークル』に名前を変えて、同好会になったんだけど、そしたら石いし橋ばし先輩っていう人がオカルト研究サークルだと勘違いして入会したの。ＵＦＯとか超古代文明とか」

　なんか話が変な方向に行き始めたぞ？

「しかも間違いに気づいても脱会しないで、そのままオカルト研究し始めたの」

「迷惑な人だなおい」

「で、オカルト好きの新入部員も増やそうとしたらしいんだけど、今度は真ま央おがこてんぱんにしちゃったの」

「真央さん？　なんで真央さんが出てくるの？」

「新入生向けのパンフレットで、部活とか同好会を紹介するやつがあるでしょ」

「ああ、うん……」ほとんど読まずに捨ててしまった、なんて総務の一員としてはとても言えない。

「あれ編集してるの総務広報なの。つまり真央。で、石いし橋ばし先輩もミステリーサークルの紹介文の原稿を持ってきたんだけど、ほら、真央はそういうの詳しいでしょ。間違いをいちいち容赦なく指摘したんだって」

　真央さんは自称《未来が視みえる占い師》だが、その実、占いだのおまじないだの超能力だの一切信じていない現実主義者だ。そんな彼女がオカルト半可通の書いた薄っぺらい文章をばさばさ添削しているところはありありと想像できた。

「それでけっきょくオカルト好きは石橋先輩以外には一人も増えなくて、その石橋先輩も今年の三月に卒業しちゃって、ミステリーサークルは元の探偵好きの集まりに戻ったんだけど」

「めでたしめでたしじゃないか」

「オカルト団体だっていう風聞が広まっちゃって、そういう依頼しか来なくなったの」

「ああ、なるほどね……」

　迷走のサークル史の果て、ようやく話がつながった。それで薫かおるくんが依頼したわけか。僕はあきれて髪をかき混ぜた。

「真に受けて調査依頼までするなんて、薫くんもどうかしてるよ。変な噂うわさを気にするなって見回りの人たちに言い聞かせればいいだけなのに」

　キリカは口ごもった。僕は驚いて彼女を凝視する。

「……あの、まさかキリカ、校舎に幽霊とか本気で信じてるわけじゃないよね？」

「し、信じてはいないけどっ」

　キリカは焦ってブレザーやスカートのあちこちを埃ほこりもついていないのに払った。

「でも、なにかを見たのは事実かもしれない。複数の目撃証言があるんだから」

　僕は握り拳を下唇に押し当ててしばらく考えた。

　なにかを見たのは事実？

「ひかげだって身に憶えあるでしょ」

「え？　僕？」

「最初の事件。憶えてないの？」

「……ああ、そうか」

　僕がキリカに依頼し、そして生徒会に入るきっかけとなった事件。寮の僕の部屋に出ると言われていた幽霊の正体こそが、部費盗難事件の犯人──すなわちウサギだった。超常現象とは、なにかは起きているが確実に見誤られている、という現象のはずで、なるほど探偵の得意分野なのかもしれない。

「じゃあキリカが調査する？」

「しない」とキリカはそっぽを向いた。「依頼されてないから」

「あたしが依頼しても？」と会長がいきなり横から口を挟む。

「なんで狐こ徹てつが依頼するのっ」

「怖がってるキリカが可か愛わいいから」

「怖がってない」

　キリカはソファの上に両足を引っぱりあげて行儀悪く膝をたて、深く身を沈めて不機嫌そうにむくれた。

「夜の校舎は、胃袋がきゅっとして心臓がうるさくなって脚が動かなくなるだけなの！」

　怖がってんだよそれは。

「まあ、キリカがわざわざ出張る必要もないだろうね」

　会長はキリカの隣に腰を下ろして彼女の肩を抱き寄せる。

「よほどのことが起きない限りは」

　もちろん、よほどのことは起きてしまった。





＊






「新聞部に嗅ぎつけられちゃいました……」

　翌日、生徒会室にやってきた薫かおるくんは、そう言って肩を落とした。

　僕らもそのニュースはとっくに知っていた。『しらっとウィークリー』は白はく樹じゆ台だいの学園新聞の一つだ。誤解を恐れずに表現するなら左派メディア──天てん王のう寺じ政権に批判的であるという意味で──なので、論調も攻撃的だ。

『文実　人気取り政策に暗雲？　真夜中のヤバい秘密発覚』

　噴飯ものの見出しだが、記事の内容はだいたい正確だった。文化祭準備のためにもっと放課後使える時間がほしい、との生徒の声を受けて帰宅時間延長を押し通した文化祭実行委員会だが、ここにきて思わぬ問題が噴出。夜の校舎を巡回する委員たちから次々と怪しい人影や物音の報告が寄せられたのだ……。文化祭に詳しい生徒会関係者は語る。

『何年も前から帰宅時間の延長は取り沙汰されてましたが、実現できなかったのはこれが理由だと言われてます。夜の校舎になにが潜んでいるのか、噂うわさではオカルト愛好会も究明に動いているとか。このままでは文化祭の開催にも悪影響が出かねません』

　見事にスポーツ新聞テイストの書きっぷりである。感心してしまう。

「これは内部リークだね」

　紙面をぱんと手の甲で叩たたいた会長が言う。

「記事が正確すぎる。でまかせが全然なくておとなしすぎるんだ。情報ソースが怪しいならもっとうさんくさい内容になるはずだよ。それと決め手はオカルト愛好会が動いているというところ。ミステリーサークルのことだろうね、薫かおるが依頼したという事実はごく一部の人間しか知らないはず」

「ゆるせません！」

　美み園その先輩は八つに折った新聞を引き裂かんばかりに憤慨する。

「こんな煽あおるような書き方、先生がたが誤解するじゃありませんか！　私、職員室に行って説明してきます、ただの噂うわさだって」

「やめておいた方がいいよ、美園」

　会長がのんびり言う。

「三文記事にあわてふためいて釈明なんてしにいったらヤブヘビだ。なにか訊きいてきたら答えればいい」

「そ──そうですけど……」

　会計室のドアが開き、キリカがいつもながらの不機嫌そうな顔で出てきた。薫くんから事情を聞き、新聞の紙面を視線でひとなでし、ソファテーブルに投げ捨てる。

「リークしたのは、たぶん郁いく乃の」

　キリカの言葉に全員が視線を集める。最初に会長が口を開いた。

「……根拠は？」

　目を細め、厳しい口調に変わっている。

「この『オカルト愛好会』っていう箇所。サークル名をぼかすにしてはちょっと書き方がおかしい。これ、石いし橋ばし先輩がミステリーサークルからさらに部名変更申請したときの名前なの。郁乃が審査して差し戻したからよく憶えてる」

「にゃはは、ばれたか」

　入り口で声がして僕らは一斉にそっちを向く。

　いつの間にか大扉の左側が開いており、郁乃さんが扉の枠に背をもたせかけ、すらっと長い脚をつっかい棒代わりにしている。

「きりちゃんも細かいとこまでよく憶えてるもんやなあ」

　郁乃さんはまるで悪びれもせず生徒会室に入ってきて応接セットのソファに座る。薫くんの真向かいだ。

「オカルト愛好会、はまずかったかぁ。知ってる名前を無意識に使ってまうもんやなぁ」

「ところでオカルト愛好会って名前、なにがだめなんですか？」

　薫かおるくんが訊たずねる。いやべつにそれはどうでもいいだろと口を挟む前に郁いく乃のさんが例によって愉快そうな顔で身を乗り出して答える。

「他の部員が反対してたのに石いし橋ばし先輩がひとりで先走って出してきたんや、だめにきまっとるやろ。あないなことしとるから深ふか町まち君以外みんなやめてまうんよ」

　みんなやめた？　そうすると──当の石橋氏はさんざんサークルを引っかき回した上に卒業したわけで、今残っているのはあの深町って人だけなのか。じゃあ深町さんも来年度で卒業なんだから、ミステリーサークルはほとんど消滅確定じゃないか。なんだか深町さんがかわいそうになってきた。

「でもそれだけやないで。オカルト愛好会て名前があかん。研究会ならまだしも、愛好は通せんわぁ」

「ええと、どうしてです？」薫くんは目をぱちくりさせる。

「『オカルト』ってな、一文字伏せるとこうなるやろ」

　わざわざ紙とペンを取り出して『オカ○ト』と書いてみせる。

「『オカモト』に見えるやん。オカモト愛好会て！　オカモト製品を愛好するんは中高生にはだいぶ早いわ！」話のつながり方に無理ありすぎだろ。なんでそもそも伏せ字にしなきゃいけないんだよ。ていうかその話、どうせ今思いついたんでしょ？

　薫くんは小首を傾かしげる。

「岡おか本もとさんがどうかしたんですか」

「オカモトゆうたら家族計画に有効なゴム製品の会社や」

「薫くんはまだ知らなくていいことだからっ」と僕はあわてて口を挟む。

「ひかげ君、性教育でいちばん大事なとこやで？　中一ならもう知っとかんと」

「そういう話を吹き込んだのが朱と鷺き子こさんにばれたらまた叱られるでしょ！」

　薫くんはまた小首を傾げる。

「岡本さんと近こん藤どうさんがどうかしたんですか」

「おまえ知っててとぼけてるだろッ？」

　キリカが薫くんの隣にどすんと座り、不毛な喜劇を打ち切ってくれた。

「なんでリークなんてしたの、郁乃」

「都合の悪い事実を隠蔽する総務や文実に正義の鉄てつ槌ついを下すのが監査の仕事や」

「幽霊の噂うわさは『事実』じゃないでしょ」

「決めつけはあかんで？」

「やくたいもない噂を広めないようにするのは当然の措置でしょうっ」たまりかねた美み園その先輩も参戦してくる。「まったく郁乃さんはいつもいつも私たちの邪魔ばかりっ！　それからオカモト愛好会のなにがだめなんですか、オカモト社に謝ってください、日本が世界に誇るハイテク企業なんですよ！」

　気遣いは素晴らしいと思うけどそこに話を戻さないでほしい。

「これを広めてどうしようっていうの。なにが狙いなの？」

　キリカがソファテーブルの新聞を一いち瞥べつして冷徹に言う。

「うちが総務にいやがらせするのに理由が必要なん？」

「郁いく乃のはいつもそんなことばっかり言ってるけど、だいたいなにか企たくらんでる。なに？」

　郁乃さんは眼鏡のレンズの奥からキリカをじいっとねめつけてきた。口元に張りついた笑みが少し角度を変えた。見せつけるように脚を組み替え、郁乃さんは口を開く。

「ほんとう──やったら、どないするん？」

　夕暮れが夜に滑り落ちていくように、郁乃さんの顔から笑みが消える。はじめて見る表情だった。

「怖い目に遭った風紀委員の子がぎょうさんおるんよ。ふーかちゃんだけやない。女の子が多いしなあ、監査委員長としてはほっとけんわ」

「だ、だからって幽霊の噂うわさなんかを事実みたいにっ」

　美み園その先輩が新聞を手にいきり立つ。郁乃さんはレンズの向こうで目を細めた。

「みそちゃんもきりちゃんも事実、事実、ゆうけどな。うちの子が怖がっとるんはまぎれもない事実なんよ？」

　美園先輩は気勢を削そがれて黙り込む。郁乃さんは視線をキリカに戻した。

「なにかは起きとるんや。生徒に警告するんが筋やと思わん？」

　だれもなにも言えなかった。普段笑っているばかりの郁乃さんが、いきなり見せた氷の刃やいばに、どう対処していいのかだれも知らなかったのだ。

　彼女が出ていってしまった後で、薫かおるくんがおずおずと言った。

「あ、あの、でも、オカルト探偵の深ふか町まちさんが真相をあばいてくれれば、この騒ぎもおさまりますよね？」

　キリカをちらと見て付け加える。

「キリカねえさまが調べてくれるならそれに越したことはないんですけれど、苦手なのを無理言えませんし」

　キリカはぷいと横を向いてしまう。馬鹿馬鹿しいからノータッチを貫くのか、怖いからなのか、半々くらいだろうか。合理主義者だと思ってたけど、やっぱり女の子なんだなあと感慨をおぼえる。

　書記室に戻って自分のＰＣから生徒会用のメールサーバを確認した僕は、さらに事態がこんがらがっているのに直面した。一般生徒からの『夜の校舎の恐怖体験談』投稿であふれかえっていたのだ。

　予想してしかるべき結果だった。新聞にあんなのが載ったら話題になって、生徒はみんな自分の体験を振り返るだろうし、怪談をひとに話したがるのは人間の性さがだ。てきとうにでっちあげていたずらで投稿するやつも少なからずいるだろう。僕は暗あん澹たんたる気持ちで受信済みフォルダを開き、口裂け女だの呪いの鏡だの無限ループする廊下だのといったくだらない報告をひとつひとつチェックしていった。

　ほんとに、書記はつらい仕事である。

　ここでサボりっ気を出してしまったのが、後から考えれば失敗だった。大量の投稿談の分別が面倒になった僕は、これも専門家に丸投げしてしまおう、と考えついたのだ。だってこんなの生徒会の仕事じゃないだろ？

　ミステリーサークル部長の学校用メールアドレスを検索し、何百もの体験談のテキストを依頼文に添付して送信した。幽霊騒ぎはさっさとおしまいにしてほしかった。考えが甘かったと言わざるを得ない。つまり僕は、ちゃんと調査すれば「幽霊なんていない」という当然の結果が出るものだと信じて疑わなかったのだ。
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　調査期限だった三日後の木曜日、深ふか町まちさんよりも早くバッドニュースを生徒会室に運んできたのは、風紀委員の女の子たちだった。

「もう巡回無理です、ほんとに出るんですってば！」

「一ヵ所だけじゃないんです！」

「出現スポットを公表して一般生徒にも気をつけてもらわないと！」

　応対した僕にそう口々に嚙かみついてくる。

「あ、あの、落ち着いてください、そんなことしたら全校パニックになりますよ」

「生徒が呪われてもいいんですか！」

「生徒が異世界に引きずり込まれてもいいんですか！」

「生徒が背中の皮を剝がれて血まみれで死んでもいいんですか！」

「生徒がプールに引きずり込まれて溺れてもいいんですか！」

「生徒が霊に呼ばれて飛び降り自殺してもいいんですか！」

「生徒が木の下で告白して恋が叶かなってもいいんですか！」それはべつにいいだろ。

　僕は風紀委員どものスクラムを大扉まで押し戻し、辛抱強く言った。

「今、ある人に頼んで調べてもらってますから。みなさんが噓うそついてるなんて思ってませんよ、きっと霊とか怪現象とか見間違えるにはそれなりの理由があると思うんです。その理由をはっきりさせて──」

「知ってますよ、ミステリーサークルの深町先輩ですよね？」

「あの人、昔からこの手の噂うわさばっかり調べてるもんね」

　風紀委員たちが言う。知ってたのか。それはそうか、深ふか町まちさんは目撃者のところにも当然ながら事情を訊ききにいっているはずだ。

「こういうのの専門家らしいので、任せましょうよ」と僕は愛想笑いをする。

「その深町先輩が言ってたの！　本物っぽいって！」

「え……」

　本物？







　夕方五時ごろ、深町さんは薫かおるくんと一緒に生徒会室にやってきた。二人とも暗い顔をしている。

　風紀委員たちが押しかけてきた話をすると、深町さんは声を荒らげた。

「本物だなんて言ってない！　ただ、その、噂うわさ通りの現象を俺も確認できた、というだけで、それをみんな勝手に解釈して──」

「原因はわかったの？」と会長が遮って訊たずねる。深町さんはかぶりを振る。

「……わからない。どうしてあんなことが起きるんだよ……。これまで何件も調べさせられてきたけど、どれもなにかの勘違いか、些さ細さいなことを大げさに錯覚してるケースばっかりだったのに……」

　それ、本物って言ってるのとほとんど同じじゃないか。

「あの、ですね、……ちょうど七つなんです」

　薫くんが隣の深町さんをちらちら見ながら言いにくそうに言った。

「なにが、ですか？」

　美み園その先輩が眉を寄せる。

「その……出る場所が、です」と薫くん。「見回りのみなさんの目撃情報も、せんぱいが送ってくれた一般生徒からの体験談も、だいたいぜんぶ深町さんが調査してくれたんです。ほとんどは噓うそとか勘違いだったんですけど……本当にそういうことが起きる場所が、あったみたいなんです。それが、七ヵ所」

　深町さんは渋い顔で調査報告書をソファテーブルの上に広げた。Ａ４用紙が七枚。それぞれ、最上段に怪談のタイトルが書かれ、合致する目撃談が列挙されている。

　僕と美園先輩は顔を見合わせる。会長はくくっと笑って、僕らが念頭にのぼらせながら口にできなかったその言葉をあっさり吐く。

「つまり、学園の七不思議、ってわけだね」

「わ、笑い事じゃないんですよ狐こ徹てつねえさま！」薫くんは泣きそうな声で言う。「ただでさえみんな怖がってるのに、ちょうど七つあるって広まっちゃってますます噂がエスカレートしてるんです！」

　会長は鼻歌まじりにこっちにやってきて、テーブルの調査書を取り上げて目を通す。

「ふうん。どれも昔からよく聞く怪談だね、由緒正しいのばかりじゃないか。七千不思議の中に本物の七不思議が潜んでたってわけだ」

　そう言って会長は肩を揺らす。

「あたしとしては、ちょうど七つだとますます信じ込むっていう心理の方がよほど不思議だけれどね。ふふっ、人間は面白いね」

「狐こ徹てつ！　面白がってる場合ですか！」

　美み園その先輩が会長のデスクを振り返って言う。

「きっとまた新聞に色々書かれちゃいます。文実や風紀委員のみなさんには口止めしましたけど……」

　薫かおるくんは肩を落とす。

「待ってくれ、俺は調査が終わったとは一言もいってない」

　深ふか町まちさんがオーバーアクションで言った。あまりに勢い込んだので眼鏡がずり落ちそうになり、指で押し上げながら言葉を続ける。

「もっと時間をくれよ、絶対に究明してみせるから！　くそっ、人ひと魂だまだのラップ音だの、どれも気のせいにきまってるだろ！　俺があんだけ証明してきたのに、どいつもこいつもオカルトなんて信じ込んで馬鹿じゃないのか」

　そう吐き捨て、深町さんは生徒会室を出ていった。薫くんはその背中を見送り、申し訳なさそうにうつむき、意を決して立ち上がった。会計室のドアに近づく。

「キリカねえさま、お願いがあるんです」

　手には千円札と五百円玉を握りしめているのが見える。ドアの向こうから「やだ」と返ってくるので薫くんの細い肩がますますしょげる。

　彼は意外にもすんなりあきらめて、ソファの僕のところへ戻ってきた。

「あの、それじゃせんぱいが調査してくれませんか」

「……え？　僕？」

「せんぱいはキリカねえさまの助手でたくさん事件を解決してますから、きっと探偵としての能力もすごいんですよね？　お願いします、七不思議、調べてください。深町さんにはもうしわけないですけど、一日も早くなんとかしたいし」

「いや、僕は……調べる方はあんまり……」

　だます方専門で、と思わず言いかけてしまう。薫くんがうなだれるのであわてて付け加えた。

「も、もちろん、できることならなんでもするよ」

「ほんとですか！」

　このときの薫くんに尻尾があったら扇風機みたいに振っていたことだろう。

「うれしいです、ぼくも手伝いますね」

「調べるったって、なにをどうすればいいのやら」

　僕が頭を搔かくと、離れたところのデスクから会長が言う。

「ひとまずは現場を回るしかないだろう」にやにや笑って付け加える。「人ひと気けのない夜の校舎をヒカゲと薫かおるのふたりっきりで、ね」

「せんぱいとふたりっきり！」なにが嬉うれしいんだおまえは。

「そうそう、薫は女装した方がいいだろうね」

「なんでそんな話が出てくるんですか」

「主に女子生徒が被害に遭う怪談や、カップルを狙って襲う霊がいるだろう？」

「そんなので言いくるめられませんから！　会長は薫くんを女装させたいだけでしょ？」

「ぼ、ぼく、がんばります、せんぱいのためなら」

　がんばんなくていいし僕のためじゃないよ！

「そ、そんなことさせられません！」

　美み園その先輩が立ち上がる。

「私が一緒に行きます、襲われるのは私の役目です！　むしろ襲われたいです、ひかげさんに！」

「話がわけわからなくなるから先輩はついてこないで──」

「ぼくも怖がるふりしてせんぱいに抱きつきたいです」「わ、私なんて怖くないときだって抱きつきたいです！」

　二人が意味不明の張り合いをしていると会計室のドアが勢いよく開き、その前で居眠りしていたウサギが跳び上がって僕の膝まで逃げてきた。冷たい空気と一緒にキリカが出てくる。

「ひかげはっ、わたしの助手なの！」と彼女はわめいた。「勝手に使わないで！」

「でも、キリカねえさまが引き受けてくれないから、しかたないです。もうせんぱいの他に頼れる人なんて」

　薫くんが涙を浮かべてとどめの言葉を口にした。キリカは頰を染めて大股で歩み寄ってくると、薫くんの手から千五百円をむしりとり、首の腕章を乱暴に回転させた。《探偵》の二字が僕をにらみすえる。

「わたしが調べればいいんでしょ！」
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　白はく樹じゆ台だい学園七不思議、第一番は『増える階段』だった。

　場所は美術科校舎四階の東端、屋上へと続く階段だ。踊り場から四階へと下りるときには十二段しかないはずが、もう一度踊り場へと上っていくとなぜか十三段あるという。

　午後八時五十分。廊下の蛍光灯もひとつ残らず消え、非常灯の緑の光だけがぼんやりと浮かぶ薄闇の中、僕とキリカはくだんの階段の下に立っていた。唾を飲み込む音が暗がりに反響する。僕のブレザーの裾をつかむキリカの指はものすごい力が込められて白くなっている。

「……僕ひとりで調べようか？　キリカは生徒会室で待ってて、電話で指示するとか」

　キリカは青ざめた唇を嚙かみしめて首をぶんぶん振った。

「ひかげだけに、ま、まかせられ、ない」

　歯の根ががちがち鳴ってるのが聞こえるんですけど。

「それに、お守りもあるから大丈夫」

　キリカが言うと、彼女のブレザーの胸がもぞもぞ動き、茶色い小さな頭が襟の間から出てくる。

「ウサギは魔ま除よけの力があるの！」

　おまえそういうの信じないんじゃなかったの？　とは思うが、これ以上怖がられても今後の調査に支障を来すので黙っておく。

「じゃあひかげ」

　キリカは階段を指さす。

「先に上って」

「この不思議は怖い結果にならないからべつにキリカが先でも……」

「い、いいから！　ひかげの後でわたしが数えた方が正確でしょ！」

　どっちも同じだろ。

　押し問答しててもしょうがないので僕は一段目に足をかけた。ええと、まず踊り場まで行って、下りで数えてからまた上りで数えるんだっけ？　めんどくさいなあ。そして後ろの裾をキリカにつかまれてると歩きづらい。踊り場まで来るとあたりの暗闇がいっそう肌に染みつくようで、心なしかキリカも身を寄せてきている。

「な、なんかあそこにいる」

　キリカが踊り場からさらに上ったところの暗闇を指さして言う。屋上に続く扉の前、ペントハウスになっている部分だ。僕は懐中電灯の光でそのあたりを探る。光の輪が、鈍い光沢のある凹凸に何度もぶつかる。

「ああ、あれ、アバンギャルド部の展示場だよ」

　僕が説明するとキリカは「そういえば」という顔をする。アバンギャルド部は美術部員の中でも前衛的すぎて活動内容に満足できなかった連中が離脱して数年前に起たち上げた部活で、大がかりで不気味な彫刻作品をたくさんつくっている。当然、文化祭にも出展するのだが、作品がでかすぎて製作場（つまりそこのペントハウス）から動かせないのでそのまま展示場になっているのだ。

「怪談の原因、あれかもしれないよね……」

　僕はそう言ってペントハウスの天井からいくつもつり下がった人面花の彫刻を見やる。キリカはそちらを必死に見ないようにしながらうなずく。

「でも、……階段が増えるのとは関係ないと思う」

　それもそうか。不気味な彫刻をなにかに見間違えるとしたら、もっとちがう形の怪談になるはずだ。

　下り階段に目を移す。

「じゃあ、数えるよ」

　階下に向かって一歩踏み出す。ゴム底の上履きとはとても思えないくらい硬く冷たい足音が返ってくる。一、二、三、四……

　十二段を数えた次に踏み出した右足は、四階の床に触れた。そこで立ち止まったせいで、すぐ後ろからついてきたキリカが「ひゃぅっ」と背中にぶつかる。

「あっ、ご、ごめん」

　振り向くとキリカは泣きそうな顔で肩を震わせている。

「お、驚いてないから！　怖がってないから！」

「いきなり立ち止まって悪かったってば」

「今の変な声はひかげのだから！」とキリカは胸元のウサギの頭をこねくり回す。

「じゃ、次は上りだね」

　僕がまた階段の方を振り返ると、キリカは踊り場を指さして勇ましい口調で言う。

「そもそもっ、首つり台の階段は十三段って決まってるわけじゃないから！　日本のやつは階段なんてないから！」

　その突然の豆知識はだれに向かって言ってんだ。

　僕は階段を上り始める。少し遅れてキリカの足音がついてくるせいで、エコーがかかっているように聞こえる。一、二、三、四、五、六、七、八、九、十……

　十一。

　十二。

　十三。

　僕はぞっとして振り向き、キリカを踊り場に引っぱりあげながら後ずさり、壁に背中を押しつけた。剣山に触れたのかと一瞬錯覚するほどの冷たさが背筋に刺さる。

　十三段あった？

　いや、落ち着け、これはきっと──

「数え間違い」

　キリカがぼそっと言った。

「ひかげ、下りるときは四階に着いた一歩を数えてなかったでしょ。それなのに上りは踊り場に着いたときのも一段に数えてる。増えるのは当たり前」

　僕は口をあんぐり開けてキリカの顔を見つめた。キリカのネクタイを頭にのせたかっこうのウサギが、憐あわれみに満ちた目で僕を見ていた。

「あー……そうか」

　指摘されてみれば、あまりにも当然で、馬鹿馬鹿しいくらいの間違いだった。

「じゃあ、みんなそうやって数え間違ったってだけのこと？」

「そう──だけど」

　キリカの目がふと細められる。彼女は僕の手から懐中電灯を抜き取り、腰を屈かがめて床に顔を近づけた。頰が床板にほとんど触れんばかりになる。光の楕だ円えんが伸びたり縮んだりしながら床の上を這はい回る。踊り場だけではなく、階段を一段一段下りながら、キリカは床面を至近距離でたしかめた。

　なにを探しているんだろう？

「数え間違っただけ、じゃない」

　彼女は立ち上がって言った。

　一瞬、その胸元のウサギの眼めがぎらりと光って、僕は背筋に冷たいものをおぼえる。ただの反射だ、と言い聞かせる。

「だけじゃない、って？」

「階段と、四階の床とで、使ってるワックスがちがう」

「え？」

「聴いてて」

　キリカは五段目あたりから四階の床まで下りて、さらに何歩か歩いた。よく吞のみ込めていない僕が首を傾かしげていると、いらだたしそうにまた五段目に戻り、同じことを繰り返す。三回目でようやくわかった。足音がちがうのだ。階段を踏んでいるときと、四階の床に下りた後とで。

「たぶん、階段と踊り場のワックスは固めのを使ってる。足音がはっきり響く」

「うん……でも、それで？」

「だから！　わからないの？　下りだと十三歩目の足音がそれまでとちがう音なの。上りだと十三歩目もそれまでと同じに聞こえる。だから数え間違いやすい」

　五秒くらいぽかんとしてから、ようやく理解する。

「……い、いや、そんなことで間違うの？」

「だってひかげは間違えたじゃない」

　そう言われると縮こまるしかないが、しかし。

「だから、僕はその、どこからどこまで数えるのかちゃんと考えてなかったから」

「ひかげじゃなくたって、そんなのみんなちゃんと考えないでしょ。そこにこういう仕掛けがあったら、まんまと数え間違う人だって出てくる」

「そうかもしれないけど、みんながみんなってわけじゃ」

　キリカはため息をついた。

「ひかげ、勘違いしないで。これは怪談なんだから、正確な再現性はない方がいいの。十人中一人か二人、浅はかに数えて間違う人がいる、くらいでちょうどいい」

　なるほど。ぐうの音も出ない。

　なにか強力なトリックが存在して十人が十人とも十三階段を見つけてしまうようなら、それはもはや怪異現象ではないので、解明しようという動きが起きて必ずそのトリックは暴かれてしまう。たまに浅はかな犠牲者が遭遇して騒ぐくらいが適量なのだ。浅はかでごめんなさい。

　キリカはポケットから七不思議リストの紙を取り出すと、ウサギに懐中電灯をくわえさせ、その光の中でいちばん上の『増える階段の不思議』を赤ペンで塗りつぶした。

「次！　他のもこんな感じのどうでもいいトリックにきまってるんだから！」

　大股で廊下を歩き出す。

　僕は階段の途中に突っ立ったまましばらくキリカの背中を見つめていた。疑問が湧きあがってきて足にからみついていたからだ。

　トリック？

　だれかが──怪異現象を装って──仕掛けたってことなのか？

「ひかげ、早く！」

　廊下の角でキリカが言う。僕はあわてて階段を駆け下りた。







　白はく樹じゆ台だい学園七不思議、第二番は『描き足される絵』だ。

　絵が得意だった生徒が、ある絵画を描きかけのまま交通事故で死んでしまった。その生徒の未完成のカンバスは今でも学校に残されているのだが、なぜかそれが作者不在の今でも少しずつ描き進められているのだという。

　場所は高等部普通科校舎の美術室。美術科棟には作業室がたくさんあるが、そちらではなく、普通科で美術を選択した生徒たちが使っている教室だ。

「わざわざ普通科の美術室っていうところが、もうすでに怪しい」

　暗い廊下を美術室へと歩く間、キリカはぶつぶつ言う。

「きっと、美術科生の目にたくさん触れる場所だと仕掛けがばれるから普通科を選んだんだと思う」

「あのさ、キリカの言い方はつまり、だれかが生徒をだますために工作してるって疑ってるってことだよね」

　キリカは黙ってうなずく。

　だれが？

　その肝心な問いに、探偵は答えてくれない。

　美術室の鍵を外し、引き戸を開けた。絵の具や溶剤のにおいが廊下に流れ出てくる。一歩踏み込むと、屋外かと錯覚するほど空気が冷たい。窓際に胸像かなにかでも並べてあるのか、外のかすかな光が奇妙な形のシルエットに遮られて、室内の闇に薄気味悪い模様を投げかけている。教室の後ろの方に並んでいるのはイーゼルだ。カンバスにはどれも布がかけられていた。

「……どれがその絵なんだろうね。普通科の美術授業ならどうせみんな同じ絵を描くだろうから、ちょっとずつ進捗状況のちがう絵を見て勘違いしただけじゃないかなあ。……って、キリカ？」

　ついてきていると思ったキリカが隣にいない。びっくりして振り向き、懐中電灯の光で入り口あたりを探ると、縮こまった影がドアのすぐ外にあった。僕が駆け戻るとしがみついてくる。

「ひかげっ、窓、窓のところ！　だれかいる！」

「だれもいないってば。大丈夫だよ」

「……ほんとに？」

　僕の背中に隠れ、少しだけ顔を出し、キリカは半べそで疑うたぐり深く懐中電灯を振り回し室内を探る。一件目解決直後の威勢の良さはどこにいった。

　キリカが見間違えたのは等身大の漫画キャラの描かれたベニヤ板だった。漫画研究部の展示即売会の看板だ。たしかにこれは真っ暗な中で見るとぎょっとする。

　やがて元気を取り戻したキリカは、ほんの数秒前までひしと抱きついていた僕を不機嫌顔で押しやり、イーゼルの林のいちばん奥にあったその絵を見つけ出した。

「……抽象画？」

　布の下から現れたカンバスを見て僕はつぶやく。何色かが複雑に組み合わされた渦巻き模様だ。懐中電灯の光のせいもあるのかもしれないが、見ていると目まいがしてくる。

「トリックアート」とキリカがつぶやく。

「だまし絵？」

「そう。見て」

　キリカがカンバスを持ち上げ、反時計回りに九十度回転させる。僕はぎょっとする。渦が動いて見えたのだ。いやいや、錯視だ。

「ええと？　でも、これがなに？」

「だれかが、たまにこうやって向きを変えている。そうすると、知らずに見た人は渦巻きの渦が増えたように錯覚する」

「ああ……」

「最初は、単純に犯人が描き加えてるだけじゃないかと思ってたけど、これならばれるリスクは最小限で工作できる」

　それにしたって、この絵を用意するのもけっこうな手間だ。だれがこんなことまでして学校の怪談を捏ねつ造ぞうしてるんだろう。

　名前でも書いてあったら一発で犯人がわかるんだけど、と思ってカンバスをひっくり返して板の部分を探してみたが、購入年月日らしき日付がスタンプされているきりだった。去年のものだ。つまり、かなり新しい仕掛けなわけだ。

　キリカは絵をイーゼルに戻して布をかけ、鼻息荒く言った。

「怪異現象なんて、種が割れてみればこんなもの。科学的な調査と考察が最後には必ず勝つんだから！」

　さっさと美術室の戸口に向かうキリカの背中を見て、ふと疑問が浮かんだ。

「あのさ、なんで電気つけて調べないの？」

　キリカは立ち止まり、かなり間を置いてから振り向いた。

「……トトロ」

「え？」

「トトロ、観みたことないの？」

「『となりのトトロ』？」

「急に明るくしてまっくろくろすけが出たらどうするの！」

　科学的考察どこいったのよ。







　白はく樹じゆ台だい学園七不思議、第三番は『動く人体模型』。

　場所は理工学科棟の生物準備室。怪異現象の内容は標題の通りだ。キリカはもう校舎に入る段階からすでに憔しよう悴すいしきった顔をしていた。文化祭準備中の生徒たちが何人か教室に残っていて、僕らと入れ違いに校舎を出ていく。

「ねえ、あれ」「会計さんだったね」

「首輪見ただろ、探偵だよ探偵」「なに調べてんだろな……」

　人の気配がまだ残っていたことに僕はひそかに安あん堵どした。なにせ人体模型だ。動かなくたってじゅうぶん怖い。

　三回目ともなれば僕も学習するので、生物室の前に着いたらキリカがなにか言うよりも早くさっさと鍵を外して中に飛び込み、電気を点けた。背後でまっくろくろすけがどうのこうのという悲鳴が聞こえたが気にしない。

　流し台のついた実験用大机の間を足早に抜けて、教室奥、黒板の左手のドアを目指す。

「ひかげっ、ま、待ってってばっ」

　キリカの上ずった声と頼りなげな足音がついてくる。ちらと肩越しに彼女が追いついたのを確認だけすると、僕は準備室のドアを開き、壁を手探りしてやはり電灯を点つけた。キリカは僕の背中に隠れる。人体模型がまさに真正面の棚と棚の間からこちらをにらんでいたからだ。隣には同じ高さの骨格模型も並んで立っている。他にも棚の中にはホルマリン漬けの臓器だの動物だのの標本がずらりだ。おまけに今は文化祭準備期間中なので、生物部の出し物『幻獣骨格展』でお披露目されるドラゴンだのユニコーンだのの骨格模型までひしめいていて、魔術師の書斎みたいだ。

「ひかげっ、わ、わたしに目隠しして！」

　キリカが必死の声で言う。

「目隠し？」

「手で押さえるだけでいいから！　早く！」

　キリカの背後に回って両りよう眼めを手で覆うと、太ももを引っぱたかれる。

「それじゃ全然見えないでしょ！」

「だって目隠しっつっただろ！」

「ちょっとだけ見えるようにするの！　全体が見えなければ、へ、平気だからっ」

　言われた通り両手とも中指と薬指の間を少し空けた。キリカの背中にほとんど密着しているみたいなかっこうになるので、彼女のブレザーの胸のウサギが「おまえらなにアホなことしてるの？」とでも言いたげにこっちを見上げているのと目が合ってしまう。しかもキリカはかがみ込んだり背伸びしたりして人体模型を（文字通り）頭のてっぺんから爪先まで調べるので、それに合わせて僕も手を上下させなきゃいけない。疲れる。

「仕掛けらしいものは……ないみたい」

　一通り調べたキリカが僕の腕の中で息をつく。

「目隠し、外していい？」

「だ、だめ！」

「なんでだよ。調べ終わったんだろ。手がくたびれてきたよ」

「その……ひかげのハンドパワーでいいアイディアが浮かぶかもしれないから」

　だから科学的考察どこいったのよ？

　しかし、まさかハンドパワーのおかげでもないだろうが、キリカはふと口をつぐみ、それからはっと目を見開いた。僕の手を振り払って身体からだを押しのける。

「……どうしたの」

「ここは準備室だから、生徒は普段入れない」

「そりゃそうだ」
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「でも、模型が動くのを何人もの生徒が見てる。つまり、目撃はみんなドアの外から、ということになる」

　キリカの指さす先、生物室と準備室を隔てるドアの正方形のガラス窓を見やる。彼女はドアに歩み寄り、ガラスに触れ、すぐに振り向いた。

「やっぱり。ひかげ、ほら」

　彼女の言う通りに窓ガラスを右から左から角度を変えて見ると、その向こうの景色がぐねぐね歪ゆがんだ。

「レンチキュラーレンズのシートが貼ってある。見る角度で反射角が変わってくるから、動いて見える」

　僕は嘆息した。これまた手の込んだ仕掛けだ。

　明かりを消して生物室を出ると、キリカは真っ暗な廊下でウサギを胸に押しつけて考えごとに沈んでしまう。だいぶ迷ってからその背中に声をかける。

「今日はここまでにしようよ。もう十時だよ」

　門限もとっくに過ぎている。いくら僕が寮の管理人さんに貸しがあっていくらか大目に見てもらえるといっても限度がある。

「あと四つもこんな調子で調べてたら夜が明けちゃうよ」

　キリカは僕の言葉を無視して、ポケットから七不思議リストの紙を取り出した。廊下の窓から射さし込む街灯の明かりの下でそれをじっと見ている。

「……キリカ？」

　もう一度呼びかけてみると、彼女は首を振った。

「三つでじゅうぶん。共通点を確かめたかっただけだから」

　そう言って階段の方へと歩き出す。







　外に出た彼女が足を向けた先は、生徒会室のある中央校舎ではなかった。理工学科棟の向かい側にある文化系部室棟だった。いつの間にか僕のブレザーの裾をつかむのをやめているどころか前に立って歩いているし、これは──

　スイッチが入ったのだろうか。探偵の。

　キリカに導かれるままに部室棟に入る。門限をもう三十分も過ぎているというのに、やはりだらだら居残っている生徒がたくさんいて、僕らはそれを追い出すという本来の仕事をまずしなければいけなかった。文化系部活の生徒は注意してもうるさいことを言わずに素直に従ってくれるのがありがたかったが、みんなキリカの顔と、そのブレザーの襟元のウサギを二度見した。そりゃ気になるよなあ。

　部室棟から人ひと気けが絶えると、キリカは三階のとある部室のドアの前に立った。プレートには『ミステリ研究部』と書いてあり、研究部のところにペンで×印がつけられ、下に小さく『サークル』と添えられていた。

　キリカは鍵を外して中に入り、電気をつけた。勝手に入っていいのだろうかと思いつつ僕も後に続く。

　部室のご多分に漏れず息苦しいほど狭くて散らかっていて汚い部屋だった。ただでさえ細長いのに左手の壁はすべて本棚で埋まっていて、一歩踏み込んだだけで圧おし潰されそうな気がしてくる。

　本棚に推理小説が多いのはかつてミステリ研究部だった頃の名残だろう。それから漫画もたくさん。エジプトやメソポタミア、アステカ、マヤなどの考古学関連の資料。超能力関連のいかがわしい本。そしてもちろん月刊ムー。バックナンバーがずらりだ。

　キリカは本を一冊ずつ抜き出しては、ページをぱらぱらめくっている。

「なに探してるの？」

　キリカは小さく首を振った。

「なんでもいいから証拠になりそうなもの」

　……証拠？

「つまり」僕は無意識に言葉を切って唇を舌で濡ぬらす。「キリカは深ふか町まちさんの自作自演を疑ってるってこと？」

「そう」

「な、なんで？」あのかわいそうなオカルト専門探偵さんが、どうしてそんな手の込んだことをしなくちゃいけないんだ？

　キリカはブレザーのポケットから七不思議リストの書かれた紙を取り出し、僕の手に押しつけてきた。読めということだろうか。僕は紙を受け取り、あらためて七つの怪異現象とその発生場所を確認する。




　美術科校舎四階　　　『増える階段』

　高等部普通科美術室　『描き足される絵』

　理工学科生物準備室　『動く人体模型』

　音楽科小合奏練習室　『ひとりでに鳴るピアノ』

　理数科三階非常口　　『手招きする女が見える窓』

　情報学科大ＰＣ室　　『あの世からのメールを受信するＰＣ』

　中等部普通科三階　　『あるはずのない一年Ｈ組教室』




　最初の三つは赤ペンの×印で消されている。トリック看破済み、だ。

「三つとも、仕掛けの傾向が似ていた」とキリカは雑誌のページを繰る手を止めずに説明してくれる。「錯覚を利用してたでしょ。だから仕掛けたのは同一人物だっていう推測が成り立つ」

「いや、でも、それが深ふか町まちさんだとは」

「昔からある怪談の中で、トリックで実現できちゃうものなんてそうそうないでしょ。それを七つも見繕えるとなると、もともと学園の怪談をたくさん調査していた人物だっていう可能性が大きい」

　そこで浮かび上がるのがミステリーサークルのオカルト探偵、というわけか。

「でも全部推測だよね」

「物証も今見つけた」

　僕は驚いてキリカの手元を見た。月刊ムーのページの間に挟まっていた藁わら半ばん紙しの束を取り出すところだった。ほとんどは題材もよくわからない輪郭だけの図形だったけれど、最後の一枚は見憶えのある絵だった。美術室で見た渦巻きのトリックアートだ。鉛筆画だからたぶん下書きなのだろう。

　キリカは息をついて雑誌を棚に戻した。

「ただ、動機がわからない」

　そう、キリカの推理が正しいとしても、深町さんがそんなことをする理由がない。

　自分の探偵力を誇示するため──だとしたら、解決してなきゃ話がおかしい。実際は深町さんは怪異現象の原因がわからなかったと言ってきたのだ。

　総務執行部に恨みがあって嫌がらせ目的？　それも無理がある。被害を受けているのは文実と風紀委員であって総務ではないし、だいいちあまりにも迂う遠えんだ。

「他にも気になる点がいくつかある」とキリカはつぶやく。生徒会探偵が珍しく調査中に色々と喋しやべっている。ということは、かなり苦戦しているということだ。

「たとえば？」と僕は訊たずねた。質問に答えることによって考えが転がったり展開したりまとまったりするのはよくある。僕の間抜けな合いの手も無駄ではないと信じたい。

「まず、七不思議にトイレがないのがおかしい」

「へ？」

「学校の怪談といったらトイレに関するのがひとつふたつあるのが定番でしょ」

「うん、まあ、そうだけど……ないんだからしょうがないだろ」

「しっかりして、ひかげ。これは自然発生した噂うわさじゃないんだから。この七つは、犯人が選んだの。そこには理由があるはず」

　理由。七不思議を選んだ理由、ねえ？

「トリック仕掛けやすいのを選んだ、ってさっきキリカが言ってたじゃないか」

「それならトイレがないのはますます変。普段人がいなくて空間も狭いトイレは、教室よりずっと工作しやすいはず」

　それもそうか。先生に気づかれないように生物準備室の窓にシートを貼るよりは、トイレになにか仕込む方がはるかに楽だ。個室なんて簡単にひとりになれるし。

「寮もないのはおかしい。寮なら怪談のネタも工作するチャンスもいくらでもあるのに」

「それは、ううん、たしかにそうかも」

「あと、いちばんおかしいのは、わたしの存在を考慮してない点」

「は？」さっきからキリカがひとつ疑問点を挙げるたびに変な声を出している僕である。

「わたしが調べればトリックなんてすぐに見破られるって、深ふか町まち先輩は身に染みてわかってるはずなのに」

　ものすごい自信満々発言をさらっとするキリカだったが、実際にその通りだったのだから異論は挟めない。探偵業務の受注競争でこてんぱんに負けたミステリーサークルの人間ならなおさらキリカの能力は思い知っているはずだ。

　少し考えた僕は思いつきを口にしてみた。

「キリカが怖がりなの知ってて、調査には乗り出さないだろうって高くくってたのかもしれないよ」

「わっ、わたしはっ」キリカは声を高くする。しかし、いいかげん素直に認めるしかないと悟ったのか、急に熱の引いた声になる。「……わたしの、そういうの、総務の人間しか知らないから」

「ああ、会長がそんなこと言ってたっけ」

　そのとき、キリカが目を見開いて固まってしまった。

「……総務の……人間しか……」

　つぶやきが彼女の唇から漏れ出る。どうしたんだ？　なにに気づいた？

　僕が声をかけようとすると、キリカは衝つかれたように動いた。部屋の奥の、雑多な荷物がぐしゃぐしゃに詰め込まれた金属製ラックに近づき、段ボール箱を一つずつ引っぱり出しては開いて中をあらためる。やがて、最下段の箱を開けた彼女は吐息とほとんど変わらない声で言った。

「あった」

　なにが？　僕もその背中に歩み寄り、箱の中をのぞき込む。

　最初、箱の底に大判の写真が敷いてあるのかと思った。それくらい精巧な造りの模型だったからだ。立体だと気づいて僕は息を吞のむ。ジオラマだ。金色の砂、大きな四し角かく錐すいと小さな獣の像。ピラミッドとスフィンクスだ。

　キリカがべつの箱を開く。緑の草の上に円形に並べられた、粗っぽい形の石柱。いくつかは倒れている。ストーンヘンジだ、としばらくして気づく。

　箱を開くたび、見事な出来映えのジオラマが出てくる。ペルーのマチュピチュ、メキシコのパレンケ。オカルト好きにはおなじみの遺跡ばかりだ。

　ジオラマの『地面』の右下隅には、製作者のサインが入っている。

　"Ishibashi"

　石いし橋ばし。卒業してしまったという石橋先輩か。なるほど、ひとりでこれを全部作ったのか。さすが、サークルを乗っ取ってオカルト愛好会に変えてしまおうとしただけあって、大した凝り性だ。

　キリカが最後に開いた大きめの箱のジオラマは、灰色の床面に目立たないラインでびっしりとなにかの図形が描いてあるだけの、ほとんど立体感のない一品だった。なんだっけこれ、と少し考えてから、ナスカの地上絵だと思い出す。これまたＵＦＯだの超古代文明だのを語るときには外せない定番だ。

「あれ？　これって……」

　僕は地上絵の図柄を見て気づく。

　さっき月刊ムーに挟まっていた藁わら半ばん紙しの絵じゃないか。ということは。

　ミニチュア地上絵をじっと見つめたままキリカがうなずく。

「トリックを仕込んだのは、深ふか町まち先輩じゃなくて、石橋先輩だってことになる」

　僕は本棚を見渡し、キリカの手元に目を戻す。

　それなら辻つじ褄つまは合う──だろうか？　オカルト好きのひねくれ者が、超常現象を実際に作ってみた。趣味のため？

　いや、待て。それでも説明できないことがある。

「石いし橋ばし先輩は卒業しちゃってるだろ。でも、あの美術室の仕掛けは定期的にだれかが動かさないといけない」

「わかってる。共犯がいる」

　共犯。在校生の中に、か。それが深ふか町まちさん？　いや、それだとさっきの動機の問題に逆戻りだ。だいたい深町さんは石橋先輩をめちゃくちゃ恨んでる立場じゃないか。

　キリカの目がかすかに見開かれ、指がジオラマの砂岩の上、地上絵のシンプルな図案をたどる。

「これ……」

　彼女のつぶやきに、僕は屈かがみ込んで顔を寄せる。

「どうしたの」

「こんな絵、ない」

「え？」

「本物のナスカの地上絵には、こんな図案はない」

　そう言われても詳しくない僕にはさっぱりだ。あのいちばん有名な鳥っぽいやつくらいしか記憶にない。

「この鳥はちゃんと本物と同じじゃないの」

「そう。いくつか、合ってるのもある。この犬っぽいのも実在する。でも」

　キリカの指が、呪術的な図柄をひとつずつ示していく。

「これは……猫？　猫なんて地上絵はない。こっちはイルカだと思う。それから魚、こっちはたぶん蛇」

　ブレザーの襟でウサギがもぞもぞ動く。蛇の下にある図柄がウサギっぽいのに気づいて興奮しているのだろうか。でも、地上絵にオリジナルが混ざっていたからってどうなんだ。それくらいの創作、べつにいいんじゃないの？

「猫……イルカ、魚、ウサギ、蛇……」

　繰り返しつぶやいていたキリカがいきなり立ち上がった。ウサギがつんのめって服の中から転げ出て、僕はあわててキャッチする。

「ど、どうしたの？」

　彼女は宙の一点をにらんだままぼつりと言った。

「わかった。真犯人」





＊






　金曜日、午後九時三十分。

　文化祭準備で居残っていた生徒たちもみな下校し、まったく人ひと気けの絶えた高等部普通科校舎の二階北端──美術室の引き戸が、じりじりと開いた。

　明かりと呼べるものは、窓から射さし込む中庭のわずかな照明だけ。しんと冷え切った闇があたりに下りていた。部屋に踏み込んできたその生徒の足音は、まるでなにかを咀そ嚼しやくする濡ぬれた歯の音のように暗闇の中に響いた。

　人影は大机の間を抜け、広い教室の後ろに林立するイーゼルの中に分け入っていく。薄い影が絵を覆う布に落ちる。布が剝ぎ取られ、かすかな明かりの下、渦巻き模様の抽象画が現れる。闇を吸い取る眼球。動くはずなどないのに、血走り、息づき、蠢うごめいているように見える。

　手がそっとカンバスに伸びる。

　指が枠の端に触れたとき、イーゼルの裏側のあたりの暗がりで、かたん──という音がした。指先が震えて凍りつく。

　続いて聞こえてきたのは、くぐもった女の声だった。

「……私の……絵……」

　人影は息を吞のみ、後ずさった。他のイーゼルに背中をぶつけ、木の軋きしみが暗闇と静寂を引っ搔かく。

　それから人影は美術室の入り口を振り向く。気配に気づいたのだ。

「だれっ？」とその人影は声を引きつらせる。

　入り口脇で息を殺していた僕は、あきらめて電灯のスイッチに手を伸ばした。蛍光灯の無慈悲な光が美術室から暗闇を弾はじき出す。僕の隣でキリカがふうと安あん堵どの息をつき、壁から背を離し、犯人を見やる。

　イーゼルの立ち並ぶ中で顔をしかめて手をかざし急な光に目を細めているのは──

「……なんや……二人とも、おったんか」

　郁いく乃のさんは言って、手を下ろした。

　今度は息をつくのは僕の番だった。キリカから事前に教えてもらっていたといっても、やはり動かぬ証拠を目の当たりにするとショックだ。

「あーあ。ばれてもうたわ」

　郁乃さんは所狭しと並ぶイーゼルの間を縫ってこちらにやってくる。いつものように悪びれもせず、賢さかしげなキツネの笑みを浮かべて。

「きりちゃんのその顔からして、ぜぇんぶわかっとるみたいやね？」

　キリカの目の前までやってきた郁乃さんはそう言って下からキリカの顔をのぞく。探偵は目をそらして答える。

「当たり前」

「さすがやね。そやからきりちゃんが出てこないように色々おどかしたんやけどね、風紀委員のみんな使つこうて生徒会室にけしかけたりして」

　僕はうへっと声を漏らしそうになってしまった。一応疑ってはいたが、やはり郁いく乃のさんの仕業だったのだ。思えば、生徒会室に幽霊が怖いと訴えにやってきたのはみんな風紀委員で、文化祭実行委員は一人もいなかった。

　その目的は、キリカを怖がらせ、七不思議調査に乗り出さないようにと牽けん制せいすること。

「ひかげ君が誤算やった、ちゅうことやね」

　郁乃さんは僕に目を移す。僕？　なにが？

「まさかあんなにあっさり、きりちゃんをやる気にさせるなんてな」

「ひかげは関係ない」とキリカは唇を尖とがらせる。「怖くなんてないの。それだけ」

　さっきから僕のベルトの端っこをちぎれそうなくらい握りしめているのだから全然説得力がない。それと、僕がやる気にさせたわけじゃないと思うんだが……。

「まあ、しゃあないわな」と郁乃さんは机に腰を下ろす。「計画が始まったんは一年以上前や。ひかげ君はいなかったんやから、そんなん計算に入れられへんよ。うちらの想定ではきりちゃんはぜったいにこの件は探偵しないはずやった──なぁ？　伊い吹ぶき先輩」

　郁乃さんの言葉に僕は息を吞のんだ。キリカさえもわずかに目を見張った。

　見抜いていたのか。僕らが呼び寄せていたことを。

　僕とキリカの視線が向いた先──美術準備室のドアが開く。





[image: ]





「……そうね。さしもの私にも、この未来は視みえなかったわ」

　言葉とともに長身の影が踏み込んでくる。黒いファーのついた臙えん脂じ色のモッズコートにスリムジーンズのうっとりするほど細く長い脚。さっぱりとまとめたショートヘアの陰からのぞく謎めいた目。光の下に出てくるだけであたりのなにもかもを吸い寄せて時間を止めてしまうような魔力。

　先代生徒会広報、未来を見通す魔女、そして真犯人──

　伊い吹ぶき真ま央おの登場だった。







「でも、キリカちゃん」

　大机の郁いく乃のさんの隣に腰を下ろし、真央さんはとろんとした目で言う。

「どうして私にたどり着けたのか、まだ聞かせてもらってないわ」

　僕もキリカの顔を見る。やはり、まだ教えてもらっていなかったからだ。生徒会探偵はほんとうに最低限のことしか喋しやべらないのだ。犯人に対しても依頼人に対しても。ましてや助手になんてほとんどなにも言ってくれない。

「ジオラマ」

　キリカが言った。真央さんの形の良い眉が少し寄る。

「ナスカの地上絵のジオラマ。本物にはない絵柄がいくつもあった。猫、イルカ、ウサギ、蛇、魚」

　真央さんの表情から強こわ張ばりが抜けていく。

「なるほどね。あれを見たのね」

「どういう──こと？」と僕はキリカに訊たずねる。

「あの動物のラインナップは、真央がよくやる動物占いのもの」

「あー……」

　そういえば、僕もやらされた記憶がある。前世があるとしたらどれ？　ってやつだ。選択肢がたしか、犬、猫、イルカ、ウサギ、とかそのあたりだった。

「あれはね、私が石いし橋ばしちゃんに頼んで作ってもらったのよ。動物占いをするときになにか雰囲気の出る小道具がほしかったから。ナスカの地上絵風なんて洒しや落れてるでしょ？」

　真央さんが言うが、僕にはまだ吞のみ込めず、キリカに訊ねる。

「でも、それが、ええと、どういうことになるの？」

「どうもこうもないでしょ。真央はミステリーサークルの一員だったの」

　僕は口をあんぐり開けて真央さんの顔を凝視した。

「一員、というのは正確ではないわね。石橋ちゃんにアドバイスをしていただけよ。オカルト好きどうし、話が合ったから」

「話合ってなかったやん。伊い吹ぶき先輩は『ラ・ムーがポセイドンと同一』派で、石いし橋ばし先輩は『マヤ文明が第二十五周期にアセンション』派やろ。二人がなんで言い合っとんのか傍はたで聞いててさっぱりわからんかったわ」

　郁いく乃のさんが口を挟む。ほんとうにさっぱりわからない。

「学園七不思議を創ってやろう、っていう話は二人ですぐに合意したわよ？」と真ま央おさんが言い返す。僕はぐっと身を乗り出す。そうだ、そもそもその話だった。

「なんでこんなことしたんですか」

　渦巻き模様の絵をちらと見て僕は訊たずねる。

「郁乃さんまでグルになって、いたずらにしちゃあまりに──」

「だから、ひかげ」

　キリカがぽつりと言った。

「いたずらじゃない。これはパブリシティなの」

　僕は彼女を振り返った。キリカの大きな瞳に、僕の啞あ然ぜんとした顔が映っている。

　パブリシティ？

「七不思議の場所、もう一度確認して。あなただって文化祭に総務として関わってるんだから、わかるでしょ」

　七不思議のリストを手渡される。まだ言われていることがよくわからず、リストを十回くらい読み直した僕は、ようやく気づく。

「……ああ……」

　キリカが、やっとなの？　とでも言いたげなあきれ顔になる。

　美術科のペントハウスは、アバンギャルド部の彫刻展。ここ普通科美術室は漫画研究部の即売会。理工学科の生物室は生物部の幻獣骨格展。音楽科小合奏練習室はボイスパーカッション部の演奏会、情報学科大ＰＣ室はゲーム部のオリジナルゲーム試遊展……。

　怪異現象が起きるとされた場所はすべて、御お白しら穂ほ祭まつりでなんらかの出し物が催される会場だった。しかも──どれも実績のある人気イベントばかりじゃないか。

「ＣＭ枠を絞ってしまったから、ね」

　真央さんが言う。

「テレビ映えしない企画は、実績ありのやつでもＣＭにのせられなくなってしまって、他の手を考えてたわけ。そのときちょうど、石橋ちゃんが面白い話をしてくれてね。ミステリーサークルに幽霊退治の依頼ばっかり来るっていう。これだ、って思ったわ」

　トイレや寮が七不思議に含まれていないのも当然だった。そんな場所でやる出し物はないからだ。七つに限定したのもマスコミ受けのため。七不思議と銘打ってニュースにしやすくなる。新聞部や放送部、ひょっとすると地方紙やミニコミ誌やテレビ局も、実際に怪異が起きる場所に押しかける。その場所で毎日文化祭準備に精を出している生徒は当然ながら取材攻勢を受けるだろう。興味を持った他の生徒、さらには文化祭当日の来校者も、実際にその場所にちょっと行ってみようかという気になるかもしれない。

　パブリシティ。

　使ったのは、わずかな小道具と、リスクをとる勇気と、そして知恵だけ。

　もし狙い通りにマスコミが、そして大衆が食いつけば、費用対効果は絶大だ。

「ただ、私は留学しちゃうし、石いし橋ばしちゃんは卒業しちゃうし、どうしても在校生で手伝ってくれる人が必要だったのよね」

「だからって郁いく乃のに頼まなくてもっ」

　キリカは憤然と真ま央おさんをにらむ。

「郁乃ちゃんが適任だったのよ。キリカちゃんが調査に乗り出さないようにおどかしたり邪魔したりしても怪しまれない人なんて他にいないでしょう？」

「そや、うちだけや。さすが伊い吹ぶき先輩、人を見る目があるで」

　たしかにその通りだけど自慢することじゃないだろ。

「昨日の夜、キリカちゃんから電話が来て、『七不思議のこと、全部話して』なんて言われたときはけっこう驚いたわ。私がちょっと怖いお話をするだけでぴいぴい泣いてたあのキリカちゃんが」「泣いてない！」「あれだけおどかしても調査に乗り出したなんて」

　真央さんは僕に視線を移す。まぶしそうに目を細めている。

「日ひ影かげちゃんはすごいのね。まだまだ見くびっていたわ。キリカちゃんの隣にいるだけで勇気百倍なのね」「だからひかげは関係ないの！」

　キリカはふくれっ面になる。

「でも、どうして私を学校まで呼び出したの？　私、もう退学手続きもしちゃって制服も捨てちゃったし、このかっこうで校内に入るのはなかなか危ないのだけれど。郁乃ちゃんをちょっとおどかしたかっただけなら、他にも人手はあるでしょう？」

「ありゃ、さっきのは伊吹先輩やったんか。ほんま驚いたで」

「私じゃなきゃだめだったの？」

　しばらく、沈黙があった。僕もそれが知りたかった。探偵はなぜ、関係者すべてを集めたのか。なぜここまでなにも話してくれなかったのか。

　僕もキリカの助手を始めてずいぶんたつので、答えは予想がついた。

　最も効果的な形で説明して、一撃で納得させるため、だ。もちろん犯人に対してではない。無能な助手に対してでもない。この件に関しては、依頼人のためでも被害者のためでさえもない。

　もう一人の──探偵のため。

　キリカが美術室の出入り口を振り返る。

「深ふか町まち先輩。もう入ってきていい」

　引き戸が、二センチほどためらいがちに、そして勢いよくいっぱいに開かれた。部屋の明かりと廊下の闇の境目に、深ふか町まちさんが立っていた。その顔には、怒るべきなのかせせら笑うべきなのか心を押し殺すべきなのかわからずばらばらになってしまいそうな不安定な表情が浮かんでいた。無骨な黒縁眼鏡がなければほんとうにばらばらになっていたかもしれない。

「聞いてたでしょ」とキリカが素っ気なく言う。

「聞いてたよ！」

　深町さんは固めた握り拳でドア枠を殴った。

「なんなんだ。石いし橋ばしのやつ……生徒会とグルになってこんなややこしいことして、ほんとなんなんだよ？　そんなに俺をおちょくりたかったのかよ？」

　今はいない三人目の実行犯に向かって深町さんは憤ふん懣まんを吐き散らす。

「俺がやりたくもない幽霊騒ぎの調査してるの、横で見て笑ってたのかよ？　全部あいつのしわざ？　ふざけんな、ほんッとふざけんなよ、だれのせいでうちが潰れたと思ってんだ、くそッ」

「ちがいますよ」

　僕は低く冷たい声をつくって言った。深町さんは鼻白んで僕をにらむ。

「石橋先輩は、ふざけてたわけでもないし、あなたを馬鹿にしてたわけでもないです。そんなつまらない動機で、これだけ見事に全校生徒をだまし続ける仕掛けはつくれません」

「きみになにがわかるってんだ」

　深町さんは忌々しげにうめく。

「文化祭の話題作り？　はッ、それなら他にいくらでもやりようがあるじゃないか。なにが七不思議だ。そういうネタにすりゃ、そのうち俺のとこに依頼が来て俺が調べると思って仕込んだんだろ？」

「そうです」

　僕は沈んだ声で深町さんの怒りに応える。

「七不思議は、石橋先輩からあなたへの──探偵への挑戦状です」

　深町さんの眼鏡の奥に、はじめて怒気以外の色が浮かぶ。

「真ま央おさん。あれ、見せてください」

　振り返って言うと、真央さんは目をぱちくりさせた。

「石橋先輩から預かってた、あれです」

　真央さんに歩み寄り、その手の中から畳んだ紙を抜き取る。真央さんは自分の手元を見つめ、僕の顔に目を戻す。一瞬だけ視線を返し、深町さんに向き直って紙を開く。

「……なんだよそれ」

　深町さんは眉をひそめて言う。

「原稿です。部活紹介パンフの」

「部活……紹介？」

「新年度に配られるやつです。ミステリーサークルの紹介文を、石いし橋ばし先輩が真ま央おさんに預けてたんですよ」

　深ふか町まちさんの濁った目が、僕の手の原稿に落ちる。味気ないゴシック体で印字された、わずか百字足らずの、挑戦状。




『学園唯一の本格探偵サークル！　生徒からの依頼殺到、部長はあの学園七不思議すべてを解決した天才探偵！　集え諸君！　初心者には虫眼鏡の使い方から優しくレクチャーします』




　彼は僕の手から原稿をもぎ取った。一読するのに十秒とかからない短い文章を、そこに込められた想おもいを、何度も何度も繰り返しすくい取ろうとしているのが眼めの動きでわかった。

　だから、付け加えることはあと一つだけだった。

「まだ、四つ残ってます」

　僕は隣に立つキリカの体温を感じながら言った。

「生徒会探偵が調べ上げたのは、七不思議のうち三つだけです。残りは──専門家にお任せします」

　最初に真央さんが机から立ち上がった。目を伏せ、深町さんの隣をすり抜けて美術室を出ていく。郁いく乃のさんがそれに続く。キリカにベルトを引っぱられ、僕も廊下に向かう。すれちがうとき、深町さんのつぶやきが聞こえた。

「──虫眼鏡なんて使わねえよ馬鹿」







　真っ暗な廊下を、四人とも無言でしばらく歩いた。窓枠で切り取られた夜の青い光が僕らの右頰を何度もなでては背後へと流れ過ぎていった。

「けっきょく──」

　階段口にたどり着いたところで、最初に口を開いたのは真央さんだった。

「なにもかも深町ちゃんに任せちゃったってことよね？」

「そういうことに……なりますね」

　僕は迷いの混じった声で答える。キリカは「だからなに？」とでも言いたげに真央さんを見やる。

　七不思議がフィクションであることを、公表するかどうか。それはそもそもの依頼を請けたオカルト専門探偵の判断に委ねる。それが、キリカの出した結論。

　遠からず、深ふか町まちさんは残りの四つの不思議のトリックも暴いてしまうだろう。実行犯はわかっているし、ミステリーサークルの部室には参考になりそうな置き土産がごろごろしているのだ。それに、今まで七不思議以外の怪異現象はみんな噓うそか気のせいだと立証してきたのだから、深町さんだって無能ではないはず。

　問題は、得た答えを彼がいつどのようにして使うのか。

「いちばん効果的なタイミングで公表してくれるって、信じますよ。あの人だって部員を増やしたいはずだから、結果的に、真ま央おさんの意図を汲くむ形でやってくれると思います」

「すごいわね、日ひ影かげちゃん」真央さんは微ほほ笑えむ。「未来が視みえてしまう私には、人を信じるなんてことはできないわ」

「根が純真なんですよ」と僕は冗談めかして言った。

「あら。純真なわりには、ずいぶん瞬発的に騙だます手を思いつくものね。石いし橋ばしちゃんの原稿をでっちあげるだけならまだしも、私が預かってたなんて噓までついて」

「なんや、あれ全部うそかいな！」

　郁いく乃のさんが素っ頓狂な声をあげる。僕は首をすくめる。あの紹介文を書いたのは僕だ。それに、真央さんが預かっていたことにした方が説得力が増すと思って、あの場でとっさにもうひとひねりするのを思いついた。持っていた原稿を深町さんの死角になっているところで真央さんの手に押し込み、さも渡されたかのようにまた引き抜いてみせたのだ。

「しょうがないでしょ。僕なんて事前にほとんどなにも教えてもらってないんだから。とにかく深町さんを納得させなきゃって考えたら、石橋先輩からのメッセージをでっちあげるのしか思いつかなかったんですよ」

「えっげつな……ひかげ君、ほんま開いた口がふさがらんわ」

　すみませんね詐欺師で！　キリカもそんな目で見ないでよ、毎度毎度。

「……でも、たぶん……石橋先輩もあの通りのことを考えてたんじゃないかなって思うんですよ」

　弱々しい声で反論する。

「私もそう思うわ」と真央さんは微笑む。「信じてるんじゃないわよ。視えてるの」

　わけのわからない占い師の傲慢な言葉が、このときばかりはありがたかった。

　奇くしくも深町さんが自分で言っていた通り、パブリシティのための話題作りなら他にも色々とやりようがあった。あれだけの技術力を持っていて、生徒会広報も味方につけていた石橋先輩だ。それが、あえて学園七不思議という題材を選んだのには、理由があるはずなのだ。

　僕にはその理由は一つしか思いつかない。

「そうやって毎回毎回しんみりまとめれば済むと思ってるみたいやけどな、ひかげ君」

　郁いく乃のさんが僕の肩をどつく。

「詐欺の腕どんどん上がっとるで？　どうせ、さっきうちをびびらせたろうって計画したのもひかげ君やろ？」

「ええ、まあ。郁乃さんには今回さんざんやられたので、ちょっと悔しくて。あんまり効き目ありませんでしたね。もっと怖がってくれるかなって思いましたけど」

「いやいや。けっこうぶるっときたで。あの『私の絵……』の声とかな。ほんまもんの霊かと一瞬思たわ」

　僕は郁乃さんの顔を凝視した。

「……え？」

　郁乃さんは目をしばたたく。

「あの女の声や、うちがカンバス触ったときの」

「え、ええ、聞いてましたけど……あれ、元からある仕掛けじゃないんですか？」

　郁乃さんの顔が青ざめる。真ま央おさんを見て口をぱくぱくさせる。

「うちをおどかすために仕込んだんやないの？」

　真央さんも不思議そうに僕を見る。

「私もそう思ってたけど。日ひ影かげちゃんが仕掛けておいたんじゃないの？」

「い、いえ？　知りませんよ。もともと石いし橋ばし先輩が仕込んだレコーダーかなにかのトリックじゃないんですか？」

「そんなもの仕込んでないわ」

「ほ、ほな……」

　郁乃さんの声は震えている。彼女はおそるおそる美術室を振り返る。

「さっきの声──」

　そのとき、聞き憶えのある、──かたん、という音が廊下に響いた。

　そして、遠くからの女の声。




「……私の……絵……」




「ひぃあああっ」

　信じられないが、郁乃さんの悲鳴だった。彼女はすぐ手近にいたキリカにしがみつき、その背中に隠れ、がたがた震え始めた。

　予想以上の成果にこっちも驚いてしまい、震える彼女の痴態をばっちりデジカメに動画でおさめた後で、ポケットの中のレコーダーの電源を切った。

「……と、ここまでが僕の仕込みです」

　郁乃さんはがばっと顔を上げてキリカから離れた。顔が真っ赤だ。

「最低やなっ！　いい死に方せえへんで！」

　これほど度を失う郁いく乃のさんを僕ははじめて見た。たぶん二度と拝めないだろう。

「もうええわ、帰る！」

　郁乃さんは階段を三段飛ばしで駆け下りて、あっという間に踊り場の向こうに見えなくなってしまった。

　僕は廊下の窓ガラスにもたれてふうっと息をつく。

「まさかこんなにうまくいくなんて思ってなかった……」

「わたしも郁乃があんなに驚いたところ見たことない」とキリカが言う。それから僕の顔をちらと見て付け加える。「ひかげのあくどさは、ついに郁乃も超えちゃったってことになる」

「その言い方やめてよ。なんか複雑だよ」

　とはいえ、このネタばかりはほんとうに純粋に郁乃さんをやり込めるためだけに仕掛けたものなので、あくどいと言われても反論できない。

　ところが真ま央おさんは僕の手の中のデジカメを指さして言う。

「そうでもないわ。今の動画、再生してみなさいな」

　訝いぶかりながらも僕は再生ボタンを押す。小さなモニタの中で、郁乃さんがキリカに抱きついている。真央さんのすらりとした指が画面の右下をさす。

「ほら、ここ。郁乃ちゃんの左手はキリカちゃんのブレザーの裾に潜り込んでいるわ。右手は襟から侵入している。怖がってるふりしてこれをやるために抱きついたわけ」

　僕もキリカも啞あ然ぜんとして真央さんとデジカメを見比べる。

「キリカちゃん、ブラジャー抜かれてるわよ」

　キリカは壁際まで跳びすさって自分の胸を手でたしかめ、真っ青になる。そのとき、窓の外、階下から浮かれた声が聞こえた。

「──きりちゃんのニンジン柄のＡカップ、ゲットやでーっ」

「郁乃ーッ」

　キリカは絶叫して階段を駆け下りていった。

　……薄すぎて抜かれていても全然気づかなかった、とは、とても言えない。ていうかどうやって抜き取ったんだ。マジシャンかよ。郁乃さん、あんたの存在がもうすでに学園の八番目の不思議だよ。
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　何日か後、僕が夜の見回りで文化系部室棟に立ち寄ったときのことだ。ミステリーサークルの部室のドアが開いて廊下に明かりが漏れ出ていた。

「あの、もう下校時間を過ぎてますけど……」

　そう言いながらそっとドアの隙間を押し広げて中の様子をうかがうと、床にかがみ込んでなにかやっていた深ふか町まちさんがびくっと顔を上げた。気まずそうにすぐ目をそらす。彼のまわりには段ボール箱が大量に置かれ、いくつかはガムテープが剝がされて開けられた後だ。それから足下にはガラスケースがいくつも重ねられている。どうやら、あの遺跡ジオラマをガラスケースに移している最中だったようだ。

「なんだよ。片づけてるところだよ」と深町さんはぶっきらぼうに言った。

　なにをしているのか、と訊きこうとして、山積みの箱に半分隠れた立て看板が目に入る。こんな文字が大書きされていた。

『世界の新旧七不思議展』

　思わずにやにやしてしまったのに気づかれたのだろう、深町さんは舌打ちして看板を棚の隙間の奥に押し込んだ。

「なんでもねえよ。見るな」

「インディーズで出すんですか？」

「悪いのかよ」

　文化祭に出展できるのは実行委員会の審査を通過した企画だけ──とは建前に過ぎない。企画が通らなくても、予算がおりない、人通りの多い場所を使わせてもらえない、オフィシャル媒体でＰＲしてもらえない、というだけのことなのだ。すべて自前で出し物を作り上げて校舎裏などに勝手に出す生徒はけっこう多いのだという。

　でもまさか、深町さんがね？

「こんなガラクタ、邪魔でしょうがない。文化祭に出しゃあ、欲しいって言ってくる物好きもいるかもしれないだろ」

　笑うのをこらえるのに苦労した。邪魔なら捨てればいいだけなのに、言い訳の下手な人だなあ。石いし橋ばし先輩は喜ぶだろうけれどね。
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　最後に再び郁いく乃のさんの話。

　例の動画を見せたら、意外にも怒りも恥じ入りもせず、「うっわ、めっちゃよぉ撮れとるやん！　これなあ、わりと真剣にびびっとったんやで！　そや、これ編集してテレビ局向けのプロモつくろ、ホラー映画風味にしてな。七不思議の取材に来てくれるで！」とか言い出して、どれだけしたたかなんだとあきれかえった。

　まあ、その通りにしたけど。
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　十月の下旬の肌寒い夜、姉から久しぶりに電話がかかってきた。

『ひかげ、あんたって学校でどれくらい有名なの？』

「……なんだよいきなり」

　僕はそのとき寮の自室にいて、すぐ隣で風呂上がりの薫かおるくんがタンクトップ姿で髪をふいていたので、通話が漏れ聞こえないようにと洗面所に行った。

『美み園そのちゃんの話だと、あんたはもうスーパースターで、すれちがえばだれでも振り返るくらいだってことだけど』

「あの人の話は八割くらい差し引いて聞いた方がいいよ……」

　美園先輩は白はく樹じゆ台だい高等部に編入する前は姉と同じ学校に通っており、そこで姉の狂信者になってしまったらしいのだ。弟だという理由だけで僕に対しての態度も実にアレなので、姉本人へのアプローチがどんなものだったのかはあまり想像したくない。

『私もべつに美園ちゃんの話をそこまで鵜う吞のみにしてたわけじゃないんだけどね。読モ仲間の高校生の娘こがあんたと同じ学校だって最近知ってさ』

「どくも？」

『読者モデル。月つき島しま沙さ樹きちゃんて娘、知ってるよね？　芸能科らしいんだけど』

「いやごめん知らない」姉の口ぶりからすると有名人なのだろうが、あいにくと僕はそちら方面にはとんと疎い。

『そうなの？　向こうはあんたのこと知ってたよ。牧まき村むらひかげ知ってるかってなにげなく訊きいてみたら、知ってる知ってる超有名人！　みたいな反応だった』

　僕は肩を落として息をついた。

「うん、まあ、生徒会やってるとそうなるんだ。毎日色んな人と逢あうし、人前に出る機会も多いしさ。あと、僕はともかく他のメンツがすごいから」

『そうか。やっぱりねえ、ひかげは私の弟だもんね。有名になっちゃうのもしょうがないよね』

　なにがしょうがないのかよくわからないが、姉のこういう物言いは昔からだったので疑問は差し挟まないことにしていた。思うに、自信家には二種類いる。第一種は自分を意図的に強く信じているタイプ。おそらく天てん王のう寺じ狐こ徹てつはこの部類だ。第二種は自分の有能さを疑うということをそもそも知らないタイプ。つまり我が姉ひなたである。

「とにかく、僕はべつに有名じゃないの。生徒会が有名なだけ」

『だからそれはひかげが有名だってことでしょ？』

「そうじゃなくて」

　姉と喋しやべっていると、いらだつことすらも面倒になってくる。

「たとえばさ、サザンオールスターズは有名だけど、桑くわ田た佳けい祐すけと原はら由ゆう子こ以外のメンバーは有名じゃないでしょ」

『関せき口ぐち和かず之ゆきと松まつ田だ弘ひろしと野の沢ざわ秀ひで行ゆきだよね』

「僕が悪かったよ！」めっちゃ淀よどみなくフルネームで出てきたよ！

『ところでその沙さ樹きちゃんなんだけどね』

「うん？」

『あらためてひかげの顔を至近距離でまじまじと見たいって言ってたから気をつけて』

　うわあ。明日登校したくねえ。
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　翌日の放課後、その女は予告通り生徒会室にやってきた。顔も知らない相手だったが、ノックもなしに扉が開いて彼女が入ってきた瞬間、月つき島しま沙樹だとわかった。栗くり色いろに染めたショートカットに形の良い耳、光の強い瞳に立体感のくっきりした唇。あらゆるパーツが激しく目立つくせにまったく気品を損なっていない風貌。歩み寄ってくる一歩一歩から鈴の音でも聞こえてきそうな振る舞い。他人に見られることに慣れている──どころではない。注目されることを当然の空気として呼吸しながら生きてきた人間だと一目でわかる。僕もこれまで芸能科の生徒は何人も見てきたけれど、彼女はとびっきりだった。女性ではあるが、王子様、という形容しか思い浮かばない。

「あら、沙樹さん」と美み園その先輩が立ち上がる。「お久しぶりですね、なにかご用ですか」

　しかし沙樹さんは美園先輩をまったく無視して僕のデスクにやってくると、手をついてぐっと顔を寄せてきた。僕は椅子が反っくり返りそうなくらい身を逃がす。

　沙樹さんの息が鼻にかかった。少し低めの甘苦い声。

「ああ、ほんとうだ、ひなたの面影がある……全然気づかなかった。月夜の蝶ちようのように盲目だったね、私は」

「あ、あの？」

「ちょっといい？　動かないで、すぐ終わるから。天使の指先は涙のシャーベットだけを溶かすよ」

　沙樹さんはわけのわからんことを言いながらデスクを迂う回かいして僕のすぐ隣に来ると、僕のあごをつかんだ。

「わっ」

「沙樹さんっ、なにをなさって──」

　美み園その先輩が止めに入る間もなく、僕が抵抗する余地もなかった。沙さ樹きさんはポケットから片手でコンパクトを取り出して開くと、なんだかよくわからない化粧品を次々と僕の顔に塗ったくっていった。仕上げに（どこから出てきたのか）女もののかつらを僕の頭にかぶせ、ぱっぱっと髪を整えて陶然と息をつく。

「すごい。完全にひなただ……私は今、恋の迷路をさまよう仔こ鹿じかの気分だよ」

「ひなたさあああああんっ」

　美園先輩が抱きついてきた。僕は椅子ごと絨じゆう毯たんの床に押し倒された。

「ちょっ、先輩、重い、死ぬ」

「ひなたさん、ひなたさんじゃないですか！　ひかげさんなのにひなたさん、ひなたさんなのにひかげさんなんて、ああもうどうしましょう」ひとまずどいてくれませんかね。

「美園姫、気安く触らないでくれないか。彼は私の大切に大切に残したチェリーパイの最後の一切れだよ」

　沙樹さんが美園先輩をどかして僕を床から引っぱりあげ、抱きすくめた。

「いつから沙樹さんのものになったんですかっ」先輩が僕を奪い返す。「ひなたさんもひかげさんも私のですっ」

「美園姫が私の妻になってくれるなら彼を分けてあげてもいいが」

「そ、それはっ……ちょっと考えさせてください」考える余地あんのっ？
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　腕組みして固まってしまった美み園その先輩を放置して沙さ樹きさんは再び僕の頰を両手でつかみ、顔を近づけてくる。

「ひなたは私があれだけ愛情をアピールしているのにちっとも応えてくれない。きみが代わりに女になって私の想おもいを満たしてくれないか」

「いやもうどこからつっこめばいいのかさっぱり」

「やっぱりだめですっ」

　美園先輩が僕と沙樹さんの間にフライングボディプレスしてきた。

「私の旦那さまはひかげさんってきめてるんです！　サッカーチームが組めるくらいたくさん子供をつくって幸せな家庭を築くんですから！」

「私は彼の男の部分には興味がないから、私の妻になりつつ彼と子供をつくればいい」

「なっ、なんてことを言うんですか沙樹さん、天才ですか！　考えさせてください」

　口車にまたも乗った美園先輩が考え込んでしまったので沙樹さんの矛先が再び僕に向かう。僕はあわてて手近のドアに逃げ込んだ。

　不幸なことにそこは会計室で、キリカは椅子を回してこちらを向き、表情を固くする。

「……だれ？」

「僕だよ僕！」

　かつらのせいか、と思って頭からむしりとると、キリカの顔が嫌悪感に歪ゆがむ。

「つけて」

「え？」

「かつら、つけて！　その顔で髪型だけひかげのままだと気持ち悪いから！」

　剣幕に負けて言う通りにしてしまう。

「……いつからそんな趣味があったの？」

　訊きいてくるキリカの視線には冷ややかな軽蔑が混じっている。

「無理矢理やられたんだよ！　ていうかそんなにひどいの？」

「ひどくないからかえって悪い」

「どういうこと？」

　キリカは手鏡を見せてくれた。

　ガラスの向こうにいたのは我が姉ひなただった。僕が「うげっ」と声を漏らすと姉は同じように「うげっ」と唇を歪めた。化粧の力すごすぎる。

「ねえキリカ、化粧って普通に顔洗えば落ち──」

「そうはさせない」

　真後ろから声がして、僕は羽交い締めにされた。いつの間にか会計室に沙樹さんが入ってきていたのだ。

「この氷菓の夢、儚はかないからこそ守りたい」

「ひかげにおかしな趣味を仕込まないで！」とキリカは目をつり上げるが、沙さ樹きさんは意に介さず僕を会計室から引きずり出し、扉を閉める前にキリカに言い放つ。

「あの美しいひなたと同じ遺伝子を受け継ぎながら男でいる方がよほどおかしい」

　あんたの考えの方がよほどおかしいよ！

「キリカ姫、きみも毎日彼の隣にいて美しさに気づかなかったのか？　男であることに我慢できていたのか」と言う沙樹さんへのキリカの返事は叩たたきつけられたドアだ。

「もうっ、はなしてください！」

　生徒会室に引っぱり戻された僕は沙樹さんの腕をほどこうとするが、がっちりホールドされていてずらすことさえできない。身をねじったり体重を相手にのせたりして強引に脱出しようとしても、重心をいいようにもてあそばれてしまう。この女、なにか格闘技の心得があるぞ？　柔道経験者だった姉に技の練習台にされてまったく抵抗もできなかったときとそっくり同じ感覚だ。

「やっぱりひなたさんが二人いるよりひかげさんと一人ずついてくれた方がいいですっ」

　当然の（？）結論にようやく達してくれた美み園その先輩がまた妨害に入ってくれたので、僕は沙樹さんの身体からだの下から這ほう々ほうの体ていで逃げ出した。とにかく早く化粧を洗い落としたい一心でそのまま生徒会室を出たのが失敗だった。廊下で朱と鷺き子こさんにばったり鉢合わせする。あまりにも動転していてかつらを外すことも思いつかなかった。

「あっ、いやっ、あのっ、これはっ」

　朱鷺子さんは僕の顔を凝視するのと気まずそうに目をそらすのを三回くらい繰り返した後で言った。

「……なにか自分を変えたいとかそういうこと？　それにしたってもっと他のやり方があると思うんだけど」

「ちがいますよなんで同情するみたいになってんですか！」

「なにか悩みがあるのなら相談に乗るけど」

　泣けてくるからやめてください。とは思いつつ化粧の落とし方を相談してメイク落としまで借りてしまった僕である。







「月つき島しま。生徒会室にはあまり来ないでくれって言っただろう」

　事態がほぼ収まった頃にやってきた会長は、ソファテーブルに陣取る沙樹さんを見て嫌そうな顔をする。

「そう？　私は狐こ徹てつ姫の顔が間近で見られて嬉うれしいよ。この部屋は美女ばかりでいつ来ても心が躍るね、百万の薔ば薇らの園だ」

「みんな棘とげありますもんね……」と僕はだれにも聞こえないようにひとりごちる。沙樹さんと朱と鷺き子こさんにお茶を出し、会長のデスクにも持っていき、こっそり訊きいてみた。

「会長にも苦手な人がいるんですね。意外です」

「だってなんかあたしとキャラがかぶってるじゃないか！」

　でかい声で答えるな。小声で質問した配慮が台無しじゃないか。

「いいかヒカゲ、あたしが言うまでもなくわかってると思うが」会長は立ち上がって沙さ樹きさんを無遠慮に指さす。「月つき島しまはガチレズだ」

「ええ、まあ、見ればわかります」

「あたしは可か愛わいいものを純粋に愛めでてるだけ、レズじゃないからな」と会長は差異を強調する。キャラかぶってる……かなあ。言われてみれば、似てる部分はいくつかあるかもしれない。

「わ、私もっ」美み園その先輩も負けじと立ち上がった。「私もです、レズじゃありません、初恋の人がたまたま女性だっただけです！」

「たまたま、ですか……」と僕は嘆息する。

「ひかげさんそんなっ、たまたまなんてはしたない！」

「あんたが言ったんだよ！　ていうかイントネーション気をつけてください！」

「だいたい女性だからたまたまはな──な、なにを言わせるんですか！」

「だからあんたが言ったんだよ！」

「ほんとうにこの部屋は心が躍るね、チョコレートケーキの家に迷い込んだみたいだ。甘い香りで胸がいっぱいになってくるよ」

「月島さん、さっさと本題に入って」

　隣で朱鷺子さんがあきれを嚙かみ殺して言った。

「ただでさえ竹たけ内うちさんが落ち着きをなくしてて狐こ徹てつを止める人がいないのに、この上あなたにまで乗られたら話が全然進まないわ」

「あー、なにか用事があったんですか？」

　てっきり僕をいじくるためだけに来たのかと思ってた。朱鷺子さんまで呼ばれているということはなにか重要なミーティングなのだろうか。

「そう、ひかげ姫のことはついでだった」「姫って呼ぶな！」「ミスコンの話だったね」

　ミスコン？

　いつの間にか会長も美園先輩も応接セットのところまでやってきていた。並んで座る沙樹さんと朱鷺子さんの向かいのソファに腰掛ける。みんな真剣そうな顔をしている。

「ミスコンて、文化祭でやるやつですか。なにか問題でもあるんですか？」

「ミス白はく樹じゆ台だいコンテストの歴史は億千万の花びらと涙で彩られているんだ……」

　沙樹さんが胸に手をあてて熱っぽい口調で言った。

「いくつもの哀かなしい恋が燃えさかり、散り、夜の藍色の海に沈み──」

「あの、手短にお願いします」

「それじゃあ、アダム白はく樹じゆ台だいとイヴ白樹台がエデン白樹台の園で禁断の白樹台リンゴを分かち合ったあたりから」「長なげぇよ！」あといちいち白樹台つけんな安っぽいマンションの名前みたいだから！

「あたしが説明しよう」

　会長がこれほどまともな人に見えたことはなかった。

「あたしらが入学した当時、ミス白樹台コンテストには芸能科生がエントリーできなかったんだ」

「はあ。どうしてですか」

「出場可能にすると芸能科生ばかり優勝して不公平だとかそういうくだらない悪平等感情による措置だろう。ばかばかしいので、あたしが政権を取ってすぐにその規制は撤廃したんだ」

「あのときの狐こ徹てつ姫の演説はまさに戦旗を手に革命を導く女神だったね」

　沙さ樹きさんはうっとりした目で言う。

「しかも当のミス白樹台の提言だから説得力は抜群だった」

　優勝は会長だったのかよ。……まあ、ありそうな話ではある。ミスコンを勝ち抜くくらいの人気がなきゃ中等部一年の段階で生徒会長に選ばれたりはしないだろう。

「そんなわけであたしらが中二の年から芸能科生が出られるようになったわけだが」

「やっぱり芸能科ひとり勝ちになっちゃったんですか？」

「いや。あたしがプロデュースしたとある理数科生が、並み居る現役モデルや現役女優を押しのけてあっさり二連覇した」

　なぜか朱と鷺き子こさんが気まずそうに目をそらした。沙樹さんは物憂げに首を振った。美み園その先輩はくすくす笑った。

「あー……ひょっとして」と僕は朱鷺子さんの横顔をまじまじ見る。

「な、なによ」朱鷺子さんは落ち着かなげにスカートを何度も払った。「私だってべつに出たくて出たわけじゃないのよ。ただ、総務の発案で規制を撤廃して、すぐに芸能科生が優勝したら『やっぱり変えなかった方が……』なんて意見が出てくるでしょ。黙らせるには実際に芸能科以外が勝ってみせるのがいちばんいいのよ」

「あたしは可か愛わいい朱鷺子を全校に見せびらかしたかっただけなんだけどね」

「狐徹ッ！　あ、あなたがそういうこと言ったら私がばかみたいじゃない！」

「ウェディングドレスっぽい衣装にしたのも勝因だね、可愛かったよ朱鷺子」

「今する話じゃないでしょ」

「ステージの上の朱鷺子姫はまさに純白の処女雪にくるまれた黒い真珠だった……」

「もうっ、月つき島しまさんもいちいち変なボキャブラリ披露しないで！」

「まさに純白の柔肌にくるまれた黒い甘露だった……」

「それただの大福ですよね」

「牧まき村むらくんもつっこまないの、際限ないから！」

「すみません、え、ええと、それで去年からまたなにか変わったんですか？」

　けっきょく話の軌道修正役は僕に回ってくるのであった。

「芸能科から、さらに有利にするようにとルール変更案があがってきたんだ。月つき島しまがさんざんわがままを言ってね」

「狐こ徹てつ姫も諸もろ手てを挙げて大賛成したじゃないか。それに、芸能科にだけ有利というわけでもない」

　僕は目をしばたたく。どういうルール変更なのだろう。

「水着審査が追加されたのよ」

　朱と鷺き子こさんが恥ずかしそうに言った。

「それで私はさすがに出るのをやめたわ」

「はあ、なるほど」

　それはたしかに芸能科有利と言えなくもない。現役のグラビアアイドルなんかもいるわけだから露出度が高ければ高いだけ強みを最大限発揮できるだろう。

「で、芸能科がやっと勝ったわけですか」

「いいえ。去年は空気を読まず私が圧勝しました！」と美み園その先輩がＪカップの胸をずんと張った。ああ、そう……。これまたありそうな話だ。きっとこっちも会長プロデュースで出場したんだろうな。選挙前の知名度アップ策としては上々だし。

「ステージ上の美園姫はまさに蜂蜜をかけたマシュマロだった……」胸焼けするわ。

「ええと、それで、今日のミーティングはさらに芸能科を有利にしてくれってことなんでしょうか」

「芸能科には私のお姫様がたくさんいてね、生徒会の姫たちに毎年のようにプライドを痛めつけられたと泣きついてくるんだ。正直、たまらなく可か憐れんだよ。彼女たちの涙を集めて世界に一本だけのテキーラを造りたいくらいだ」

　ああ、この人、会長よりもさらにＳ方向にいっちゃった変態だ……。

「白鳥たちの嘆きに応えないわけにはいかないから、こうして芸能科を代表して来た。今日こそは私の要求を吞のんでもらう」

「月島さん、いけませんそんな」美園先輩がいきなり赤面する。「下着審査なんて」

「まだなにも言ってないだろ」その発想どこから涌わいて出たの？

「良い案だね、美園」「狐徹も真面目に検討しないで！　だめにきまってるでしょ」「下着もない方がいいということ？」「もっとだめ！」

「それじゃあまさか女装男子部門をつくれという案でしょうか」と先輩。「いけません、そんな、ひかげさんと私で両部門優勝しちゃったらパレードしなくちゃいけないじゃないですか！　結婚式と間違えられちゃいます！」

　言ってることがどこもかしこもおかしいので僕はつっこみをあきらめた。

「そんな部門があったら薫かおるの独り舞台じゃないか」会長が言う。

「そういえばそうでしたね……いえむしろ薫さんなら女性部門の方に」と美み園その先輩。

「二人ともなに言ってるの、薫にそんなことさせないわよ！」朱と鷺き子こさんがあわてる。

　月つき島しまさんはぐっと身を乗り出して三人の言い合いを遮る。

「そんな無茶な提案をしにきたわけじゃないよ。とてもスマートでみんながハッピーになれるブルーベリーチーズタルトみたいなアイディアだよ」

　会長は不敵に笑って言う。

「生徒以外の一般客の参加を認めろ、だろう？」

　月島さんの切れ長の目が大きく見開かれる。

「どうしてわかった？」

「これくらい見通せないようじゃ生徒会長は務まらないよ」

「似たもの同士だから発想が同じだっただけでしょ」と朱鷺子さんが辛辣に言う。

「最終的に決めるのは実行委員会だけれどね、少なくともあたしは反対はしないよ。薫に伝えておこう」
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「でもそれって芸能科有利になるんですか？」と僕は首を傾かしげる。

「月つき島しまは卒業生を呼ぶつもりなんだよ」

　会長がにやにや笑う。沙さ樹きさんも否定はしなかった。なるほど、芸能科の卒業生にはテレビで活躍している芸能人も多いという。助すけっ人ととしては強力無比だ。なんか大人げない気もするが……。

「だが考えが甘いと言わざるを得ないな、月島。ミスコンの投票者の多くは白はく樹じゆ台だい生だよ。ミス白樹台を選ぶとなったら自分の身近にいる在校生に一票入れようという心理が強く働く。助っ人の力で勝とうなんて浅知恵だね」

「考えが甘いのはそちらだよ、狐こ徹てつ姫。きみは芸能人のオーラのほんとうの破壊力をあまりにも軽視している。それに、この私が現役白樹台生に受けるようにプロデュースすることも考慮に入れていないね」

「あのー、素朴な疑問いいですか」

　視線で火花を散らす沙樹さんと会長の間に僕はおそるおそる口を挟む。その場の全員の目が僕に向けられるのは勘弁してほしい。

「ミスコンにえらく真剣ですけど、なにか賭けてるんですか？」

「もちろんだ。あたしは切実なものがかかっていない勝負なんてやらないよ」

「狐徹姫と私との真剣勝負だ。負けた方が勝った方と結婚しなきゃいけない」

　僕はあきれて言った。

「それ、どっちが勝っても結果一緒ですよね」

　沙樹さんのあごが落ちた。

「……ほんとうだ……きみは天才か」気づいてなかったのかよ！

「おいヒカゲ、なんで教えちゃうんだ、ずっと疑問に思っていない月島が見てて面白かったのに」「あんた最低だな！」







　沙樹さんが帰った後、会計室にまた入ってキリカに先ほどの騒ぎを謝り、ついでにミスコンのルール変更について話した。

「集客策としてはいいけど」と彼女は眉を寄せる。「問題も多くなる。写真を学園の公式サイトに載せるから、もしほんとうに芸能人が出るなら肖像権に気をつけなきゃいけなくなるし……」

　あいかわらずキリカは着眼点がちがう。肖像権なんて考えもしなかった。

「あと、その芸能人だけが目当ての来客も増えるわけだから、一概にメリットばっかりってわけじゃない。ファンが押しかけてなにかトラブルになるかも」

「あー、そうか……」

「でも、そこさえちゃんとするならべつにいいと思う。コンテスト自体は、生徒以外が出ても問題ない仕組みだし」

「んん……」ほんとうにそうだろうか、と考え直してみる。「ミス白はく樹じゆ台だいってたしか文化祭の間いろんなイベントとかレポート番組とかに出てもらうんだよね。生徒じゃない人がミスに選ばれたら困らない？」

　文化祭は二日間にわたって開催されるのだ。校外の人間だと、二日ともフル参加してくれる保証がない。けれどキリカは口をすぼめて首を振った。

「仮にそうなっても、在校生の中で最上位だった人に代役してもらえばいいだけ」

「……それもそうか」

「それに、たぶん在校生が勝つと思うし」

「そう？」

「この件に関しては狐こ徹てつが正しい。ミス白樹台は『自分たちの中から選びたい』っていう投票傾向が強いの。データが証明してる。自分と同じ学科の候補に入れる傾向がちゃんと統計学的に有意な差異として出てる」

　記名投票の上に統計とってたのかよ。

「あと、一般参加だと水着なんて持ってないでしょ。水着の有無の差は大きい」

　ああ、それはたしかに。

「それに、今年もどうせ美み園そのが優勝するはず」

「そこまで大本命なの？」

「毎日一緒に仕事してるとわからないかもしれないけど、美園はあれでも学園で一、二を争う人気者なの。おまけに狐徹が本気でコーディネイトするはずだから」

「ああ、うん、そうか……」

「朱と鷺き子こが出れば結果はちょっとわからないけど、出たがらないだろうし」

　そこでキリカは残念そうにため息をつく。

「できれば圧勝で連覇はやめてほしい。停滞感を出したくない。美園が勝つにしても、ライバル候補がもっといないと盛り上がらない。投票総数はこの四年間で右肩上がりだけど、朱鷺子が連覇した一昨年おととしはだいぶ伸びが鈍化してるの。今後のことも考えて後継候補を育てないと美園が卒業した後の集客が激減するかも」

　なんか広告代理店みたいなこと言い出したよ。ミスコンもビジネス、か。

　そこでふと思いついた僕は言ってみた。

「キリカが出れば？」

　振り向いたそのときの彼女は非常に形容しがたい表情を浮かべていた。割れそうな卵を間違って口の中に入れてしまって吐き出すこともできない──みたいな顔だ。

「……な、なにばかなこと言ってるの」

　キリカはぷいと椅子を回してモニタの方を向いてしまう。

「そういうつまんない冗談は狐こ徹てつあたりに言えば」

「いや、冗談でもないけど。キリカなら美み園その先輩にはない魅力があるからけっこう良い勝負になると思うけどな」

　椅子がものすごい音をたてて軋きしんだ。背もたれの端からおずおずとのぞくキリカの顔は真っ赤になっている。

「な、な、なに、わたしが、なにっ？」

　なにか悪いこと言っただろうか？

「だから、キリカには先輩とはべつの魅力が──」

「わっ、わたしがそんなのっ、ばかっ」

　キリカは再び背もたれの陰に引っ込んでしまう。リボンの先だけがちょっと見えていて、上下に大きく動揺している。

「あー、人前に出るのは無理か。水着審査とか困るよねキリカ」

「そういうことじゃないっ」

　そういうことじゃないの？　なんであわててるの？

「キリカが出たいというなら、票が割れるのも恐れずにあたしが全力でプロデュースするよ」

　いつの間に入ってきていたのか、会長が僕の背後で言う。キリカは椅子の上で丸くなってしまう。

「出ないって言ってるでしょっ」

「しかし、美園とキリカが並んで出たら農協コンビになってしまうね」

「なんですか農協って」

「胸のサイズだよ。ＪとＡ」

「二人とも出てってッ」







　日が暮れた後、文実の幹部ミーティングから戻ってきた薫かおるくんがさっそく会長に結果を報告した。

「ミスコンのルール変更、了承されました」

　なんだか浮かない顔の薫くんだった。

「それはよかった。楽しみだよ、敵は強ければ強いほど燃えるね。ふふ、今年は美園にどんなかっこうをさせようか……」

「あのう、でも、やっぱり慎重論もけっこう出てしまって」と薫くんは上目遣いで付け加える。「ファンとかマスコミが騒ぐと困るのでネットでは告知しないということと、コンテスト会場の警備の増強もあわせて決めました」

「いい心配りだ。さすがだよ」

「それと、アイドル系の人はあんまり連れてこないようにしてもらいたいな、って思うんです」

　アイドルのファンは熱狂度も情報網もすさまじいので、文実が恐れるのも当然だった。アイドルが学園祭に出るなどと知ったら大挙して押し寄せるだろうし、ミスコンで勝てば乱痴気騒ぎ、負けたら暴徒化するかもしれない。

「それは月つき島しまに言ってくれ。あたしにはどうしようもないよ」

「そうですか。演劇部の人ですよね。明日行ってみます」

「ちょっ、ちょっと待った！」書記デスクで話を聞いていた僕は思わず立ち上がっていた。薫かおるくんが目を丸くしてこっちを見る。「薫くんはあの人のところに行っちゃだめ、危ないから！」

　薫くんは目をぱちくりさせる。

「どうしてですか？」

「それは、つまりその、ぜったい気に入られちゃうから」

「気に入ってもらえるなんてうれしいです！　どうしていけないんですか？」

「それはだからそのっ、きっと女装とかさせられるよ」

「なにかまずいんですか？　狐こ徹てつねえさまにも何度もさせられましたけど」

　変なことに慣れさせるな！

「い、いや、あと他にも、きっとむりやり化粧とかさせられるし」

「ヒカゲ、心配要らないよ」会長が愉快そうに言った。「薫は化粧なしで全然いける」

「もっと心配だろうが！」

「事情説明がめんどうなおねがいごとですし、ぼくが頼みにいくのがいちばんいいと思うんですけど……」

「ああもう、わかったよ！」

　僕は薫くんに歩み寄って両肩をぎゅうっと手で押さえつけた。

「僕が代わりに頼みにいくよ」





＊






　翌日の放課後、チャイムが鳴ってすぐのことだった。これから沙さ樹きさんに逢あいにいかなきゃいけないのか、と憂鬱な気持ちで荷物を鞄かばんに詰めていると、教室の後ろの方が騒がしくなった。

「えっ、牧まき村むら、牧村っスか」

「牧まき村むらならあそこ──」「マジなの」

「え、あの月つき島しま沙さ樹き？」「うそ」

　びっくりして振り向くと、人垣が割れ、沙樹さんがこちらにやってくるところだった。自分の億おつ劫くうな気持ちが実体化したのかと一瞬思った。

「……沙樹さん？　あ、あの、どうしたんですか」

「昨日の話の続きだよ、ひかげ姫」

　沙樹さんは僕の隣の席、つまりは一度も使われたことのないキリカの席に座って脚を組み、僕にぐっと顔を寄せてきた。クラス委員の葉は山やまさんをはじめ、まわりのクラスメイトたちが総立ちになって僕と沙樹さんを取り巻いた。僕にも普通科１Ｆ生としての日常生活があるので、こんな衆人環視のまっただ中で姫とか呼ばないでくれ。

「私がひなたともっと親しくなれる方法を教えるか、それともきみがひなたの代わりに性転換するかという話だったよね」「してないしてない！　そんな話してません！」

　僕は椅子を蹴倒して立ち上がり、沙樹さんの両肩をつかんで立たせる。女性にしてはガタイがいいので腕力的にたいへんつらいが、そんなことは言ってられない。

「あ、あのですね、なにもこんな場所で話さなくても」

「生徒会室だと狐こ徹てつ姫をはじめとして私の恋路を邪魔する者たちが多すぎる。いかに私が妖精のステップで軽やかに走り抜けようと、茨の園に迷い込んでしまっては──」

「とにかくっ、僕いま溜たまってる仕事があるので、それ片づけたら、ええと四時、四時にこちらからうかがいますからっ」

　沙樹さんの膝に頭突きするくらいの勢いで必死に頭を下げた。とにかくこの場は帰ってもらわないとまずい。どんどん事態が面倒になる。

「そう？　わざわざ来てくれるの？　それはなんだか悪いな」

「いやいやいや全然気にしないでください」

「わかった。演劇部の部室で待っているよ。それではまた後でね、マイスウィートメイプルハニーパイ」

　きらきらした光の粒みたいなものを振りまきながら沙樹さんは教室を出ていった。引き戸が閉まると、教室には数秒の間、なんともいえない虚無感が漂う。次の瞬間、クラスメイトたちが僕の机に殺到した。

「なになに牧村どういうことなのっ？」「沙樹さまとも知り合いだったの？」

「なんか家族計画みたいな話してなかったか」「どんな関係なんだよ！」

「ねえサインもらってきてよ」「あたしも！」

「舞台稽古してるとこ動画で撮ってきてよ！」「文化祭公演のチケットとれないかな？」

　口々にわめくクラスメイトたちを、僕は耳に指で栓をしてやり過ごした。人間、なにごとも慣れてくるとやり方がぞんざいになるものだ。

　雨あられの質問と要求が一段落したところで僕は耳の穴から指を引っこ抜いて葉は山やまさんに訊きいた。

「あの人、やっぱり有名人なわけ？」

「牧まき村むらくんっ」葉山さんは机を両手でばしばし叩たたいた。「自分の学校にいる芸能人くらい知っとこうよっ！　もったいないよ！」

　まわりの女子たちも目をつり上げる。

「ほんとだよ、何年白はく樹じゆ台だい生やってんの？」まだ一年もやってませんけど？

「しかも生徒会なのに」「ねー。生徒のこと知っておかなきゃいけない立場でしょ」「会長なんて全校生徒のプロフィール暗記してるのに」「ちょっとは見習いなさいよ」

　すみません……。

「牧村くんテレビ全然観みないの？　沙さ樹きさまはドラマにもＣＭにも出てるのに」

「ごめん、全然観ない」

　僕の住む第三男子寮はいちばんボロいので備え付けのテレビはロビーにも休憩室にもないし、スマホで観る気もとくに起きなかった。そうか、あの人すでにプロか。

「沙樹さまは最初は読モで人気出たんだけど、もともと芸能科でも成績トップだったし、すぐに女優としてもブレイクしちゃったの」と葉山さんは得意げに解説してくれる。

「でも、演劇部の方もちゃんと今でも力入れてくれてるのが嬉うれしいよねー」

「おかげで定期公演のチケットの倍率とかすっごいけどね」

「文化祭なんて無料だし戦争になっちゃう」

「今年はどんなロミオ様なのかな」「去年のロミオ様すごかったよねー」

「ロミオ様？」と僕は女子どものうっとりトークに口を挟む。

「演劇部は文化祭では毎年『ロミオとジュリエット』演やるの。で、沙樹さまは毎年ロミオ役なわけ」

　なるほど、あの人なら男役の方がはまるだろう。

「でも毎年なの？　飽きない？　観る方も演る方も」

「演劇部は定期公演とかコンクールとか発表の場いっぱいあるから、他の演目はそっちで演るし」

「それに毎年新演出なんだから全然飽きないよ」

「ふうん。そんなもんか」

「去年ほんとすごかったよね、ロミオ様がビリー・ザ・キッドと一緒に吉き良ら上野こうずけの介すけの屋敷に討ち入ってレイア姫を助け出して」「ちょっと待て」それ演出とかそういうレベルじゃないだろ？

「ジュリエット役、今年はだれなのかな」

「たしかブックメーカーの倍率だと……」

　女子どもはスマホを取り出して学内サイトのブックメーカーのページを確かめている。今年のジュリエット・レース、というタイトルの下、演劇部員の女の子たちの顔写真入りで倍率がリストアップされている。通報されないように念のため申し添えておくが、これはほんとうに賭けをやっているわけではなく、新聞部によるジョークサイトである。

「ジュリエット役は沙さ樹きさまの一存で決まるんだって」

「きっと公私混同しまくりだよね」

「ねー。演劇部なんて百ゆ合りの園だもんね」

「男子部員ゼロだもんね」

「そうなの？」と僕は驚く。普通の学校の弱小演劇部ならあり得る話だが、この超巨大学園で演劇をやりたい男子が一人もいないとはとても思えなかった。ましてや沙樹さんはとてつもない人気者だという話だったし。

「沙樹さまが入部してから、雰囲気がだんだん耽たん美びになってって、男子部員が自主的にやめてっちゃったんだって」

「そんでべつの部活を起たち上げたんだよね」

「普通の演劇やりたい生徒はそっち入るんだよ」

　沙樹さんが最初から『宝たから塚づか部』でも起ち上げた方が平和的だったんじゃないの？

「今の演劇部の雰囲気すごいよねえ、裏方までみんな女の子」

「たしか人手足りなくなって役志望の娘こもけっこうたくさん裏方に回ってるんだって」

「うわあ、それで音響とか照明の係も可か愛わいい娘ばっかりなんだ」「ぜいたくー」「ちょっともったいないよねえ」

「それより牧まき村むらくん、沙樹さまとどういう関係なの？」と葉は山やまさんが僕の顔をのぞき込んでくる。他の女子たちの顔色も一変した。

「そうだそうだ！　なんか怪しい会話してた！」「なんであんなに親しげなの？」

「教室までわざわざ来るなんて！」「姫ってなに？」

　けっきょく話を戻されてしまった。僕はあることないこと言ってごまかしながら教室を逃げ出した。







　演劇部室は文化系部室棟ではなく、芸能科校舎の一角にあった。衣装保管や着替えや練習の場所確保のため、二年前に移転したのだそうだ。実績さえあればたいがいの要望が通ってしまうのが白はく樹じゆ台だい学園である。

　普通科以外の校舎はどこもよそ者を拒むようなその学科特有の雰囲気が漂っているものだが、芸能科はとくにそれが強い。みんな制服を着崩したりワンポイントの目を惹ひくアクセサリをつけていたりするし、視線の圧力も高い。玄関から一歩入ると全身をチェックされているような錯覚に陥るので息が詰まる。部室は四階にあったので、僕は大勢の芸能科生たちにじろじろ見られながら階段を長々と上らなければならなかった。

「ひかげ姫、よく来てくれたね」

　四階に上がってすぐのところで沙さ樹きさんと鉢合わせした。これから稽古の予定なのか、古風な青年貴族の衣装を着ていて、ぞっとするほどきまっていた。

「すまないが、ちょっとレッスンルームの予約手続きをしてこなくちゃいけないんだ。すぐ戻るから中で待っていてくれ」

「え、あ、はい」

　沙樹さんは、演劇部、というプレートの掲げられたドアを開いて僕を中に押し込み、廊下を行ってしまった。

　十二畳くらいの部屋だった。大きな会議用の机をパイプ椅子が囲み、壁にロッカーが並んでいる。この面積だけでも部室としてはあり得ないくらい広いが、左右の壁のいちばん奥にそれぞれひとつずつドアがあって「更衣室」「倉庫」とドアプレートがついている。部室ももらえていない零細同好会の人間が見たら嫉妬で卒倒しそうな贅ぜい沢たくさだ。幸い、室内は無人だった。他にだれか部員がいたら気まずくてしょうがない。

　しかし、手持ちぶさたの僕がパイプ椅子に腰を下ろしたとき、更衣室の方から女の子の話し声が聞こえてきた。

「ねえ弥生やよい、いいかげん自覚したでしょ？」

「もっかい動画で観みる？」

「ほらあ、沙樹さまにかぶるのこれで三度目よ三度目」

「せりふも嚙かみ嚙みだし」

　更衣室のドアがわずかに開いているせいで声が丸聞こえなのだ。僕は好奇心に勝てず、ドアに近い椅子にそっと移って中をちらと見る。

　色とりどりのドレス姿の女子生徒たちの背中が見える。肩がふくらんで腰がちょっと心配なくらい締まった古めかしい服なので、舞台衣装だろう。長椅子に座った白いドレスの娘こを、他の四人が囲んでいるという構図に、僕は早くも自分の下世話な好奇心を後悔し始めていた。これは見てはいけない修羅場では……。

「どうしてあんたみたいなのがジュリエットに選ばれたのかわかんない」

「弥生、文化祭で沙樹さまの相手役を演やるっていうのはたいへんなことなのよ？」

「泣いてたってなんにもならないでしょ」

　だめだ。これはだめだ。出直そう。僕が物音を立てないようにじりじり更衣室から離れようとしていると、廊下側のドアが開いた。

「ひかげ姫、待たせたね」

　沙樹さんが帰ってきてしまった。おまけにその声を聞きつけたらしく更衣室のドアも開いて四人の女の子たちが出てくる。

「沙さ樹きさま！」「沙樹さま、お帰りなさいませ！」

　それぞれ満面の笑みで駆け寄ってこようとした彼女たちは僕に気づいて顔をこわばらせ、足を止める。

「あー、ええと、総務執行部のものです」

　たったいま沙樹さんと一緒に部屋に入ってきたばかりで立ち聞きなんて一切してませんよ？　というオーラを必死に発しながら僕は言った。

「文化祭のことでちょっと沙樹さんとお話があって来たんです、お邪魔してすみません」

　説明しても、肌に刺さる不審そうな視線がやわらぐことはなかった。

「みんな衣装合わせをしていたんだね？　きれいだよ」

　沙樹さんが両腕を広げて僕の前に出る。

「希のぞ美み姫、黒のアクセントがフォレ・ノワールのようなビターな甘さだね、素敵だ」

「真ま梨り香か姫、健康的なお日様色がチュイール・オ・ザマンドの歯触りだね、可か愛わいい」

「杏きよう子こ姫、溶け出した赤がムース・オ・フレーズの甘酸っぱさみたいだね、最高だ」

「瞳ひとみ姫、よもぎ色のラインはエクレア・テ・ヴェールの上品な味わいだね、美しい」

　一人ずつほめちぎった上にハグして頰や額にキスを浴びせるものだから、みんなぽうっとした顔になって僕の存在なんて忘れてくれたようだった。

「ああ、弥生やよい！」

　最後におずおずと更衣室から出てきた娘こを見つけ、沙樹さんは声を弾ませる。さっき四人に囲まれていた白いドレスの娘だ。やや露出が多く現代風に造られた可か憐れんなドレスがよく似合ってはいるけれど、顔立ちもショートボブの髪型も目立たない感じのおとなしそうな印象だ。

「私のジュリエット、白のドレスと最高にマリアージュだよ」

　弥生、と呼ばれた彼女の目元に、僕はかすかな涙の痕跡を見つける。他の四人の女の子たちが、沙樹さんと弥生嬢とを見比べて複雑そうな表情を浮かべるのも見逃さない。

「みんな先にレッスン室に行っててくれないか。私はひかげ姫との相談ごとが終わったらすぐに行くから」

　女の子たちが部室を出ていき、沙樹さんと二人きりになっても、僕はしばらく廊下を遠ざかっていく足音に耳を澄ませていた。さっきのことを沙樹さんに言おうか、どうしようか、告げ口みたいで感じ悪いな……と悩んでいると、彼女の方が先に口を開く。

「最近、ひなたとは逢あっているの？」

「……え？」

　ああそうだ、姉貴の話の続きをしたがってたんだっけ。

「いや、ぜんぜん。僕、入学してから一度も実家に帰ってないんです。逢あう用事もとくにないし」

「どうして。あんなに美しく気高い女性を姉に持つ幸運に恵まれているのに、それに浴しようとしないの？」

　僕は苦笑を返し、しばらく言葉を口の中で転がした。

　姉のことを話題に出されても、昔ほど──動揺しなくなった。かつては、自分が動揺していることさえ認めようとしなかったのに。

「美しくて気高いからじゃないですか」と僕は冗談まじりに答えた。「もう十何年も見てる相手だし、べつに逢あっても感動するわけじゃないですよ」

「私はひなたと一緒にいて毎分毎秒感動できる自信があるよ」

　そりゃけっこうなことですね。

「どうだろう、女になって私の妻になるという話、真剣に考えてくれないか。そうすればひなたは私の義姉になるから今よりも近づける」

　真剣に考えろ、はこっちのせりふだ。常識とかを。

「べつに僕が男のままで結婚したって同じ結果じゃないですか。……あっ、いや、あくまでも仮定の話ですよ結婚したいって言ってるわけじゃないですよ？」

　沙さ樹きさんが「その手があったか」みたいな顔をしてにじり寄ってきたので僕は必死に言いつくろった。

「と、とにかく、沙樹さんが姉貴大好きなのはわかりましたけど、僕になにか求めても無駄ですよ。姉貴は僕なんて大して気にもしてないんだし」

「そんなことはない。私が白はく樹じゆ台だい生だと知ってから、ひなたはきみの話しかしない」

「え？　いや、あの、それは、共通の話題だからでしょ」

「共通の話題は他にもたくさんあるよ。でも最近は弟自慢ばかりだ」

「ええと、それは……」

　自慢？　姉が僕を？

　ぐるぐる考えているうちに、ここになにをしにきたのかわからなくなってきた。僕は両手で自分の頰を何度か叩たたいて、あてどない迷いを追い払った。

「その話は、きりがないからやめましょう。僕の方からもお願いがあって来たんです」

「妻の頼みは喜んで聞くよ、マイスウィートチェリータルト」だれが妻だ。

「文実からの伝言なんですけど。沙樹さん、ミスコンに芸能科の卒業生を連れてくるつもりなんですよね？」

「美み園その姫の対抗馬になりそうな強烈にキュートなエンジェルをね」

「強烈にキュートなのはけっこうなことなんですけど、いわゆるアイドルは遠慮してほしいなって思うんです」

　警備上の問題だと説明すると、意外にも沙樹さんはすんなり納得してくれた。

「わかった。私のエンジェルを無粋な群衆に傷つけさせるわけにはいかないしね。もうすでに候補を何人かに絞っていたのだが、考え直そう。さて……だれにするか」

　そこで僕はふと思いついて言ってみた。

「あのですね、沙さ樹きさんが自分でミスコンに出るのは考えないんですか？」

　沙樹さんはきょとんとした顔になった。

「私が？　無理だよ」

「どうしてですか？　沙樹さんくらい人気があれば美み園その先輩に対抗できるんじゃ」

「私は妻がたくさんいるからミスじゃない」

　ああはいはい。







　その夜、薫かおるくんが寮の部屋に戻ってきたのは午後十一時を回った頃だった。とっくに門限を過ぎているので、窓から入ってくる。僕は手を貸して彼の小さな身体からだを部屋に引っぱり込んだ。

「ありがとうございます……きゅぅ」

　困こん憊ぱいしていた薫くんはそのまま僕の腕の中に倒れ込んでくる。

「文実のミーティングだったの？」

「はい。話し合うことが多すぎて。今日中に決めちゃいたいこともいっぱいあって、下校時間過ぎちゃっても電気消してこっそり会議してました」

　修学旅行気分だな。薫くんが僕の胸に顔をうずめてそのままむにゃむにゃ眠ろうとしたので、僕はベッドまで運んだ。

「でもけっきょく決まんなかったです……どうしよう……」

　薫くんはベッドの上で何度も寝返りを打つ。

「なにか問題でも出てきたの？」

「人気公演のチケットです。例年すごい争奪戦になるらしいんですけど、今年はとくに演劇部が過熱しそうで、どうやってさばこうかなあって」

　どれくらいの争奪戦になるのか聞いてみたらたしかに凄絶だった。文化祭は朝九時に始まるのだが、日の出前からすでにゲート前に待機組が何百人とたまり、開門と同時に雪な崩だれ込み、整理券配布所に突撃するのだそうだ。

「抽ちゆう籤せんにしちゃおうっていう案も出てます。でも今年はぼくらの告知なんて見てくれない人がいっぱい来そうで。月つき島しま沙樹さん、最近ものすごい人気急上昇だし」

「そうなの？」

「出てるＣＭができがよくて話題になってるんです。ドラマも当たったし……ああ、だめですよね、活躍してるんだから喜ばないと」

　ほんとにいい子だなあ、としみじみ思う。朱と鷺き子こさんが過保護になる気持ちもわかる。できのいい姉の下でも、こういう素直な弟が育つこともあるんだな、と無用な比較をしてしまう。

「せんぱい、どうしたんですか。そんな、じっと見つめられるとどきどきしちゃいます」

　薫かおるくんが毛布で顔を半分隠す。考えごとをしながら凝視していたらしい。

「あ、ああ、ごめん」

　こっちも照れくさくなって顔をそむけた。

　ベッドのそばまで椅子を持ってきて腰を下ろす。昼間の沙さ樹きさんとの会話がまだ胃袋の少し上あたりにわだかまっている。それで、なんでもいいから薫くんと話したい気分だったのだ。

「薫くんは、さ」

「はい？」

　なにを訊きいたものか、自分でもよくわからず、かなり長い間言葉に迷った。薫くんの戸惑いも伝わってくる。

「朱鷺子さんとは昔から仲良かった？」

「はい！　ぼく、ねえさま大好きです。ねえさまもすごく優しくしてくれます。ぼくが白はく樹じゆ台だいに入りたいって言ったら週に何度も寮から帰ってきて勉強みてくれました」

　これは僕と比べれば比べるだけみじめになるのではないか、と思いつつ質問を続ける。

「あんな優秀なお姉さん持ってると大変だったりしない？」

　訊いてしまってから、なんという愚問だと後悔した。薫くんは僕とちがって本人も姉に負けないくらい優秀じゃないか。

「大変じゃないですよ？」

　案の定、薫くんは質問自体が意外というような顔をする。

「ねえさまの弟でよかったって思うことばっかりです」

　いかん、この話を続けてるとどんどん気持ちが沈んでいく。

「ねえさまはぼくの目標の一人ですから。ねえさまみたいにみんなに頼られる人になりたいです。ぼく、実行委員長やってますけど、まわりのみなさんに助けられてばかりで」

　目標、か。

　姉みたいになりたい、なんて考えたこともなかった。届かないとか追いつけないとかそういう悔しささえも抱かなかった。星はただ見上げるだけのものだ。彼我の間に横たわる距離が何千光年なのかなんて気にしないし、たどり着きたいなんて思うこともない。それと同じだ。

　ああ、なるほど。僕は実は、姉と自分を比べたことなどなかったのだ。そもそも比べるほどに牧まき村むらひなたという人物を知らないのだ。真面目に向き合って話したことも、思い返してみれば一度もない。喧けん嘩かもしたことがない。腕でも口でも相手にならなかった。

　僕がいくら煙たがってもちょっかいをかけてきたのは、できの悪い弟をいびっていたわけではなく、僕を知ろうとしていたんじゃないだろうか。

　わからない。

　今すぐ姉に電話をかけて訊きけばいいのに、あっちだってめちゃくちゃな時間によく電話してくるのだからおあいこにできるのに、そんな勇気は出てこない。それができる人間はそもそも姉への劣等感で悩んだりしないだろう。

　ふと気づくと薫かおるくんは寝息をたてていた。僕はそうっと彼のブレザーを脱がし、ネクタイを外してやり、肩まで毛布をかける。

　まるで眠る気になれなかったが、電気を消してベッドの上段にのぼった。
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　ジュリエットが生徒会探偵のもとにやってきたのは、その数日後、いよいよ文化祭まで一週間を切った忙しい金曜日のことだった。彼女が生徒会室の大扉を開いておずおずと入ってきたとき、会長も美み園その先輩も出払っていて僕ひとりだった。

「なにかご用ですか？」

　僕は書記デスクを立って彼女に歩み寄った。どこかで見たことがあるな、と一瞬感じたけれど思い出せなかった。ふんわりしたボブカットのおとなしそうな女の子で、クラス章を見ると意外なことに芸能科だ。高等部一年生だから僕と同年代のはずだけれど、中学生に見えてしまう。

「あ、あの、……私のこと、……お、憶えてない、ですよね、やっぱり」

　彼女はたどたどしい口調で言った。やっぱりどこかで逢あっているのか、と僕は記憶を探るのだけれど、出てこない。彼女の上目遣いにこっちが申し訳なくなってくる。

「その、……演劇部で……」

「ああ！」

　記憶がつながり、思わず大きな声を出してしまった。彼女はびくっとする。

「あの、ジュリエット役の人ですよね」

　そう言うと彼女は恥ずかしそうに両手で顔を覆ってうなずいた。沙さ樹きさんを訪ねたときに演劇部室で見かけた真っ白な衣装の娘こだ。名前はたしか──

「森もり下した弥生やよいっていいます、その、……一応、芸能科です」

　一応なんてつけてしまう人はますます芸能科に向いてないのではないだろうかと思ったがもちろんそんなことは黙っている。

「なにかありましたか？　沙樹さんがなにか用とか？」

「い、いえ、あの、……これ、月つき島しま先輩には絶対に内緒にしてください、お願いします」

　弥生やよいさんは何度も頭を下げた。

「内緒、って、いや、なんのことですか」

「その、書記さんは、助手、なんですよね」

　顔を上げた彼女の瞳には切実そうな色が浮かんでいる。

「……生徒会探偵、のことですか」

「そう、そうです、それです、お願いしたいことがあるんです」

　ドアの軋きしみが背後で聞こえた。会計室のドアが細く開いて、白と黒のリボンの先がちょこっとのぞいていた。あいかわらず依頼に関しては地獄耳だ。







「……変なことが続けて起きたんです」

　暗い会計室の雰囲気とキリカの無愛想な態度にすっかり萎縮してしまった弥生さんがやっとのことで口にしたのはそんな言葉だった。キリカの冷ややかな視線に、またも口をつぐんでしまう。

「それだけじゃわからない」キリカは不機嫌そうに言う。「早く具体的に話して」

「は、はい、すみません」

　弥生さんはますます縮こまる。

「無駄なく順序立てて、とか気にしなくていいですよ」と僕は助け船を出す。「ある程度話が見えたら、話しやすいように整理したり質問したりしますから」

「そ、そうですか」

　ぎこちない笑顔が返ってくる。ほんとにこんなんで舞台に立てるのだろうか。しかもヒロインとして。

「最初は、変な手紙が来るだけだったんです」

　教室の机やロッカー、靴箱などに、藁わら半ばん紙しやノートのページなどに書かれたメッセージがねじ込まれているという事態が頻発したのだという。

「中身は、その……『沙さ樹きさまに近づくな』とか『ジュリエットやめろ』とかそういう」

「ジュリエット役に決まってから手紙が来るようになったってこと？」

　僕が質問を挟むと彼女はぶんぶんうなずいた。

「そうです。……まさか私がジュリエット演やれるなんて全然思ってなくて、月島先輩に言われて大喜びしてたら、その……次の日だったんです」

「その手紙はどこにあるの」とキリカが訊たずねる。

　弥生さんはこわごわとポケットから折りたたんだ紙の束を取り出す。ルーズリーフや藁半紙、ファクス用紙だ。ボールペンだの鉛筆だので文章が手書きされている。




『沙さ樹きさまに近づくドロボウ猫　ジュリエットになったからって調子に乗るな　死ね！』

『ジュリエットやめろ　おまえみたいな大根には無理』

『不細工　沙樹さまが汚けがれる　ロミオとジュリエット絶対中止』




　キリカの反応をちらとうかがう。探偵はさっと一読し、無表情のまま手紙を机のキーボードの隣に置いた。

「手紙の他にはなにが起きたの？」

「……他には、上履きがなくなってたことが一回と、教室の私の机が引っ搔かき傷だらけになってたのと、……トイレに閉じ込められたのが一回ありました」

「閉じ込められた？　ってどういうこと？」と僕は訊たずねる。

「ドアに外からモップでつっかい棒がしてあったんです」

「ああ、なるほど」

「それだけ？」キリカの訊きき方はさっきから刺とげ々とげしい。

「それくらい……です」

「それで」キリカの声が一段階低くなる。「こんなことをする相手に心当たりは？」

　弥生やよいさんは両手をもじもじすりあわせる。

「……月つき島しま先輩は、その……すごく人気あるし、私には、すごく良くしてくれたけど、でも私ぜんぜん目立たないし、ジュリエット演やれるような実力ないと思うし、それで、私が選ばれて怒ってる人は……いるんじゃないかと……思います」

　少し迷ったが、僕は口を開いた。

「あの、ごめん、僕が演劇部室に行ったときさ。……更衣室でみんなに囲まれてるとこ、見ちゃったんだ」

　弥生さんは目を見開き、かあっと赤くなり、目に涙がみるみる溜たまる。

「あれ、演劇部の共演者の人たちだよね。だいぶきついこと言われてたよね」

「あ、あれはっ、私が下手だから、その」

　キリカが僕のブレザーの裾を引っぱるので、慎重に言葉を選びながらあのときのことを説明する。聞き終えたキリカは弥生さんに向き直る。

「あなたがジュリエット役に選ばれたということを翌日までに知ることができたのは演劇部の人間だけ？」

　弥生さんは何度も視線をさまよわせてから、やがて小さくうなずく。

「たぶん……」

　その証言の意味に気づいたのか、あわてて付け加える。

「でも、みんなそんなことするような人じゃないです。私ぜんぜん下手くそなのにジュリエットに決まっちゃったから、心配して指導してくれてるだけで」

「ジュリエット役はどうやって決まるの」

「部内で希望者募って、月つき島しま先輩の前で演技してみて、あとは先輩が決めます」

「その、更衣室であなたを責めていた四人というのは、ジュリエット役には立候補していたの？」

　弥生やよいさんはぎこちないしぐさでうなずく。

「みんな、私よりずっと上手くて……だから、私なんてやっぱり無理だと思ったんですけど、先輩は私を……」

　僕も無理だと思う。まともにせりふを言えるかどうかも怪しい。となるとこれって沙さ樹きさんの依え怙こ贔ひい屓きじゃないのか。

「弥生さんは、沙樹さんに、つまりその……個人的にすごく好かれてたみたいですけど」

　僕はあの日の演劇部室でのやりとりを思い出して言った。

「え？　い、いえ！　全然そんなことないです。月島先輩はだれにでも優しいし、そのぅ、だれにでもああいうことをしちゃう人なんです」

　そういやそうだ。他の四人にも抱きついたりキスしたりだったっけ。むしろ弥生さんに対してはスキンシップがなかった。

「ひかげにもしてた……」キリカが恨みがましい声で言う。

「そ、それは今言わなくてもいいだろ！」

　ほら弥生さんが不審がってる顔してるし！

「詳しく調べるなら、もっと話してほしいことはあるけれど。その前に」

　キリカはそう言って、弥生さんに視線を押しつける。

「わたしになにを頼みたいのか確認したい。わたしは探偵だから、探すのが仕事。いやがらせの犯人を見つけることならできる。でも、やめさせることはできない」

「そっ、そう──なんですか？」

　弥生さんは目を潤ませ、両手の指を何度もからませたりほどいたりした。

「私っ、べつにっ、……だれがこんなことしたのかなんて、知りたくないです。怖いし。ただ、生徒会探偵さんなら、なんとかしてくれるんだと思って、それで、それで」

　犯人を知りたくない、という気持ちは痛いほどわかった。同じ演劇部員かもしれないのだ。知らないまま事態が収まることを願うのも無理はない。けれどキリカはさらに冷たく突き放す。

「犯人を知った後で、あなたが直じか談だん判ぱんするか、職員室に訴えるか、あるいは警察に通報すれば犯行は止まるはず」

「だ、だめっ、だめです！」弥生さんは血相を変えてキリカに詰め寄る。「私自分でそんなこと無理だしっ、先生に言ったら月島先輩にまで知られちゃいます、あの人に知られたくないんです、私のせいでこんな馬鹿みたいなことが起きてるって、だから、だから、そんな、警察なんてぜったいだめです！」

　唐突に噴き出した激情を、キリカは涼しい顔で受け流した。たぶんこの答えは最初から想定していたのだ。僕にだって弥生やよいさんがこう反応することはだいたい予測できたのだから、キリカにわからないはずがない。

　キリカは椅子を回して弥生さんに背を向ける。弥生さんの顔に絶望が浮かぶ。

　でも、探偵は依頼を突っぱねたわけではない。

　下請けに出したのだ。

「ひかげ。そろそろあなたの料金も決めたら」

　キリカの言葉に、僕は苦笑いを返す。真実を難なく見通す探偵とちがって、こちとら毎度毎度駆けずり回って四苦八苦してるんだよ。定額料金なんて決められないよ。

　弥生さんに、精一杯の営業スマイルを向ける。

「探偵の方と同じ料金で、僕が引き受けますよ」

　泣き虫ジュリエットの顔がぱあっと明るくなる。でもそこにキリカの声が飛ぶ。

「それじゃ調査料として全額わたしに流れるからひかげの儲もうけがゼロでしょ！」

　椅子をもう一度回して弥生さんの方に向き直ったとき、キリカの首の腕章はすでに半回転して《探偵》の二字を誇示していた。弥生さんに指を突きつけて言う。

「前払いは二千円、後払いなら二千三百円！」

　……僕の取り分かなりひどくない？　いや、金が欲しいわけじゃないんだけどさ。






４









　翌日、自分で探偵業務を引き受けることの恐ろしさを身をもって味わうことになった僕である。放課後、会計室に顔を出したらキリカがこう言ったのだ。

「ひかげが請けた依頼なんだから調査方針もひかげが考えて」

　当然といえば当然の話なのだが、困り果ててしまう。

「話が漏れないように調べるって……かなり難しくない？」

「なに今さら言ってるの」とキリカはあきれる。

　依頼人である弥生やよいさんは、とにかくぜったいに沙さ樹きさんや演劇部の他の部員たちに知られないように調べてほしい、と繰り返した。心配をかけたくないし、ここでなにか大問題に発展して文化祭での公演に悪影響があってはいけない、と。

　どうしろっていうんだよ！　とキリカに言ってもしょうがない。ありがたいことに、我が探偵は愚かな助手に対してアドバイスを出してくれた。

「とりあえず演劇部を見てきたら。あなたなら月つき島しま先輩に変に気に入られてるから見学も大丈夫でしょ。関係者が集まっているところを観察すればなにかわかるかも」

「あーうん、そうする……」

　会計室を出ようとした僕をキリカは意気込んで呼び止めた。

「女装させられて帰ってきたら生徒会室に入れないから！」はいはい。







　その日の演劇部は、公演会場である大ホールでドレスリハーサルの予定だった。衣装も大道具も音響照明もすべて本番そのままの、いわゆる通し稽古だ。

　舞台設営中の大ホールに赴いた僕は、舞台袖で実に意外な人物と遭遇した。ロミオの衣装で立つ沙樹さんの脇、えらく大胆なデザインの和服──丈が短くて脚が太ももまで見えており、胸元も大きく開いて、帯が蝶ちようの羽のように派手に広がり──をまとってカメラのフラッシュを浴びている女性は、朱と鷺き子こさんだった。結った髪に丹に塗ぬりの櫛くしと簪かんざしがなまめかしい。

「すばらしいよ、朱鷺子姫。世が世なら吉よし原わらに咲く大輪の牡ぼ丹たん、城も国も傾くほどの美しさだよ」

「ちょっと月島さん、衣装合わせだけじゃなかったの？　どうしてこんな写真まで撮ってるのよ、聞いてな──」

　舞台袖に入ってすぐのところで呆あつ気けにとられて固まっていた僕と、朱鷺子さんの目が合う。たちまち彼女の顔は真っ赤に染まった。

「牧まき村むらくんっ？　ち、ちがうの、これ、これはねっ」

「あーはいはいポーズ崩れてますよ」カメラマンさんがたしなめる。「背筋伸ばしてもっとあご引いてねーはい良いよーキュートだよーもう一枚」

「おや？　ひかげ姫」

　沙さ樹きさんが僕に気づいて寄ってきた。

「どうしたの？　婚姻届と手術同意書を持ってきてくれたの？」

　なんの手術だ。生々しいからやめろ。おかげでちょっと冷静に戻れた。朱と鷺き子こさんと沙樹さんを見比べ、なにから訊きこうかと迷っている間に沙樹さんが教えてくれる。

「ああ、朱鷺子姫のあまりのあでやかさに驚いているんだね。本番まで秘密にして狐こ徹てつ姫を心底驚かせたかったが、見られてしまってはしかたない。私のプロデュースする本年度のミスコン秘密兵器は朱鷺子姫に決まった」

「ええええええええ」

　奇声を発した僕を、舞台裏で忙しく行き来している演劇部員やホールスタッフたちがきつくにらんでくる。朱鷺子さんは恥ずかしそうに顔をそむける。

「な、なんで朱鷺子さんが」
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「色々考えたが」と沙樹さんは言う。「アイドルがだめだと言われると他に選択肢がなかった。美み園その姫の黄金の輝きに対抗できるのは朱と鷺き子こ姫の射ぬ干ば玉たまの艶だけだよ」

「じゃあ校外参加の話はなんだったんですか……」

「結果的に私にとっては無意味になってしまったね。いいじゃないか。野に咲く名も知らぬ美しい花を愛めでる機会が増えたんだ」

　いやまあいいんですけど……。

「今日のリハには私の懇意にしているスタイリストとメイクとカメラマンが来てくれていてね、ちょうどいいから朱鷺子姫の衣装合わせも済ませようと思ったんだ」

　僕は朱鷺子さんに目を移す。

「な、なによ」

「いや、その……」

「そろそろリハが始まるから、二人とも観みていってくれないか。本番を観る余裕なんてないだろう？」

「ちょ、ちょっと月つき島しまさん、私の服このままっ？」

「朱鷺子姫の艶あで姿すがたが客席にあるかと思うと演技にも熱が入るよ」

　沙さ樹きさんは僕らを客席の方に押し出した。ドアが締まる寸前、舞台裏に弥生やよいさんの姿がちらと見えた。一瞬だけ目が合い、彼女は目礼してきた。

　ドアが閉まり、ホール天井の電灯が次々と消えていき、照明機器のチェックが始まる。僕と朱鷺子さんは顔を見合わせ、しかたなく八列目あたりの席に並んで座る。客席には他にも見慣れない男たちが何人かいた。みんな入校許可証と社員証を首からぶらさげているので、おそらくマスコミ関係者だ。リハーサル段階ですでに取材が入るのか、と僕は感嘆する。さすが御お白しら穂ほ祭まつりの目玉のひとつだ。

　それにしても……。

　隣の席で朱鷺子さんが短い和服の裾を引っぱって膝を隠そうと無駄な努力をしている。

「寒くないですか、それ」

「少し寒いわ」

　もう十月も終わろうとしているのだ。僕はブレザーを脱いで朱鷺子さんの膝にかけてやった。朱鷺子さんは目を丸くする。

「あー、すみません、僕の汚い制服で」

「そ、そういうんじゃないわよ。……ありがとう」

「本番は屋外ですよ。いつもみたいにストッキングもはいといた方が」

「私もそう言ったけど、素脚の方がぜったいに有利だって月島さんが言うから」

　舞台上では、その沙樹さんが忙しく上かみ手てへ下しも手てへと行ったり来たりしながら指示を出している。

「そもそもなんで出ることにしたんですか。しかも沙樹さんと組んで」

　水着審査がいやだから出ないって言っていたのに。

「考え直したの。選挙のために」

「選挙？」

「投票までに少しでも人気を上げておきたいし、敵になる竹たけ内うちさんに文化祭で勝っておくのはイメージアップが期待できるでしょ」

　勝っておく、という力強い言い方に僕が感心したのに気づいたのか、朱と鷺き子こさんはあわてて付け加えた。

「必ず勝てるなんて思ってるわけじゃないわよ。相手は竹内さんだし、狐こ徹てつもついてるし、四分六くらいで私の方が不利だと思う。だから月つき島しまさんと組んだの。負けて評判が落ちるリスクもあるけど」

「沙さ樹きさんと組むって、どっちが言い出したんですか。あっちが誘ってきたんですか」

「私から頼んだのよ」

　僕は息をついた。ほんとに大した人だ。その策を思いつくのもすごいし、実行しようと思い切れるのはもっとすごい。さすが、あの天てん王のう寺じ狐徹の右腕を三年間も務めていただけある。

「……それくらいじゃないと会長には勝てないですよね……すごいな。僕なんか、口ばっかりで……真似できないです」

「あっ、あなたまで女装してミスコンに出なくてもいいのよっ？」

　そういうことじゃねえよ。もう女装引っぱるのやめてくれませんかね。

　目の前で緞どん帳ちようが下りていく。テストを終えた各種ライトも消えて、僕と朱鷺子さんを暗闇が包む。咳せき払ばらいと衣きぬ擦ずれと床板のかすかな軋きしみが張り詰めた、開演前の沈黙。

　それで、あなたはどうするの？

　声にならない朱鷺子さんの問いが、かすかに触れあった肩から伝わってくる。同じことを何度もくどくど訊きいてくる人ではないのだ。その心遣いは嬉うれしかったけれど、僕は序曲を聴きながらずっと考え、訊かれてもいないことを答えた。

「どうやったら勝てるのか、わからないんです」

　悲恋を予感させる弦楽のすすり泣き。

「手立てが見つからないって意味じゃなくて、つまり、……どうやったら僕の勝ちになるのか、ゲームのルールがまだ見えてないんです」

　朱鷺子さんの進む方向はとてもわかりやすい。生徒会選挙という、天王寺狐徹が最も得意とする戦場で対立し、票数で打ち負かす。シンプルだ。そして高等部二年生の二人にとっては今年が最後の選挙。園内政治の場で会長と戦える最後のチャンスなのだ。

　僕も同じ手段に出るのはまったく現実的じゃない。第三候補として立っても勝ち目はゼロだ。

　それならどうする？

　言葉の端さえも見つからない間に、幕が上がった。

　銃声、飛び交う閃せん光こう、闇の中で踊りながらもみ合い、絡み合い、ほつれては倒れる若者たち。僕は息を吞のみ、衝撃的な第一幕第一場に見入った。新演出による『ロミオとジュリエット』は、貴族趣味的な装飾と激しい銃撃戦とが織りなす異様な幻想劇だった。沙さ樹きさん扮ふんするロミオは両手に握る白い壮麗な二丁拳銃を駆使してキャピュレット家の者たちを次々に薙なぎ倒していく。シェイクスピアの書いたせりふは極限までそぎ落とされ、息をつく間もない凄惨な殺し合いがそれにとって代わっている。演者が全員女性であることが、血なまぐささを危ういバランスで耽たん美びの境界線上に留とどめている。

　やがて舞踏会の場面が訪れる。入り乱れて踊る両家の者たちの間で、右に左にと押し流されながらもお互いを求めて手を差し伸べ合う運命の恋人同士。僕は沙樹さんのロミオよりも、ジュリエットに惹ひきつけられた。折れそうなくらい細く白い少女の姿が、無数のシルエットの合間に吞まれ、ひらめき、スポットライトの切り裂いた隙間から現れ出る。ほんとうにあの弥生やよいさんなのか、と僕は疑ったほどだ。僕とキリカの前で縮こまって泣きそうになっていた頼りなさそうな娘こ？　ロミオと見つめ合い、恋の火花を振りまくジュリエットを見ていると、沙樹さんが弥生さんを選んだ理由が痛いほどわかった。どうして弥生さんはあんなに自信がなかったんだろう。こんなにも、見ているだけで胸の奥が切なくなってくる完璧なジュリエットなのに。

　幕間で、朱と鷺き子こさんが熱っぽい息をついた。

「……すごいわね」

　僕もうなずいた。他に言葉が出てこなかった。

　これは、毎年チケットが争奪戦になるのも無理はない。月つき島しま沙樹はただ王子様めいた美貌だけで人気を得てきたわけじゃない。一流なのだ。そして、と僕は弥生さんの持ってきた手紙を思い出す。あんな行為に走るほどの狂信者を生み出すのもまた無理はない。

　僕も、そしておそらく朱鷺子さんも、ここにやってきた当初の目的などすっかり忘れて第二幕を待った。事件はそこで起きた。第二場、あの最も有名な夜の窓辺のシーンだ。キャピュレット家の庭園に忍び込んだロミオは、二階の窓に現れたジュリエットを見つける。第一幕のめまぐるしさが噓うそだったかのように、シェイクスピアの美しい筆致を忠実に再現するロミオのせりふ。

　やがてジュリエットが手すりに爪を立てて身を折り、悲嘆する。

「ああ、ロミオ様、ロミオ様！　なぜロミオ様でいらっしゃいますの、あなたは！」

　その瞬間だった。彼女がつかむ手すりがぐらりと傾き、驚きよう愕がくの表情がジュリエットの仮面を内側から砕く。根本から外れた手すりの残骸とともに弥生さんの身体からだが数メートルの高さから投げ出される。

　ひざまずいていたロミオ──沙さ樹きさんが床を蹴って立ち上がり、地面に叩たたきつけられる寸前の弥生やよいさんに飛びついた。すさまじい音がしてセットが揺れ、やや間を置いて舞台裏から引きつった悲鳴が聞こえる。

　真っ先に動いたのは朱と鷺き子こさんだった。僕の膝を跳び越え、舞台に駆け上がる。

「月つき島しまさんっ？」

　僕もパイプ椅子に脚をぶつけながら後を追う。

　沙樹さんは弥生さんの下敷きになっていたが、僕らの足音を聞いてすぐに弥生さんの腰に左腕を回し、立ち上がって引っぱり起こす。

「どう、弥生、怪け我がは？」と平然とした顔で訊たずねる。

「私は……ぃたた」

　弥生さんも脚をかばう感じで身体からだを傾け、顔を歪ゆがめる。

「だ、大丈夫です歩けます、それより月島先輩は」

「私は全然大丈夫だよ、それよりも私の可か愛わいい仔こ猫ねこが心配だ」

「沙樹さまっ」「沙樹さま、大丈夫ですか！」

　舞台裏からも女の子たちが走り出てくる。集まってくる部員を沙樹さんは視線の一ひと薙なぎだけで立ち止まらせた。

「近づかないように。まだ崩れるかもしれない。私は弥生を保健室に連れていく」

「だっ、大丈夫ですってば先輩」

「だめだ」沙樹さんは弥生さんを頰へのキスで黙らせた。他の部員に向き直る。「美術部にすぐ来てもらってくれ。今日の稽古は中止だ」

　沙樹さんは弥生さんの手を引いてさっさとホールを出ていってしまった。音響スタッフや照明スタッフも下りてきて口々に不安とおびえを吐き散らす。裏方も含めて部員がみんな女子なので舞台の上は異様な雰囲気がいや増した。

　そのとき、僕はたしかに聞いた。上かみ手ての舞台袖のあたりだ。

「……だから言ったのに……ざまあ見ろ」

　僕は振り向き、闇に目をこらす。袖幕が揺れている。さっきまでそこにだれかいたのだろうか。聞き間違い？　いや、たしかに声がした。

　男の声だった。演劇部員ではない？

　舞台を横切り、幕をたぐって袖に入る。大道具と照明器具が並ぶ薄暗がりの中を女子生徒たちが血相を変えて行き交っている。ホールの外につながる鉄扉を開けてみた。蛍光灯が薄ぼんやりと照らす駐車場が目に入る。寒々しい夕風がまわりの樹々を騒がせている。人の気配はどこにもない。

「牧まき村むらくん！　どうしたの」

　声に振り向くと、朱鷺子さんが袖幕の陰からこちらをのぞいている。

「い、いえ、なんでもありません」

「すぐ文実に報告して。私はここを見てるから」

　そう言って彼女はすぐに顔を引っ込めた。みんな落ち着いて、危ないから大道具から離れて、と指示する声が幕越しに聞こえてきた。







　その夜も薫かおるくんが寮の部屋に戻ってきたのは門限を一時間以上過ぎた頃だった。演劇部の件であちこち走り回ったのだろう、くたびれはてていた。

「とにかく、ジュリエットさんに怪け我ががなくてよかったです……」

　青ざめた顔で薫くんは息をつく。

「もしおおごとになっていたら、最悪、演劇部の公演が中止になってたかもしれません。安全確認が甘かったんじゃないかって先生にいっぱい絞られちゃいました」

　かなり参っている様子だったので、これ以上心労の種を増やすようなことを言うのもどうかと迷ったけれど、けっきょく弥生やよいさんからの依頼について打ち明けることにした。

「そ……んなことが……あったんですか」

　薫くんもショックを隠せないようだった。ベッドの僕の隣に腰を下ろす。

「まさか、その、……手すりが壊れたのも、だれかの……」

　言いにくそうに薫くんは言う。僕は考えなしにうなずくわけにもいかず、言葉を濁す。

「そうと決まったわけじゃないけど」

「うううん……」

　薫くんは困り果てて僕の膝にころんと頭を預けた。

「せんぱい、そのいやがらせ止められますか？　せんぱいなら超一流の詐欺師だし」

「人をいやがらせのスペシャリストみたいに言わないでくれる？」薫くんの中の僕ってどういう位置づけになってるんだろう。「手紙が三通あるんだけど、どれもちがう人が書いたっぽいんだよね。複数犯だとするとだいぶ厄介だよ。上履きとか机とかも同一犯だとは限らないし、このうえ……」

　大道具に細工、とは僕も口にしたくなかった。いやがらせの域を超えて命に関わるし、演劇部内の犯行という線が濃くなる。でも無視するわけにはいかない可能性だ。

「沙さ樹きさんに知られないように、っていうのが難しすぎるよ。キリカなら現場に行って関係者にざっと事情聞けばすぐ真相がわかっちゃうのかもしれないけど、生徒会探偵がそんなことしたらやばい事件なんだって勘ぐられるし……」

「せんぱいもキリカねえさまの助手として有名ですから、勘ぐられますよね」

「うん……まあ」

「じゃ、ぼくが調べます」

「え？　薫かおるくんが？　いや、それは」

「文実として今回の事故を詳しく調べる、っていう名目で、あるていどはあやしまれずにつっこめます」

「そうか。でも忙しいんじゃないの、文化祭まであと三日だよ」

「文化祭の成否にかかわるんだからぼくの仕事ですよ！」

　ああ、こういう子が自然と人の上に立つ人間になるんだなあ、と僕は感心する。この子が三年早く生まれていたら天てん王のう寺じ狐こ徹てつを倒していたかもしれない。

「その、事故のときに舞台袖で聞こえたっていう、だれかの声ですけど」

「ああ、うん」

　あまりにもはっきりとした悪意の発露だったので、さんざん空耳を疑ってみたものの、やはり自分を偽ることはできない。たしかに聞いたのだ。

　──『だから言ったのに』

　──『ざまあ見ろ』

　警告を無視したからこういう目に遭った、という意味なのか。学園内にそういう人間が存在するという事実にぞっとした。

「男の人の声だったんですよね」

「それはたしかだと思う」

「ドレスリハに立ち会える人って限られてるから、文実の方で調べられます」

「えっ？　でも僕、平気でずかずか入っちゃったけど」

「それはせんぱいが沙さ樹きさんに気に入られてるから追い出されなかっただけです」

　マジか。つまり僕は今日そうとう無神経なことをしたわけか。他の演劇部員たちに白い目で見られていただろうに気づかなかったのか。

「ぼくも見習ってずかずか入って調べますね！」

「そんなとこ見習われても困る……」





＊






　成果はすぐにあがった。翌日の放課後、僕が会計室でキリカと調査方針についてもう一度話し合っていると、薫くんが飛び込んできたのだ。

「わかりました！」

　一瞬、なんのことを言っているのかわからなかった。たった今まさに、キリカに昨日の薫くんの申し出について説明していたところだったのに。

「だれだったか絞り込めたの？」

　キリカが訊たずねる。それで僕も、事故のときに舞台袖にいた男のことだとようやく気がつく。昨日の今日でもう調べ上げたのか。

「はい。演劇部のおねえさまたちに確認しました。昨日、リハ中に舞台裏に立ち入れた男性は一人だけです。高等部普通科二年の玉たま田ださんっていう人です。実際に上かみ手ての袖にいたところを複数人に目撃されてます」

「薫かおるくん僕より探偵助手に向いてるんじゃないの……」

　完璧な調査結果に僕は舌を巻いた。キリカは半身をこちらに向けたままキーボードに手を走らせ、生徒名簿を検索した。

「……玉田幸こう二じ。芝居部の部長」

　無表情な声でプロフィールを読み上げるキリカに僕は訊たずねた。

「なに、芝居部って」

「演劇部から離脱した男子部員が起たち上げた部活」

「あー、沙さ樹きさんに乗っ取られて逃げ出した人たちか」

　僕はそう言ってからはたと気づいて口ごもる。

　つまり、演劇部を恨む理由を持っているということだ。僕が耳にしたあの強い憎しみのにじむ言葉も、活動の場を奪われた者の怨えん嗟さだとすると納得がいく。そして復ふく讐しゆうのために舞台装置に壊れるような細工を施した……？　芝居部の他の部員たちも関与しているとすると複数犯であることとも辻つじ褄つまが合う。

　そこまで考えたところでキリカの冷ややかな視線に気づいた。

「え、ええと、なに？」

「またばかなこと考えてるんじゃないかって思って」

　なんという言いがかり。これまでの傾向からしてその通りなのかもしれないけど。

「どうせ、演劇部を追い出された人間なら恨みでなにをしてもおかしくない、とか考えてるんでしょ」

「その通りでしたけど？」

「薫。その玉田という人は、どういう理由でリハーサルのときに舞台袖にいたの」

「あ、それも演劇部の人に聞きました。芝居部は小ホールの方で公演やるんですけど、小道具を借りる約束してたらしくて、その話をしにきてたんだそうです」

「ううん……」

　リハーサルが始まってからもずっと見ていた理由にはなっていない。

「ていうか薫くん、そこまで詳しく調べちゃったらさすがに演劇部の人たちにもなにか裏があるんじゃないかって勘づかれるんじゃないの」

「大丈夫です。事故のこと変に言いふらさないように口止めして回ってるんだって説明したらみんな納得してました」

「薫くん詐欺師も僕より向いてるんじゃないの……」

　それなら現場にいた人間について根掘り葉掘り訊きいても疑われない。うまい手だ。

「でも、この玉たま田だって人、演劇部員じゃないわけだよね。弥生やよいさんに脅迫状が届いたのはジュリエット役に決まったすぐ次の日だから、部員じゃないと」

　キリカは肩をすくめる。

「やっぱりひかげは探偵に向いてない」

「……自覚はしてるけど。ええと、僕の推測まちがってた？」

　キリカの手が再びキーボードの上に走る。画面に表示されたのは、学園内ネットワークの匿名掲示板だ。演劇部の話題についてのスレッドに、こんな書き込みがある。

『ジュリエット決まった　芸一の森もり下した弥生』

　僕ははっとして書き込みの日付を確認する。弥生さんが言っていた、決定の当日だ。そこから『森下？』『マジあの大根なの』『ありえない』『えこひいき』といった書き込みが続いている。

　僕は息をついて髪の毛を搔かきむしった。これじゃ、容疑者は演劇部内に限定できない。ジュリエット役決定の書き込み自体はおそらく演劇部員のリークだろうけれど、閲覧は学園の人間ならだれでも可能だ。

「じゃあ、やっぱり玉田って人はそうとう怪しいってことになるよね」

「すぐ結論に飛びつかないで。まず──」

　キリカがなにか言いかけたときだった。会計室のドアが勢いよく開いて、血相を変えた美み園その先輩が飛び込んできた。

「たいへんです、これ！」

　彼女が手にしていたのはスポーツ新聞の夕刊だった。芸能欄のトップに、毒々しい色の見出しとともに写りの悪いモノクロ写真が掲載されている。




『月つき島しま沙さ樹き　妊娠？　超イケメン彼氏と産婦人科に』




　しばらく、その字面がいったいなにを意味しているのか理解できなかった。月島沙樹という四つの漢字が、今まさに僕らを悩ませていた美しきロミオであることもうまく吞のみ込めなかった。妊娠？　彼氏？　産婦人科？

　なんだこれ？

　視線だけが飢えた虫みたいに紙面を這はい回り記事文を咀そ嚼しやくしていく。カリスマ読者モデル出身で人気急上昇中の女優・月島沙樹（17）が、都内にある芸能人御ご用よう達たしのハイグレード総合病院の産婦人科病棟付近で、恋人と思われる二十代の男性と深刻そうに話しながら歩いているところを目撃され……。

　粗い写真を凝視する。手前はあきらかに沙樹さんだ。珍しく、白のポンチョにチェックのスカートと黒タイツという女らしいかっこうをしている。普段はしない女装をすることで変装しているつもりなのかもしれないが、印象的な横顔は見間違えようがない。その奥のもう一人、沙さ樹きさんよりやや背が高い野球帽にニットジャンパーの人物は写真が遠すぎて顔が見づらいが、どこか見憶えがあるような気がする。こちらもかなり美形らしいのは見て取れる。

　僕は我に返って目を上げた。そんな下世話な好奇心はどうだっていい。

「……これ……今日の新聞ですか」

「はい。さっき先生が持ってきたんです。ネットでももう大騒ぎになってます」と美み園その先輩が言う。「妊娠……沙樹さんが……まさか相手はひかげさんっ？」

「なんでそうなる！」

「だ、だって沙樹さん、ひかげさんと結婚とか言ってましたしっ」

　ああどうしましょうどうしましょうひかげさんに隠し子が、とかなんとかうわごとを言っている美園先輩は放っておくしかなかった。

　僕は薫かおるくんをちらと見た。情けないことに、どうしていいのかまったくわからなかったのだ。

　幼き実行委員長もまた、紙面を食い入るように見つめたまましばらく固まっていた。

「とにかく、演劇部に行きましょう」

　やっとのことで出てきたのはそんな言葉だった。







「──相手のプライヴァシに関わるので詳しいことは言えないけれど」

　沙樹さんは微ほほ笑えみさえ浮かべて言った。

「検査はしたよ。そして、安心して。妊娠なんてしていなかった」

　演劇部室にはそのとき、沙樹さんの他に主要キャスト数人が集まっていた。薫くんがスポーツ紙を広げて示してもあまり驚いたそぶりを見せなかったところを見ると、もうとっくにその話題になっていたのだろう。弥生やよいさんなんて目を泣き腫らしている。

　一緒についてきたキリカは、面白くなさそうな顔で列席者を眺め渡しているばかりで、なにも言わない。僕らの闖ちん入にゆうはおそらく、この部室にたまっていた藻のような沈黙に泥水を流し込んだだけだった。光はどこにも見えない。

「産婦人科……」

「沙樹さまに彼氏……」

　女の子たちが病的につぶやく。それから、一人がいきなり僕を指さした。

「あ、あなたでしょうッ沙樹さまを汚よごしたの！」

　僕は面食らう。他の娘こたちも堰せきを切ったかのようにわめく。

「最近なんか妙にべたべたしてたし！」「女にだらしないって噂うわさだったし」

「ゆるせない！」「あたしたちの沙さ樹きさまになんてことするの！」

「だからなんでそう脈絡もなくっ！」キリカもじっとりにらんでないでフォローしてくれないかな！

　演劇部員たちはさんざん僕をヒモだの色魔だのと罵った。見かねた沙樹さんが「ひかげ姫は無関係だよ」とたしなめても聞き入れなかった。

　やがてくたびれたのか、一人また一人と黙り込み、やがて嗚お咽えつが罵声に取って代わる。

　なんなんだこれ、と僕はあらためて思った。

　ジュリエット役への脅迫、いやがらせ。

　大道具の崩落事故。

　現場にいた『演劇部を追い出された男』の恨み言。

　つながりかけたかに見えた事件が、突然降って涌わいたこのスキャンダルでまたしっちゃかめっちゃかだ。ただでさえ本来の生徒会の仕事が一年でいちばん忙しい時期なのに、これじゃもう当日までになんとかするなんて無理だ。ますます混乱するばかり。

　いや──僕が勝手に混乱しているだけか。スポーツ紙のゴシップは無関係じゃないのか。なんで無理矢理結びつけようとするんだ。沙樹さんの事件と弥生やよいさんの事件が併行して起きただけ？　それにしてはタイミングがよすぎないか。だいたいこの報道はなんなんだ。沙樹さんが完全に否定しないということは彼氏と一緒に産婦人科に行ったのはほんとうなのか？

　沙樹さんがさらになにか言いかけた。それを遮って薫かおるくんが張り詰めた声で言った。

「月つき島しませんぱい、寮生でしたよね。今日はもう帰ってください」

　沙樹さんは目をしばたたく。他の演劇部員たちも訝いぶかしげな視線を薫くんに集める。

「最終リハとか打ち合わせとか色々予定はあるのかもしれませんけど、今日明日ずっと寮から出ないでください。先生がうるさいこと訊きいてくるでしょうし、雑誌とか新聞が取材に来るかもしれないから隠れてるのがいちばん得策です。明後日あさつて、本番のリハ直前に会場入りしましょう」

　沙樹さんの目が大机の上に広げられた紙面に落ち、また薫くんの顔に戻る。

「……なにも訊かないの？　涼しい顔で文化祭に出てもかまわないということ？」

　薫くんは唇を嚙かんで、しばらく黙り込んだ。

　後になってこのときの彼の行動を振り返り、僕はこう思う。もしあの場にいたのが薫くんじゃなくて会長だったら。天てん王のう寺じ狐こ徹てつだったら──おそらく、薫くんと同じことをしていただろう。ただし、一秒も迷わなかったにちがいない。同じ答えにたどり着くにしろ、薫くんは悩み、ためらった。

　それが天王寺狐徹とはちがう、心優しい王者の資質。

　薫かおるくんの手が新聞に伸びる。つかみあげるやいなや、真っ二つに引き裂き、重ねて四つ、さらに八つにし、丸めてゴミ箱に投げ込んだ。僕らは息を吞のんでそれを見つめているしかなかった。処分を終えた薫くんは沙さ樹きさんに笑顔を向ける。高圧炉の中で合成されるダイヤモンドみたいな極上の作り笑いだった。

「だって、なんにもありませんでしたよね？」







　僕ら三人が演劇部室を出て階段を下りかけたとき、「あのっ、すみません！」と女の子の声が追いかけてきた。振り向くと、弥生やよいさんが走ってくる。僕らに追いつくと、しばらく両膝に手をついて身を二つ折りにし、わざとらしいくらい荒い息を落ち着かせようと肩を上下させていた。

「え、ええと、……実行委員長さんも、ひょっとして……わっ、私の、依頼のこと」

　薫くんは固い面持ちでうなずく。

「聞いてます。安心してください、そっちはせんぱいとキリカねえさまがきっとなんとかしてくれますから。森もり下したせんぱいは劇に集中してください」

「で、でも、あの、こんな、こんなことになっちゃって」

　弥生さんの声はねじくれる。

「も、もう、公演やめた方がいいんじゃないかと、思って。月つき島しま先輩もたいへんなことになってるし、私も、私もこんな状態でとても演技なんて。……本番で、さらになにかあったらどうしようって、それしか考えられなくて」

　僕には弥生さんの気持ちは痛いほどわかった。言っていることには筋が通っていないが、無理もない。自分を取り巻く様々な事柄がぐちゃぐちゃに込み入りすぎていて、疲れ切っているのだ。

　でも薫くんは首を振った。

「だめです。演やってください」

　弥生さんは泣き出しそうになる。

「みんながたのしみにしてる『ロミオとジュリエット』ですよ。ぼくもです。月島せんぱいだってたのしみにしてるはずです。それに──もちろんあなたも、のはずですよね」

　笑顔も慰めも届かないとき、希望をたっぷり背負わせて重みで抑えつけてしまうしかないのだと、薫くんはどこで学んだのだろう。

　弥生さんは圧おし潰されそうになって壁にもたれ、うつむいてしまう。薫くんも哀かなしそうな顔になるが、言葉はもう出てこない。

　そのとき、キリカが僕に言った。

「ひかげ。これはきっと、すごく単純な事件」

　僕は探偵の顔を見た。彼女の澄み切った目は、僕を通してずっと遠くを見ている。それで、僕に話しているふうを装って弥生やよいさんに言っているのだとわかる。

「たくさんの人間が関わっているからこんがらがっているけれど、ひとつひとつ解きほぐしていけば、根っこはとても単純なはず。なにも難しいことなんてない」

　理解も納得もしていなかったけれど、僕は力強くうなずいた。僕の背中をじっと見つめている弥生さんのためにだ。







　生徒会室に戻ってすぐ、キリカはＩＴ部長の伊い藤とうさんを呼び、薫かおるくんと三人でミーティングを始めた。どうやら文化祭の人気公演のチケット抽ちゆう籤せんシステムを改訂するようだった。なんでこの土壇場で、と思いつつ、僕は自分の事務仕事をのろのろ進めていた。雑務はたっぷりたまっていて、探偵業務にばかりかかずらっているわけにはいかないのだ。

「……つまり、用紙に名前と、観みたい公演を全部、書いてもらうってことですよね」

「そう。それをひとまとめに処理する」

「時間がかぶらないように、それから当選が偏らないように、ですか。こりゃ整理券形式より百倍面倒ですな」と伊藤さんが手早く仕様書にまとめながら言う。

「でもこのシステム、観覧希望を最大限すくい取れるようになりますね。いいアイディアです、さすがキリカねえさま。もっと早くこれ思いつけばよかった」

「わたしもさっき思いついたの」

　キリカは言いにくそうに言って、伊藤さんに目を移す。

「伊藤先輩、できそう？」

「寝ないでやりますよ！」

　いつもの決めぜりふを残して伊藤さんは興奮ぎみに生徒会室を出ていく。入れ違いに入ってきたのは楓ふう花かさんだ。

「聖ひじり橋ばし、人選は決まった。六人でいいんだな？」

　キリカはうなずく。「三人に対して二人ずつ」

「大ホールの警備とはべつに用意する人員なんだな」

「そう。公演が終わったらすぐに動いてもらわなきゃいけないから警備はできない」

「わかった。集めておくから、後で風紀委員会まで来てくれ。打ち合わせする」

　なんの話だろう。大ホールの警備担当の打ち合わせ、だろうか。でもどうしてキリカが楓花さんを動かしてるんだ？　探偵業務の方を手伝ってもらっているんだろうか。僕が頭の中で疑問をこね回している間に楓花さんも部屋を出ていってしまった。

　それからすぐ、会長が薫くんのところにやってきた。

「……さて、あたしになにかしてほしいことは？」

　状況報告を求めずにいきなりそう訊きいてきたところを見ると、だいたい知っているのだろうか。あるいは知っておかなくてもいいと判断しているのか。

「え、えっと」薫かおるくんは両側のこめかみに人差し指をあててしばらく考えた。そのうち目を回して倒れるんじゃないかと少し心配になる。「スポンサーさんから連絡がきたら、狐こ徹てつねえさま、応対お願いします。問題なんてまったくなんにも起きてないし明後日あさつて予定どおり開催してばっちり盛り上げますからご心配なく、って」

「わかった。それだけ？」

「今のところそれだけです」

「職員室への対応は？」

「先生方はどうせすぐなにかしてくるわけじゃないので、文化祭終わるまでなんにも伝えずにほっときます」

「ふふ、捨てるところは捨てる、頼れるところはちゃんと他人に頼れる。いい実行委員長っぷりだよ、薫」

　会長に頭をなでられ、薫くんはくたびれた顔をぱあっと輝かせる。

「ぼくがんばります！」

「さ、それじゃ美み園その、あたしらはミスコンの最終打ち合わせをしようか」

「え、ええ、でも……」

「任せておけばいい。それより水着に変わるときの演出だけどね……」

　美園先輩と会長は、会長室に入っていってしまった。ドアが閉まるその瞬間まで先輩はちらちらと心配そうな視線をこっちに投げていた。

　その後、生徒会室にだれかがやってくるたび、沙さ樹きさんについてなにか訊きにきたのでは、あるいはさらなるバッドニュースを運んできたのでは、と身構えてしまった。しかし、文化祭の二日前である。訪問者は会計処理の質問をしにきたり当日の器材レンタルの確認をしにきたりと準備に忙しい生徒たちばかりだった。疑念も、不安も、焦燥も、なにもかもを吞のみ込んで、巨大な祭りがやってくる。






５









　白はく樹じゆ台だい学園の敷地内には大きな貯水池がいくつもある。敷地全体がやや盆地になっていることもあって、晴れた寒い朝には霧が発生することもある──と学校案内には幻想的な写真を添えて記述されている。

　御お白しら穂ほ祭まつりの一日目朝、僕は入学以来はじめて、その霧を目まの当たりにした。

　目覚まし時計に叩たたき起こされ、薫かおるくんにシャワールームまで引きずっていかれ、熱い湯を浴びてなんとか意識を脳のう味み噌そにつなぎとめ、バスタオルで髪を拭きながらふと窓を見たとき、最初の曙しよ光こうが寮を囲む林の間に見えた。樹々の間に充満する白い靄もやに乱反射して、少しずつ朝が夜を侵しん蝕しよくしていくところだった。急がなければいけないのも一瞬忘れて思わず見入ってしまった。

「いきましょうせんぱい、ちこくしちゃう！」

　薫くんに手を引かれて部屋を出た。寮の廊下には、文化祭前夜の景気づけではしゃぎすぎた連中がいぎたなく雑ざ魚こ寝ねしていた。ペットボトルだのお菓子の空き袋だのが散乱していて、踏んづけて転びそうだ。

　風呂上がりの肌に、外気は刺さるように冷たかった。そのせいで頭がはっきりしてくる。寮から生徒会室のある中央校舎に向かう途中、遊歩道が下り坂になる場所に差しかかると視界が晴れる。

　僕は少しだけ速度を落として、息をつく。霧の中に校舎の屋上が島となって点在している。ひときわ目立つのは、正門前広場に建てられた高さ18メートルの文化祭シンボルタワーだ。理工学科の総力を結集して造られた鉄骨製の巨大四し角かく錐すいのてっぺんで、白樹台学園の校章が朝あさ陽ひを浴びている。

　いよいよ始まるのだ。

　心臓のあたりから期待と興奮で熱された血が送り出されるのを感じる。胃袋の底にたまって固まった不安も、いっそうはっきりと感じられてしまうけれど。







　広大な敷地の北西の隅、深い樹々に囲まれた一角に、ひっそりと小さな鳥居が立っている。僕らが到着したとき、すでに会長も美み園その先輩も、伊い藤とうさんや楓ふう花かさんや辻つじ堂どう氏もそろっていた。キリカまでいる。

「遅れてごめんなさい！」

　薫くんは走って鳥居をくぐる。天を覆うほどの大きさの柏かしわの巨木の根元に、古びた社がうずくまっている。鳥居には『白しら樹き神じん社じや』とある。この学園の名前の由来ともなった守り神だ。文化祭の正式名称である御お白しら穂ほ祭まつりは、もともとはこの白樹神社の例祭だったという。実行委員長である薫かおるくんが賽さい銭せん箱ばこの前に立ち、柏かしわ手でを打つ。僕らもそれにならう。

　口には出さなかったけれど、みんなの祈りは同じだったはずだ。

　二日間、祭が無事でありますように──と。







「もうゲート前にいっぱい集まってるぞ」

　神社から生徒会室に戻る間、楓ふう花かさんが薫くんに報告する。

「開場待ちが行列になるのは毎年のことだけど、今年は人数がむちゃくちゃ多い。もう百人超えてると思う」

「そんなにですか。ゲート警備、二人で足りますか？」

「今のところはな」

「マスコミも来てます？」

「七、八人はそれっぽいのがいる。警備担当もさっき月つき島しま沙さ樹きについて質問されたって言ってた」

「ぅうう、やっぱりですか。困りましたね」

「私が行ってぴゅあぴゅあ天てん誅ちゆうしようか」

「俺が行って張り手でどすこいしてやる」

「二時間しか寝てません」

「だ、だめですよぅ」と薫くんは副委員長たちを押しとどめる。

　中央校舎の大会議室には、二百名の実行委員が集合していた。まだ早朝だというのに、この部屋だけはすでに祭もたけなわの熱気だ。

「おはようございます！」

　薫くんが入っていくと、号令をかけたわけでもないのに委員たちは全員起立した。

「収益四千万円っ」薫くんがまずリードする。

「収益四千万円ッ」「収益四千万円ッ」「収益四千万円ッ」

　委員たちが唱和する。身も蓋もない、実に白はく樹じゆ台だい学園らしいこの委員会スローガンは、収支目標の上方修正にあわせてちゃんと倍額になっている。

　着席した二百人を見渡して、薫くんは唾を飲み込み、再び口を開く。

「……色々ありましたけど」

　声のトーンが露骨に落ちている。

「……ほんとうに、色々ありましたけど、当日です。ここまで来ることができたのも、みなさんが支えてくださった──」

「まだ早いぞ委員長！」「しんみりするのは終わってからにしろ！」

　茶化す感じの野次が飛び、薫かおるくんは恐縮してしまう。見かねた楓ふう花かさんが咳せき払ばらいして会議室をにらみわたし、みんなを黙らせる。薫くんは二度深呼吸して話を続けた。

「すでにマスコミ関係者が来てるとのことです。昨日もお話しした、例の演劇部の件だと思います。繰り返しになりますけど、冷静な対応を心がけてください」

　会議室内の空気がいやな感じに冷える。薫くんはすぐに付け加えた。

「冷静な対応っていうのは、記事のネタ拾いのための質問をされたら、さらっと無視した後でおすすめの出し物を紹介してあげるってことですよ」

　二百人が一斉に笑った。ちらと横を見ると、会長も美み園その先輩も我が子の成長を見守る親の表情だ。

「泣いても笑っても、この二日間がすべてです」

　薫くんは声を張った。

「めいっぱい愉しみましょう！」

　拍手が巻き起こった。

　辻つじ堂どう氏が立ち上がってあらためて今日一日の進行を確認し、続いて楓花さんが会場警備や案内所待機の分担を読み上げていく。委員たちは十いくつのグループにわかれ、オレンジ色の実行委員腕章に担当部署のワッペンを留める。伊い藤とうさんがＩＴ部謹製の改造トランシーバーを配って回る。ヘッドセット型にしてあるのは、両手が空いて便利という以上に、見た目がらしくて雰囲気が出るからだという。装着する委員たちの顔もわくわくしている。お客さんにも一目でスタッフだとわかる、ナイスな案だった。

　僕ら総務執行部もタイムテーブルをつきあわせて最終確認しているときだった。大会議室のドアが勢いよく開いて、女子生徒が駆け込んでくる。ゲート警備担当の娘こだ。楓花さんを見つけて走り寄ってきた。

「あのっ、たぶん雑誌かなにかの記者だと思うんですけど、二、三人勝手に園内に入っちゃったみたいでっ、止めようとしたんだけど見失って」

　薫くんたちの顔に緊張が走る。

「どうする。警備担当総動員してネズミ捜すか」

　楓花さんが物騒な言い方をする。薫くんは首を振った。

「いえ。騒ぎが広がるだけだし、人手の無駄遣いになっちゃいます。目当てはわかってるんだから今のところはほっておくしかないです」

「その、ゲートの他の待ち客がすでに騒いでるんです……」

　報告者の娘が弱り果てた顔で言う。

「不公平だ、自分たちも中に入れろ、って」

　薫くんは頭を抱える。少し離れた壁際で黙って聞いていた会長が、たぶん助け船を出そうとしたのだろう、壁から背中を離した。鋭く察した薫かおるくんが先んじて言う。

「観覧希望用紙をもう配っちゃって、書いてもらってください」

「そうか！　それでしばらく黙らせられますね」と警備担当は明るい顔になる。

「先着順じゃないってしつこく説明してください。そしたら開場までおとなしくどこかで時間潰してくれるかも」

「わかりました！」

　用紙の束を抱えた委員二人が会議室を飛び出す。薫くんはふうと息をついた。

「まだ七時前なのにこれじゃあ」と辻つじ堂どう氏が顔を曇らせた。「演劇部の開演前はものすごいことになりそうだな」

　楓ふう花かさんは、不吉なことを言うな、と言いたげな視線を辻堂氏のでっぷりした頰に突き刺した。







　御お白しら穂ほ祭まつりのはじまりを告げるアナウンスを、僕は大ホール裏手の関係者口の前で聞いた。軍楽調にアレンジされた校歌のワンフレーズが全校放送で鳴り響く。広大な園内のあちこちに設置されたスピーカーから放たれた音楽は、音速によるずれのせいで壮大かつ不ふ揃ぞろいな輪カ唱ノ曲ンに聞こえる。

『──全校生徒のみなさん、おはようございます！』

　薫くんの声が無数のこだまを連れて僕の頭の上を通り過ぎていく。

『この朝を無事に迎えられたことを、とてもうれしく思います。いよいよ本番ですね。ぼく、どきどきしてます』

　僕はドアを開く前に空を仰ぎ、白い息を散らす。薫くんの動どう悸きは期待からだけではないだろうに、声には微み塵じんの翳かげりもない。まぶしくて目を細めてしまう。

『無理をせず、怪け我がに気をつけて、なにかあったら助け合って』

　薫くんは歌うように言葉を連ねる。

『熱く売り込んで、燃えるように演じて、誇りをかけて見せびらかして──』

　そうだ。つまんないやつらに邪魔させたりしない。僕らの祭を。

『八千人で愉たのしんで、何十万人も愉しませて、何千万円も稼ぎましょう！　これより！　第四十二回、御白穂祭を開催いたします！』

　拍手と歓声が遠く聞こえた。花火が続けざまに五発あがった。シンボルタワーから花吹雪が巻かれて風に舞うのが見えた。僕はドアを開けて中の暗がりに踏み込んだ。

　演劇部の出演者たちはみんな楽屋にいた。僕がノックして入っていくと、あまりにも険悪な空気に鼻が痛くなった。全員舞台衣装で着飾ってメイクもしているぶん、黙り込んで視線を合わせないようにしている異様さが際立つ。

「おはよう、ひかげ姫」

　沙さ樹きさんのにこやかな出迎えも、白々しく浮いて見えた。弥生やよいさんはいちばん離れた隅の椅子に座って台本を読むふりをしている。

「おはようございます、みなさん。僕、今日の大ホールの警備責任者です。よろしく」

　会釈しつつ、みんなの顔を見渡す。無理もないな、と思う。一昨日の夕方から今の今まで、沙樹さんは寮の部屋にずっと隠れていて、部員たちになんの説明もしていないはずだ。本番直前のこの席でそんな生臭い話もいきなりはできないだろう。というか沙樹さんの性格からして一切喋しやべらないで通すかもしれない。となると、沙樹さま大好きな部員たちもむっつり黙り込むしかなくなる。

　みんなどう思ってるんだろう。崇拝していた王子様（女だけど）に恋人がいて妊娠疑惑まで出た。釈明はなし。裏切られたと感じる？　恨んだり怒ったりする？　幻滅して心が離れていく？　こんな状態で劇なんてできるのだろうか。

　いや──そこは僕が心配するべきところじゃないな。

　草刈りして耕して畝をつくるまでが僕らの仕事。どんな朝に芽吹いてどんな色の花を咲かせ、どれほど甘い、あるいは苦い実をつけるのか、決めるのは彼女たちだ。

「ええと。……マスコミの人が、すでにかなりいっぱい来てるみたいです」

　僕が言うと、全員が身を固くする。

「沙樹さんだけじゃなく、演劇部の人はおもてに出たら質問責めに遭うと思うので、不用意に出ないようにしてください」

　言ってしまってから、女の子たちの顔に不安が広がっていくのを見て、もう少しマイルドな言い方にすればよかったかと反省する。

「質問されたって答えようもないでしょ、どうせ。あたしらはなにも知らないんだから」

　よもぎ色の衣装の娘こが不機嫌そうにつぶやいた。その一言が、不愉快なガスの充満していた密室に穴を開ける。

「沙樹さまっ」

　派手な紅色の服の娘が最初に爆発した。

「ちゃんと説明してください、今！」

　手が振り下ろされ、分厚いものが机に叩たたきつけられる。風圧で彼女自身の髪が舞い上がる。一昨日おとといのスポーツ新聞だ。またどこかで仕入れてきたのか。

「これ、どこまでほんとうなんですかっ？　あ、あたしっ、沙樹さまを信じてますから、全部噓うそだって言ってください！」

　じりじりした数秒間の沈黙の後で、沙樹さんは薄く笑って答えた。

「私もきみの愛を信じてるよ、マイスウィートクランベリークリームタルト」

「長いお菓子の名前でごまかさないでください！」ああ、みんなが思ってたことをついに言っちゃった。

「そこに写っている手前の人物は私だ。妊娠は噓うそだよ。後は詳しく話せない。他人のプライヴァシに関わることだから」

「じゃ、じゃあ……」「そんな……」「沙さ樹きさまに、恋人が……」「妊娠検査するってことは……うぅ……沙樹さまの処女が……」

　女の子たちはみんなこの世の終わりかという悲嘆ぶりだった。べつに恋人くらいいてもいいだろとはとても言えない。

「あの、そ、それでっ」今度は声を明るくしようとして不自然になってしまった。「こっちではなにか変わったことはありませんよね？」

　ところが弥生やよいさんが隣の娘こと目を交わし、もじもじと迷っている様子を見せる。

「……あの……」

「弥生、それは言わなくていいって」と沙樹さんがたしなめるのでかえって気になる。

「なにかあったんですか？」

　だいぶ迷ってから弥生さんが言った。

「拳銃が一丁、なくなってるんです」

「……拳銃？」僕はいきなり出てきた物騒な話にぞっとする。

「月つき島しま先輩が使う、あの真っ白な銃です。片っぽ見つからないんです。一緒にしまっておいたのに」

「はあ」

「片方だけなくなるなんてあり得ない」とべつの娘が言う。「ぜったいにだれかが盗とったんだと思う」

「しかたないよ。小道具がなくなるなんてよくあることだ。そんなに気にすることでもない、アクションを銃一丁にすればいいだけだよ」

　沙樹さんがなんでもなさそうに言う。弥生さんは僕の顔と沙樹さんの顔を上目遣いでちらちら見比べている。他の娘たちも顔を曇らせる。

「なにか……心配なんですか」

　沙樹さんは「言わなくてもいい」という視線を重ねて弥生さんに向けたけれど、縮こまったジュリエットは意を決して答えた。

「あの銃、エアガンなんです。ちゃんと撃てる銃なんです」







　建物の外に出て、キリカに電話で報告した。銃が片方なくなったことも含めてだ。

『……拳銃？』

　キリカも訝いぶかしげに訊きき返してくるので、劇に使うやつだと説明する。

「モデルガンじゃなくてエアガンだっていう話で、なんか、みんな行き過ぎなくらいおびえてるんだよね」

『つまり、だれか撃たれるんじゃないかということ？』

「うん。……血迷ったファンが、たとえば沙さ樹きさんに裏切られたって感じて愛情を憎しみに変えて──とかそういうことを考えちゃってるみたい」

　僕からすると血迷ったファンというのはまず演劇部の彼女たちのことなのだが。

「ほっといていいんじゃないかな。さすがに妄想だよ」

『銃……片方だけ……』

　おい、キリカ？　まさかおまえも真面目に心配してるんじゃないだろうな？

　そのとき、劇場の表入り口の方が騒がしくなった。落ち着いて、ちゃんと並んでください、という怒声に近い声が聞こえる。

「ごめんキリカ、なんかあったみたい」

　僕は電話を切って走り出した。

　大ホール正面の広場にはすさまじい人数が集まっていた。すでに千人を超えてるのではないだろうか。白はく樹じゆ台だいの制服姿も多いが、大部分は一般客だ。しかも、ちゃんとめかし込んだ大人の女性がやけに多い。

「名前とメアドと希望公演を書いてください！」

「先着順じゃありません、抽ちゆう籤せんです！」「希望はいくつ書いても大丈夫です！」

「本日の『ロミオとジュリエット』は午後公演もあります、午前公演は応募終了です！」

　実行委員が観覧希望用紙を配りながら声を張り上げている。それだけならいいのだが、ホールの玄関口に人だかりができ、揉もみ合っているのだ。

「当選者以外の方のご入場はご遠慮ください！」「ご遠慮ください！」

　整理役スタッフの声はほとんど悲鳴だ。

「月つき島しま沙樹さん、今日出演するんですか？」「ねえ、もう中にいるんでしょ？」「ちょっとお話聞かせてもらいたいだけですからぁ！」「ほんの十分ですよ十分！」

　冷や汗が背筋を伝った。マスコミの連中だ。ごついカメラを手にしているのも大勢いる、間違いない。人数も予想をはるかに超えていた、三十人くらいいるんじゃないのか。一般客はおびえて遠巻きに眺めている。たぶん入場待ちの観客なのだろう。どうりで広場に人が渋滞するわけだ。

「お客様が中に入れません！」「押さないでください！」

　スタッフの悲痛な声を記者たちの下品な声が圧おし潰す。

「私らも文化祭の客でしょう？」「ロビーに入れてくださいって言ってるだけでしょ」

「劇を見せろっつってるわけじゃないんですってば」「押してんのはそっちだろうが！」

「月島さーん、いるんでしょぉ！」「出てきてくれないと収まりませんよ！」

　収まらないのはおまえらのせいだろうが、と腹の底で怒りがのたくった。僕だけではなく他の客たちも同じ思いだったのだろう、罵声が飛ぶ。

「いいかげんにしろ！」「客じゃないなら失うせろ！」「スタッフなんとかしてよ！」

　そばにいた実行委員の、女の子の方が泣きそうな顔で僕を見る。

「あ、あの、牧まき村むらさん、どうしましょうこれ」

「もうやってらんねえよ、警察呼ぶしかねえよ！」

　男の方の実行委員は憤って言う。

「もう開場時間二十分も押してるんだよ」「午前公演中止にした方が」「暴動起きるぞ」

　ヒステリックな女性たちの声が火に油を注ぐ。

「沙さ樹きさま、出てきて説明してよ！」「この記事噓うそなんでしょ噓って言ってよ！」

　熱狂的ファンなのだろう、二十代くらいの女性客の一団が例のスポーツ新聞を掲げてマスコミ関係者の人垣のすぐ外側でわめいている。僕は目まいをおぼえて一瞬足下の感触がなくなる。ほんとうに警察を呼ぶか。一時的に騒ぎは大きくなるし御お白しら穂ほ祭まつりの汚点として残ってしまうが、もうそんなこと言ってられないのではないか。そこまでの騒動になったら午前中の公演中止は必至だ。いやひょっとすると今年の演劇部公演は全面中止にまで追い込まれるかもしれない。楽屋に充ち満ちていた苦い空気を考えれば、それもやむを得ないんじゃないのか。

「……観られないの？」

「今年の新演出すっごいって聞いたのに……」

　小さいけれど切実そうなつぶやきが僕の耳を引っ搔かいた。当選したチケットを握りしめて騒ぎを遠く見ている観客たちだった。僕は握り込んだ親指の爪をぎりぎりと手のひらに突き刺して、ほんの数秒前までの自分の考えを痛みで打ち消した。

　騒ぎの原因の連中を留置場にぶち込んで反省させてその代償を公演中止って形で観覧希望者全員に公平にばらまいてなんになるんだ。ちがうだろ。大事なのはなんだ？

　愉たのしんで愉しませて四千万円稼ぐことだ。

　なにか案があったわけではない。とにかく騒ぎのただ中に分け入ろうと一歩踏み出したときだった。視界の隅をなにかが横切る。キンキン声でわめき続けている女たちが手にしたスポーツ紙の写真だ。

　僕の中に引っかかっていたものが唐突につながる。

　足を止める。まさか、と僕は写真を凝視する。遠すぎて、小さすぎて、写りも悪すぎて、おまけに持ち主が激しく振り回しているせいでちゃんと見えない。それでかえって気づけたのかもしれない。近すぎて見えないことはたくさんある。

　まさか、まさか、と何度も涌わいてくる疑念を僕は握り潰した。合ってるか間違ってるかはこの際どうだっていい。有効かどうかだ。

　実行委員二人を振り返る。

「記者たちを少しの間どかせるから、そしたら一気に客を誘導して入場列つくっちゃってください」

「え、え？」

「わ、わかりましたけど、どうやって」

「お願いします！」

　踵きびすを返して大ホールの裏口に戻る。ここにも記者が何人か待ち受けていて僕は絶望的な気持ちになるが、蹴散らしてドアの鍵を開ける。

「あっ、ねえ関係者の人？」「月つき島しまさん中にいるの？　いるんでしょ？」

　ドアを閉めて連中の声を断ち切り、施錠する。演劇部の裏方の娘こたちが僕に気づいて不安そうな顔で寄ってくる。

「表、どうなってるんですか」「客入れまだですか？」「あの、中止とか……まさか」

　僕はなにか落ち着かせる言葉をかけてやろうと考えを巡らせ、ふと思い至る。この娘たちだって演劇部だ。たしか人手が足りなくて役者志望なのに裏方に回ってると聞いた。それなら──

「あの、お願いがあるんです」

　僕が作戦を説明すると、最初怪け訝げんそうな顔で聞いていた彼女たちの目が輝いていく。

「ほんとだ、言われてみればそっくり！」

「やります！」「あたしも！」

「沙さ樹きさまを守るためなら！」「衣装倉庫、こっちです！」

　様々な舞台衣装がぎっしり並べて吊つられた倉庫から、大急ぎで野球帽とニットジャンパーを見繕い、着替えて再び裏口から飛び出す。演劇部の裏方の娘たち四人が僕を追いかけてドアをいっぱいに押し開き争って出てくる。

「待って！」「待ちなさいよ！」

「あんた沙樹さまの彼氏でしょ、新聞に載ってた！」

「沙樹さまどこにいるのよ、あんたのせいでどんだけっ」

　ほんとうに演技なのかと一瞬疑いたくなる迫真の剣幕だった。外にたまっていた報道陣もぎょっとする。

「いや、あの、だからね」

　僕は言い訳に困るふりをしながら後ずさる。女の子たちが僕を取り囲む。僕は注意深く野球帽のつばを傾ける──目が隠れるように、けれど横顔の輪郭はしっかり見えるように。記者たちの目がこっちに集まる。

「妊娠ってほんとなの？」

「あたしらの沙樹さまになんてことすんのよっ」

　おまえら実は真剣に怒っているだろ？　と僕は腹の中で思いながら、徐々に足を速めて建物の角を回り正面広場の方に向かう。女の子たちの後ろから記者どもまで追いかけてきて、中の何人かが僕を指さして「おい、あれ」「ひょっとして」なんて言っている。

　広場ではまだ混乱が続いていた。実行委員が客になにか大声で文句を言われている。玄関前に詰めかけた人数はさっきの倍くらいに増えている。頼む、こっちに気づいてくれ、と僕は祈りながら逃げる。

「え？　あれ？」「月つき島しま沙さ樹きの」

「ほんとだ、新聞の」

「彼氏？」「来てるの？」

　つぶやきの波紋が拡ひろがっていくのを僕ははっきり聴き取る。ちらと後ろを見やると、人混みのそこかしこに演劇部員の女の子たちの姿があるのに気づく。噂うわさをばらまいてくれているのだ。僕が頼み事をした娘こたちではなく、そばで作戦を聞いていた他の裏方さんたちだ。僕はその手までは思いつかなかった。感謝しながら注意深くスピードを上げる。追っ手が群衆を搔かき分けて近づいてくる。

「逃げるの？」「ちゃんと説明しなさいよっ」

　演劇部の女の子たちの怒声の後ろから、さらなる足音と興奮気味の声。

「ねえあなた月島沙樹さんの彼氏でしょ？」「お話聞かせて！」
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「月つき島しまさん今日はこっちに来てないの？」「なんて名前、学生？」

「いつからつきあってたの」「いま妊娠何ヵ月？」

　釣れた──なんてほくそ笑んでいるひまはなかった。背後からの足音は唐突に山崩れのごとくふくれあがった。肩越しにちらと見ると、目を血走らせた何十人もの報道陣がレコーダーだのカメラだのを手に押し寄せてくるのが見えた。僕は生命の危険すらおぼえて全力で走り出した。遠く背後で、実行委員の入場開始を告げる声を聞いた気がした。







　何十分逃げ回ったかわからない。食べ物屋でにぎわう目抜き通りの人混みにまぎれてやり過ごすことも考えたけれど、追いかけてくる狂犬どもがお客さんたちに対して引き起こすであろう被害を思うと、なるべく人通りの少ないルートを選ばざるを得なかった。地の利は完全にこっちに分ぶがあるはずなのに、スクープ欲に燃える連中の追撃は執しつ拗ようきわまりなかった。

　中央校舎に逃げ込み、階段裏に隠れてようやく一息つき、帽子をむしり取った。汗が肌に染みる。肩で呼吸をしていると身体からだがあっという間に冷えていく。

　そっと外をうかがう、どうやら追っ手は撒まけたようだ。

　底抜けに明るいファンファーレが校内放送で鳴り響き、イベント告知が歯切れ良くアナウンスされる。ウェイトレス服だの着ぐるみだのといったかっこうの生徒たちがひっきりなしに中央校舎に出入りしている。風船やチョコバナナを手にした子供客の一団が駆けていき、パンフレットを持ってきょろきょろしている中年の男性客に実行委員の案内スタッフが声をかけ、プラカードを手にしたバニーガールとサンドウィッチマンとピエロからなる宣伝部隊が午後公演の告知をしながら通り過ぎ、客がみんな面白がってデジカメやスマホで撮影している。

　酸欠で痛む頭を押さえながら、みんな楽しそうだなちくしょう、と僕は思った。編入してきてはじめての文化祭だぞ？　なにやってるんだ僕は。

　生徒会書記をやってるんだよ。自答して、のろのろ立ち上がる。膝がまだ笑っていた。よろけながら階段の陰から出る。

　作戦が成功したってことは──と僕は思う。

　僕の直感は正しかったのか。沙さ樹きさんの彼氏ってのはつまり……。

　野球帽を握りしめ、頭を振る。ひどく疲れた。いま結論が出ないことについて考えるのはやめよう。それよりも『ロミオとジュリエット』は無事に始められただろうか。

　このまま現場に戻るわけにはいかなかった。ジャンパーを着たままじゃ記者にまた見つかって追い回されるかもしれないし、脱いでおもてを歩くには寒すぎる。書記室に制服のスペアが置いてあったっけ、と僕は階段を上り始める。

　生徒会室にはキリカの姿だけがあった。絨じゆう毯たんの上にＡ５サイズの紙を何百枚も広げて、その真ん中に膝立ちになってなにかやっている。

「……なにしてんの？」

　僕が入っていって訊たずねると、キリカはちらとだけ視線を持ち上げ、また手にしていた三枚の紙に目を戻す。

「……筆跡鑑定」

「はあ」

　絨毯の上に広げられているのは、観覧希望用紙だった。各自の名前、メアド、観覧を希望する公演名が書かれている。ざっと見たところ、やはり演劇部の『ロミオとジュリエット』や弦楽部のコンサートや軽音楽部のライヴが人気のようだった。さぞかし高倍率だっただろう。

「って、筆跡？　なんの？」

　キリカは床の用紙の中から左手で三枚をピックアップして立ち上がった。右手に持っていた三枚を僕に見せる。僕は息を吞のむ。弥生やよいさん宛の脅迫文じゃないか。

「あ……ああ……」

　さすがに、キリカが説明しなくても僕にも吞み込めた。手紙には三つとも『ジュリエット』という語が使われていた。手紙を出した犯人がもし月つき島しま沙さ樹きの熱狂的ファンで、しかも学園内の人間だとしたら、この文化祭の公演も絶対に観みたいと思うはずだ。

　だから──キリカは観覧希望公演名を手書きにさせたのだ。筆跡であぶり出すため。

「で、見つかったの？」ていうか筆跡鑑定なんてできるの？　探偵だから？

　キリカは電話を取り出して耳にあてる。

「……楓ふう花か？　わたし。三人とも見つかった。……そう。三人ともうちの生徒。……うん。……今からチケット当選の噓うそメールを打ってゲート前案内所に呼び出すから、捕まえて事情聞いておいて」

　電話を切り、他の用紙をかき集める。犯人とおぼしき三人を午後公演のチケットで誘い出し、のこのこやってきたところを風紀委員が御用、というわけだ。それでこないだ楓花さんに人員確保を頼んでいたのか。

　結果はこの場で知りたかったけれど、警備責任者なので大ホールに戻らないわけにはいかなかった。僕はキリカを残して生徒会室を出た。脅迫犯が三人とも見つかった？　弥生さんに伝えるべきだろうか。いや、まだ安心できない。筆跡であたりをつけただけで確定じゃない。それにセットのバルコニーが崩れた件はどうなったんだろう。ジュリエット役に嫉妬した他の演劇部員の犯行という線もまだ残っているし、後は事故当時現場にいた芝居部の玉たま田だという男のことは？　それからエアガンが一丁消えたのも、キリカの反応を思い出すと僕もなんだか気になってくる。

　でもきっと探偵はいつものように、事件が終わるまで沈黙を守るのだ。だから蒙もう昧まいな助手もそれまで、せいぜい手探りで走り回ろう。







　演劇部『ロミオとジュリエット』午後公演は観客たちの滂ぼう沱だの涙の中で幕を下ろし、拍手はいつまでたっても衰える気配すらなく、沙さ樹きさん以下出演者たちは四回もカーテンコールに応えた。

　舞台袖から観劇できたのは実に警備責任者の役得といってよかった。どのキャストも、開演前の楽屋の険悪さが噓うそに思えるくらいの熱演ぶりだった。沙樹さんや弥生やよいさんと清すが々すがしい笑顔を交わす共演者たちを見ていると、演劇部員の嫉妬による犯行を疑っていた自分が恥ずかしくなってくる。

「お疲れ様、私の姫君たち」

　舞台袖に戻ってきた沙樹さんは、演者にも裏方にもまんべんなくちゅっちゅちゅっちゅとキスを浴びせた。何人かは終演の興奮とも相まって卒倒した。「ひかげ姫！」と僕にも迫ってくるので弥生さんたちが必死に止めた。

「ひかげ姫が騒ぎを収めてくれたと聞いたよ。この感謝は百万回のキスでも足りないくらいだ」

「ちょっと引っかき回しただけですよ。それより、午後公演で同じ騒ぎが起きなくてよかったですよ」

「午前公演観みたお客が、みんな協力してくれたんですよ」

　裏方さんの一人が自慢げに言う。

「『沙樹さま出てなかった』って噓を広めてくれたみたいなんです。うちらが頼んだわけでもないのに！　それでマスコミのやつらだまされたみたい」

　僕は感嘆の息をつく。なんというファンの団結力。

「あの、でも、明日たぶんまた押しかけてくると思うんですよね、同じ手は使えないし、どうしようかなって」

「心配要らないよ、ひかげ姫。私がこれから自分ですべて釈明するから」

「……え？」

　その場の全員が沙樹さんを見た。自分で──釈明？

　沙樹さんが上を指さす。ぴったりのタイミングで、遠くからの校内放送が聞こえる。

『ミス白はく樹じゆ台だいコンテスト、いよいよ最終選考です！　華やかなファイナルステージをご覧になりたい方、まだ間に合います！　南グラウンドまでお越しください！　なお、本年のプレゼンターは……ええと……これほんとに放送しちゃっていいんですか？　はい、はい。わかりました。プレゼンターは、芸能科二年の月つき島しま沙樹さんです！』

「えええええっ？」「沙さ樹きさま？」「沙樹さまがっ？」

　女の子たちが一斉に素っ頓狂な声をあげる。というか僕も無意識に驚きを声に出していたかもしれない。

「昨日、狐こ徹てつ姫に頼み込んでね、やらせてもらうことにしたんだ。じゃあそんなわけで私はこれからコンテスト会場に行ってくるよ」

「ちょっ、ま、待ってください沙樹さん！」僕は泡を食って引き留める。「な、なに考えてるんですか、プレゼンター？　今の放送は学園じゅうに聞かれてるんですよ、マスコミ連中も殺到しますよ！」

「そのためにプレゼンターをやるんだよ。みんな集めて説明した方がいいだろう」

　なにを言っているのかまったく理解できなかった。困惑している僕の隣をさっとすり抜けて沙樹さんは裏口から出ていってしまった。ロミオの衣装のままで、だ。

「沙樹さま！」「沙樹さまあっ」「月つき島しま先輩！」

　華やかな舞台衣装のキャストたちもそれを追いかける。弥生やよいさんに押しのけられて我に返った僕も、あわてて後を追った。

　沙樹さんと僕が南グラウンドに設営されたコンテスト会場の端にたどり着いたとき、ちょうど結果発表が始まるところだった。何百人もの観客は総立ちになって手を打ち鳴らしたり足を踏み鳴らしたりしている。後ろの方ではパイプ椅子の上に立ってぴょんぴょん跳び上がっているやつもたくさん目につく。群衆の背中に遮られてステージはまったく見えなかった。沙樹さんが客席の間を縫って走っていく。長身と美貌と舞台衣装とが相まってどうしようもなく目立つので周囲の客はすぐに気づいて騒ぎ出す。

「月島沙樹？」「本物？」「マジでプレゼンターやるの？」

　僕は彼女に追いすがりながらあたりを見回す。カメラを持っている人間がみんなマスコミ関係者に見えてくる。いや、気のせいばかりじゃない、今朝僕を追い回したやつらの顔が客席にちらほら見える。気づかないでくれ、という僕の祈りもむなしく、騒ぎはじわじわ拡ひろがっていく。見憶えのある何人かの記者が他の客を押しのけてこっちにやってくるのが見える。沙樹さんは足をいっそう速めた。

『プレゼンターの月島さんがまだ到着しておりませんがァ！』

　危機を知ってか知らずか、司会者が声を張り上げる。

『みなさんのギラギラした目に負けて、結果発表しちゃいます！』

　拍手と口笛と歓声が湧き起こる。

『第三位！　ご存じ学園の聖母マドンナ、生徒会のプラチナレディ！　エントリィィイナンバァアアアア８番！　竹たけ！　内うち！　美み園そのォオオオオオオオオッ』

「美園さああああああああんッ」「三位だとぉおおおおおおおおッ」

　歓呼と怒号の奔流が僕を右から左から打ち据える。ステージ上で候補たちの列から一歩前に出た人影が見えた。ピンク色の妖精みたいな可か愛わいらしい服を着た美み園その先輩だった。その顔は上気していて、心ここにあらずという表情で、ちらちらと背後を何度も振り返っている。

『第二位！　帰ってきたああああ二連覇クイーン！　麗しのブラックビューティ！　エントリィィイナンバァアアアア16番！　神かん林ばやしッ！　朱と鷺き子こォオオオオオオオオッ』

「姫ぇええええええッ」「姫様ぁああああああああああッ」

　拍手は土砂降りの雨となり地響きとなって僕の意識を塗り潰す。あの大胆な和装の朱鷺子さんが、しきりに裾を手で直しながら美園先輩から少し離れた場所に歩み出る。

　この二人に勝った女がいるのか、と僕は、逼ひつ迫ぱくした状況も一瞬忘れるほど驚く。

『そしてェッ！　第一位！　栄はえある第四十二代ミス白はく樹じゆ台だいに輝いたのはッ』

　客席を抜け、ステージの目の前にたどり着き、視界が開けた。

　司会の声も、吹き荒れる歓声も、後ろから追いかけてくる記者たちの足音とわめき声も、その瞬間まったく僕の耳に届かなくなった。

　一歩先にステージの足下に着いた沙さ樹きさんが、見上げ、微ほほ笑えみかける。

　朱鷺子さんと美園先輩の間を割って出てきたその女に向かって。

　そのときの僕の心は、まるで核爆発がなにもかもを塵ちりに変えて吹き飛ばした後の荒野のように静穏だった。自分が驚いていないことに対してさえ驚いていなかった。

　知っていた。

　この結果は完璧に予想していたのだ。

　だからって──おい、なんなんだこれは。馬鹿じゃないのか？

　呆ほうけて立ち尽くし、ステージを見上げる僕に、向こうも気づいた。

「あ、ひかげ！」

　満面の笑みで、第四十二代ミス白樹台──牧まき村むらひなたは手を振った。

「なんか優勝しちゃった、あはは」







　僕は魂がほぼ抜けかかっていたので──まあ要するに驚いていないというのは噓うそで天地がひっくり返ってまたひっくり返ってさらにひっくり返ってまたもひっくり返ってけっきょく元に戻ってるくらい驚いていたわけで──その後のことははっきり記憶していない。沙樹さんが壇上にあがり、報道陣が僕を背後から蹴倒してステージ際に詰め寄り、口々に下卑た質問を沙樹さんに浴びせた。沙樹さんはそれを完全無視して我が姉ひなたにたっぷりキスを浴びせ、あきれた司会がさっさとミス白樹台のティアラを戴冠させてくださいと指示した。

　沙樹さんが姉貴の頭にかぶせたのは、しかし、宝冠ではなく──

　野球帽だった。

　たぶん驚きよう愕がくの声が巻き起こっただろう。報道陣のうち何人かは啞あ然ぜんとするあまりカメラを落っことしただろう。沙さ樹きさんはご丁寧に、騒動の発端となったスポーツ新聞を取り出し、紙面のツーショットと現実のツーショットを比べてみせた。

　並べてみれば、だれの目にも明らかだった。

「私の恋人、牧まき村むらひなただ」

　沙樹さんはしれっとした顔で言った。

「モデルで、去年のクイーン・オブ・ミス・キャンパスだから、芸能マスコミ関係各位はご存じのはず」

　記者たちの間からはしばらく一言も出てこなかった。ただひたすらカメラのフラッシュが焚たかれただけだ。恥ずかしくてなにも言えないのだろう。写真の段階でだれ一人気づかなかったのだ。女であることにすら、だ。

　なぜか？

　もちろん変装していたからだ。おそらくは沙樹さんの手によって。僕を姉貴そっくりに変身させたあの魔法のような化粧技術によって、姉貴を僕に変身させたのだ。

　美み園その先輩や演劇部の部員たちが、相手の男を僕じゃないかと疑ったのも無理はない。

　僕が自分を囮おとりにして記者どもを釣り出した作戦は、だから、成功するのが当然だった。ある意味では、相手の男はたしかに僕だったのだから。

「私とひなたはあまりにも深く愛し合っていたものだから、ひょっとして女どうしでも子供ができてしまうのではないかと思って心配になり産婦人科に──」

「沙樹ちゃん！　あのね、みんながみんなそういう冗談に慣れてるわけじゃないんだから、本気にされて記事書かれちゃうよ？」

「私はひなたに本気だよ？」

「だからそういうこと言わない！　だいたいこれミスコンの舞台なんだから、記者会見やってるわけじゃないんだから。みんなにも迷惑だし、そろそろ帰ろう」

　そう言って姉貴は沙樹さんの耳にキスをした。

　報道陣が色めき立った。

「ちょ、ちょっ！」「待って、せっかく二人揃そろってるんだし！」「もっとお話聞かせてよ」

「二人は同性愛ってことなのぉ？」「マジつきあってんの？」「夜の生活も？」

　姉貴は笑って手を振り、沙樹さんの腕をとってステージ後方に退さがろうとする。記者が一人、また一人とステージに這はい上がって沙樹さんに迫る。ふざけんな、いいかげんにしろ、どっかいけ、と観客たちの間から怒声があがる。僕も怒っていた──沙樹さんに対してだ。こうなる結果は見えていたじゃないか、なんで出しゃばってきたんだ？　イベントを潰してまでわがままを通したかったのか？

　美み園その先輩と朱と鷺き子こさんが腕を振り回し声を張り上げて騒ぎを鎮めようとする。他のミスコン候補者たちは散り散りになる。記者どもの群れが次々とステージにのぼって沙さ樹きさんと姉貴を追い詰める。二人はステージ左端の階段へと逃げようとする。姉貴の肩を記者の一人がつかむ。

　ステージ際で姉貴の身体からだがぐらりとバランスを失った。沙樹さんはとっさに姉貴の傾かしいだ胴体を左腕で支えようとした。

　客席の怒号が悲鳴に変わった。二人は揉もみ合いながら地面に墜落し、砂煙がもうもうとあがった。衝撃でステージ上のマイクスタンドが大きく揺れる。

「沙樹さま！」「沙樹さまあああああああっ」

　女子生徒がパイプ椅子を蹴倒してステージに駆け寄る。呆ぼう然ぜんと立ち尽くすマスコミ連中を押しのけて朱鷺子さんがグラウンドに飛び降り、倒れた二人に駆け寄る。

「大丈夫ですか、怪け我がはっ？」

　我に返った美園先輩も司会者のマイクを奪い取って会場じゅうに呼びかける。

『落ち着いて、立たないで、ステージに近づかないでください！』

　姉貴が先に身を起こした。砂を嚙かんだのか顔をしかめている。

「……う、ぅ……」

　姉貴の腕の下で沙樹さんがうめいた。

「ぃたたたたたた……」

「沙樹ちゃん？　大丈夫、沙樹ちゃんっ？」姉貴は沙樹さんを抱き起こし、すぐそばの朱鷺子さんに懇願した。「救急車呼んでください！」

　沙樹さんが担架に乗せられて運び出された後、スタッフが他の候補者たちをステージ裏に誘導する中、客席から再び声が湧き起こった。今度はめちゃくちゃな罵声ではない。ひとつになった憤りの意志だ。

　帰れ！

　帰れ！

　帰れ！

　ステージの際やすぐ足下にたまった報道陣に向かって浴びせられるその声は、まるで近づいてくる巨大ななにかの足音のようにどんどん高まっていく。記者もカメラマンも気まずそうに目を伏せ、首をすくめ、身を縮こまらせて会場の外へと逃げ始める。





＊






　このミスコン騒動の一部始終は動画でネットにアップされ、マスコミ関係者への非難が殺到するとともに、月つき島しま沙樹レズ疑惑も当然ながら持ち上がり、古参ファンの「そんなの昔から知ってた」「真実だとわかって嬉うれしい」といった不可思議な擁護論もそこかしこで噴き上がった──らしい。

　でもそれはもう少し後のお話。それに、正直なところ僕にはどうでもよかった。

　僕は困こん憊ぱいしていたし、混乱していた。この数日間、追い回されて小突き回されて這はい回った意味をだれかに教えてほしかった。いったいなんだったんだ。だれがいちばん悪かったんだ？　この終わり方でいいのか？





＊






　校内放送で、弦楽部の演奏するゆったりしたカヴァティーナが流されている。生徒会室の窓から見える空はすでに濃い藍色に沈み、西の端にわずかな残り火が見えるばかりになっている。薫かおるくんのアナウンスする声が聞こえてくる。御お白しら穂ほ祭まつり、第一日目を終了いたします。みなさんお疲れ様でした。中間会計報告を七時までにまとめて文実室までお持ちください。なお、中夜祭のフォークダンスは大グラウンドにて……

　生徒会室は照明が落とされていて暗く、がらんとしていた。会長も美み園その先輩も、ミスコン会場で起きた騒動の後始末であちこちに頭を下げて回っている。学園側に非はないとはいえ、救急車まで呼んだのだから関係各位には懇切丁寧な説明が必要だった。

　キリカは会計室で山積みの書類に囲まれてひっきりなしにキーボードを打っていた。初日の全出し物の収支報告がこれから持ち込まれるのだ。文実会計とその監督役であるキリカにとってはいちばん多忙な時間となる。

　だから邪魔してはいけないと思い、追加の書類をそっとサイドテーブルに置いて会計室を出ようとすると、キリカが呼び止めてくる。

「報告があるんでしょ。……事件の方の」

「あー、うん……」

　僕は少し言いよどむ。話さなければならないのかと思うと気が重かったけれど、一方ではキリカが今ここで僕のもやもやを片づけてくれるのかという期待もあった。

「病院からさっき連絡あって、沙さ樹きさんやっぱり怪け我がしてたって」

「右上腕の骨折──でしょう？」

　僕は目を見張ってキリカの椅子の背を凝視した。

「な……なんで？　知ってるの？」

　なぜ容態まで詳しく知っている？　先に連絡がいってた？　でも沙樹さんは真っ先に僕に電話したって言ってたけど。事故現場を見てたのか？　いや、キリカはあのときグラウンドにはいなかったし、だいいち目撃したところで怪我の具合なんてそこまではっきりわかるわけがない。

「なぜって、事故じゃないから」

　キリカはそうつぶやいた。椅子が回る。僕の方に向き直った彼女の、首の腕章はすでに《探偵》の面を前にしていた。

「……事故じゃ……ない？」

「そう」

　崩れかけた書類の山を直し、キリカは目を伏せる。

「この件で起きた事故は、たったひとつだけ。……とてもとても単純な事件だったのに、そのたったひとつの事故が、複雑化させてしまった」

　たったひとつ？　沙さ樹きさんの怪け我がは事故じゃない？　どういうことだ？

　僕がさらに質問を重ねようとしたとき、背後で小さくノックの音が聞こえた。キリカは立ち上がり、僕の胸をぐいぐい押して生徒会室の方に出た。早く開けろ、と言いたげに大扉を指さすので、僕は訪問者を出迎える。

「あっ」

　扉を開くと、廊下に立っていた小さな人影が後ずさった。弥生やよいさんだった。制服姿で髪も束ねているので舞台衣装のときよりもさらに小柄で頼りなく見える。

「きょ、今日はっ、……ありがとう、ございました」

　弥生さんは深々と頭を下げる。

「いや、僕はなにも……」とつられてこっちも頭を下げてしまう。

「会計さんに、電話で呼ばれて……」

　弥生さんは僕の肩越しに部屋の中をちらとのぞき込もうとする。キリカが生徒会室の明かりを点つけた。まぶしそうに目を細める弥生さんを、僕は室内に招き入れる。

　キリカが呼んだのか。ということは──

　事件の終わり、か。

「あなたの依頼は完遂したから、報告する」

　ソファに腰を下ろしたキリカがとても顧客への対応とは思えない態度で言う。ソファテーブルにも全校から集められた報告書やアンケートが乱雑に積み上げられていて、見ているだけで疲労が骨の間から滲にじみ出てくる。

　僕が促すと、弥生さんはやっとキリカの正面に腰を下ろした。キリカはポケットからくしゃくしゃの紙束を取り出す。折り目だらけの藁わら半ばん紙しやルーズリーフ。弥生さんがはっと息を吞のんで身を硬直させる。発端となった、脅迫状だ。

「差出人は、三人とも特定した。筆跡であたりをつけてチケット当選の噓うそメールで釣り出して、風紀委員が処理した」

　処理、という単語をキリカはとても言いにくそうに言った。

「三人とも三年生。昔から月つき島しま先輩のファンで、ジュリエット役が決まるたびにそういうことをしてたみたい。机を傷だらけにしたりとか……上履きを捨てたりとか、そういったいやがらせも自供した。べつに共謀してたわけでもなく、突発的に」

　探偵の言葉は僕の意識の表面を油の粒みたいにぬるぬる滑り落ちていく。弥生やよいさんはひどく居心地悪そうにソファに埋めた身をよじった。

「そう……なんですか。じゃあ、私だけじゃないんですか」

　キリカはうなずく。

「楓ふう花かがだいぶ脅したから、たぶんもう同じようなことはしないと思うけど。もしあなたが直じか談だん判ぱんしたいっていうならこの三人の名前教える」

　弥生さんはぶんぶん首を振った。それはそうだ。面と向かってなにか言えるわけがない。話がついているのなら蒸し返す必要もない。

「それから、大道具のバルコニーの崩落。あれは事故」

　弥生さんは目をしばたたいた。僕もキリカの無表情を見つめる。

　さっき彼女は言っていた。この事件の中で起きた事故はたったひとつだと。

「あれ、事故──だったの？」

「修理した美術部の人に確認した。単に木材が老朽化して折れただけ。あのセットはもう十年以上前から使ってるんでしょ」

　そうか。事故なのか。

　弥生さんはそのままぺしゃんこになってソファに張りついてしまうのではないかと心配になるくらい深々と安あん堵どの息をはいた。あれが故意だったら殺人にさえ発展しかねない悪意を向けられていたことになるのだから、無理もない。

「そう……ですか。じゃあ、私たちの管理が悪かっただけなんですね」

「演劇部は男子部員が全員抜けて、今は専門の大道具係もいないんでしょ」

　キリカの指摘に、弥生さんは青ざめてうなずく。

「芝居部の人に、何度か頼んではみたんですけど……断られて。お願いできる義理じゃないですよね、私たちのせいでやめてった人なんだし」

「ああ……」

　それじゃあ現場にいたという『演劇部を追い出された男』のあの言葉は、そういう意味なのか。

　──『だから言ったのに』

　──『ざまあ見ろ』

　だから俺たちが抜けるとおまえら困るぞって言ったのに。ざまあ見ろ。

　僕は細く息をつく。だれにだって人を憎む権利はある。

「あなたの依頼はこれで完遂。いい？」

　キリカの問いに、弥生さんは小さくうなずき、立ち上がる。

　けれど彼女はソファとテーブルの間で動かなくなる。僕も、二人の少女の間に漂って形にならない言葉を探そうとする。だって、これでおしまいなわけがない。頭ぐちゃぐちゃで状況の整理もできていない僕だけれど、なにひとつ済んでいないことはわかる。キリカはさっき言っていた、事故はひとつだけだったと。じゃあ、昼間のミスコン会場での沙さ樹きさんの怪け我がはなんだったんだ。だれかが故意に突き落としたとでもいうのか？　なくなったエアガンは放っておいていいのか？　そもそも沙樹さんのここ数日のわけのわからない言動はいったいなんだ？

　弥生やよいさんは頭を下げ、大扉に向かいかけて、ふと足を止めてしまう。何時間にも思えるほどの長い沈黙の空隙があった。

　窓の外から、オクラホマ・ミキサーの腹立たしいほど陽気なオルガンが聞こえてくる。フォークダンスが始まったのだ。

「……月つき島しま先輩から、連絡ありましたか」と弥生さんはつぶやいた。僕は少し驚く。

「演劇部の方には連絡行ってないんですか？」

「はい」

　そんな馬鹿な。真っ先に容態を伝えるべきだろうに。

「病院に付き添った姉から、さっき電話ありました。幸い、沙樹さんの怪我は──」

「右腕ですよね。たぶん、脱臼か、骨にひびか」

　僕は息を詰まらせ、弥生さんの哀かなしげな顔を凝視し、それからキリカを振り返った。探偵はいつの間にかソファから立ち上がっている。

「いつから気づいていたの？」

　キリカが訊たずねる。この二人はいったいなんの話をしているんだ、と僕は思う。弥生さんは目を伏せる。

「……気づいたのは、さっき。舞台の片づけで拳銃の整理してるときに、思ったんです。どうして月島先輩は、銃が片方見つからないからって、他の銃を代わりに使わなかったんだろう、って」

　キリカはわずかに目をそらしてつぶやく。

「使えなかったから」

「そうです。でも、信じられない。演やってる最中ぜんぜん気づかなかった。先輩、まったくそんなそぶり見せなかったんです」

　弥生さんの声は震えている。

「録画も見ました。たしかに右腕がまったく動いてないんです。でも全然不自然じゃなくて、だれも気づいてなかった」

「どういう──こと？」

　僕は二人の間に視線をさまよわせる。キリカは無表情な声で答えた。

「月つき島しま先輩は骨折してたから右腕をまったく動かせなかったの。二丁拳銃なんてとても無理だった」

　唾を飲み込んだ。耳の奥の奥でうつろな音が響いた。僕だけが真実から遠く隔てられていた。

「……でも、怪け我がしたのはさっきだろ。劇が終わった後じゃないか」

　キリカは細く息をつく。

「だから、ひかげ。怪我したのはそのときじゃないの。そのときだと思わせるために、月島先輩はあなたのお姉さんに協力してもらって一芝居打ったの」

　僕は啞あ然ぜんとする。

　あれは事故じゃない。姉貴が、沙さ樹きさんを抱えてわざとステージから落っこちた。そう言ってるのか？

「なんで？　なんでそんなこと」

「ほんとうに怪我したのがいつかを隠すため。全部、そのためだった」

　僕はキリカの、染み通るような視線をたどる。弥生やよいさんは自分の胸に腕をきつく巻きつけて立ち尽くしている。見ているのがつらくて、キリカに目を戻してしまう。

　ようやく僕の中ですべてのできごとがつながる。

　あのときだ。僕の目の前で起きたことだ。崩れたセットのバルコニーとともに弥生さんは数メートルの高さから投げ出され──

　沙樹さんはそれを受け止めて床に叩たたきつけられた。

　ぞっとする。右腕を砕かれていたのか。それなのにああも平然と立ち上がって真っ先に弥生さんを保健室に連れていったのか。信じがたい。いや、今思えばむしろあの平静さは不自然だった。人ひとりの体重をキャッチして床に背中から倒れたのだ。普通は痛がるものだろう。だとしたら沙樹さんは、事故の直後からすでに心を決めていたのだ。知られてはいけない、演技で押し隠そう、と。

　どこまで名優なんだ。ため息しか出てこない。

「月島先輩が病院にいたのも、腕の治療のため。あなたのお姉さんは付き添い──というより、今日の工作のための打ち合わせで同伴していたのだと思う。詳しい怪我の様子を知っておかないと、どうやってあざむくかの計画も立てられないから」

　産婦人科というのは、マスコミの憶測──というよりも、記事をよりスキャンダラスにするためにでっち上げた疑惑か。実際は産婦人科の前を通り過ぎただけ、なのだろう。

　でも、沙樹さんは真実を公表できなかった。

「自分で拳銃を片方隠して、アクションを変更した。劇が終わった後で、ミスコン会場にマスコミ関係者をおびき寄せて、あの狂言を演やってみせた」

「なんでわざわざ、ミスコン会場で」

　僕はまだ文化祭の主要イベントのひとつをめちゃくちゃにした沙さ樹きさんへの怒りが消えていなかった。キリカは少し顔を曇らせる。

「それは月つき島しま先輩に訊きいてみないとわからない」

「……そりゃそうだろうけど」

「でも、推測はつく。あそこしかなかった」

「なにが」と僕はいらだたしく訊たずねる。

「生徒の目と、それから撮影機器が集まっている場所。衆目の中で、取材陣のせいで怪け我がしたように見せかけて追い払うには、ミスコン会場が最適だった。……月島先輩にとっても、通院をゴシップ記事にされるなんて完全に想定外だったと思うし。限られた時間の中では、他に手はなかったと思う」

　僕は息をつき、納得できない気持ちを拳で太ももに押しつけて潰す。

　他に手はなかった。記事が出た時点で真相を公表して釈明すればあそこまでの騒動にはならなかっただろうけれど、そうするわけにはいかなかった。なぜって──

「どうして……そこまで」

　弥生やよいさんが萎しおれそうな声でつぶやく。

「どうして？　そんな無理してまで怪我を隠したんですか、そんなに公演中止にしたくなかったんですか？」

　キリカは首を振った。

「あなたにも理由はわかってるはず。あなたを庇かばって怪我をしたと知られたら、あなたがまわりから責められる。あなたも自分を責める。なにより──」

　弥生さんの肩が震える。その胸にキリカは言葉を突き立てる。

「あなたはロミオの前でジュリエットでいられなくなる」

　真実を知ったまま舞台に立てば、仮面が剝がれる。先輩を案じるただの少女に、戻ってしまう。

「当たり前じゃないですか！」

　弥生さんは涙の予感に濡ぬれた声を吐き出す。

「わっ、私、なんにも知らなかった。知らずに、先輩に抱きついたり、腕とってダンスしたり……」

　言葉は唇の奥で潰れ、弥生さんは両手で顔を覆ってうずくまってしまう。

　こんなことを言わせたくなくて、こんな顔をさせたくなくて、月島先輩は噓うそに噓を重ねてきたのだろう。みんな無駄になってしまったけれど。

　知りたくなかった、という後悔と、知らずに過ごしていたかもしれない、という恐怖がこすれあって、弥生さんの心をざらざらに削っているのがわかった。僕にも憶えのある、癒やしようのない痛みだ。

　だからといってこのままでいいのだろうか。依頼はたしかに片づけた。でもそれはキリカが探偵料千五百円分の仕事をしただけ。

　僕は僕の、残り五百円分の仕事をしなきゃいけない。たとえ求められていなくても。

　ポケットに手をつっこみ、スマホの固く冷たい感触を確かめる。

　立ち上がるための力になれば、なんでもいい。勇気とか希望とかそういうぴかぴかの宝物じゃなくてもいい。

「明日の公演も、やるそうです」

　僕の言葉に、弥生やよいさんは泣き腫らした顔を上げる。濡ぬれた目が見開かれている。

「……え？」

「姉からの電話で言ってたんです。沙さ樹きさん、明日も演やるつもりだって」

「な、なに言ってるんですか」弥生さんの声はぐずぐずに濡れそぼっている。「骨が折れてるんでしょうっ？　演れるわけ──」

「今日演れたんだから、明日もできます」

「ば、ばかなこと言わないでください！　そんな無茶させられません」

「演ってください。みんな楽しみにしてますから」

「無理。無理です」

　弥生さんは何度も首を振る。

「どんな顔して演れっていうんですか。私のせいで先輩が、そんな、そんなことまで」

「知らんぷりして演ってください」

　さらに大きく開かれた目から涙がこぼれ出る。

「沙樹さんがやったことが無駄にならないように、だまされたふりして演ってください。簡単ですよ。だって怪け我がのことはもう知ってていいんですから。沙樹さんのことを思いっきり心配しても大丈夫なんですから。沙樹さんがあなたをだますために打った芝居に比べれば、なんてことないですよ」

「私には無理です」

　弥生さんはこらえきれず僕に背を向ける。

「生徒会の人はどうせ、文化祭の評判のことしか考えてないからそんなこと気軽に言えるんです。演らせたいなら他の部員に頼んでください。希のぞ美みちゃんも真ま梨り香かちゃんも瞳ひとみちゃんも杏きよう子こちゃんも、ジュリエット役はみんな演れます。みんな演りたがってたんだから。私じゃなくたって」

「沙樹さんはあなたと演りたいんですよ。だからずっとあなたのために色々してくれてたじゃないですか」

「あっ、あの人はっ、だれにだって優しいじゃないですか」

　声の震えが背中にまで伝わっているのがわかる。

「なんで、私みたいなのを相手役に選んだのか、……わかんない」

「わからないんですか？」

　弥生やよいさんの潤んだ目が、肩越しに僕に向けられる。

　わからないだろうな。僕にだってわからない。いや、たぶん沙さ樹きさん自身にもわかっていない。こういうのって理屈じゃないんだ。ただ、どれくらい深く届くか、だ。

「沙樹さんにとってはたしかに、女の子はみんなお姫様です。だれでも無節操に姫呼ばわりします。でも、気づいてなかったんですか。あの人はたった一人だけ、呼び捨てにするんですよ」

　弥生さんの背中の震えが止まった。唇がなにかの言葉の形に開いたまま固まっている。右の掌てのひらが記憶を手探りするように胸に押し当てられる。

「弥生さんだけです。沙樹さんにとって、あなただけはお姫様じゃないんです。もっとずっと特別で、大切な──」

　僕はそこで言葉を見失った。

　なにか、甘ったるい呼び名をでっちあげて話を締めくくるつもりだった。でも思い出してしまったのだ。他ならぬ沙樹さん自身が、これ以上ないくらいぴったりの表現で、これ以上ないくらいかっこよく呼んでいたじゃないか。

　──『私のジュリエット』、と。

　それに勝てるストロベリーウィスパーを、しがない生徒会書記に過ぎない僕が思いつけるわけがなかった。

　弥生さんは僕とキリカに頭を下げ、たぶん表情を見られたくなかったのだろう、ちゃんと身を起こさないまま後ずさって生徒会室を出ていってしまった。僕はソファに戻ってため息をついた。キリカが白い目で僕をにらんだ。

「……なんだよ」

「また出まかせ？」

　僕は肩をすくめた。それなりに核心を突いた推測だという自信はあったけれど、出まかせなのは否定できなかった。沙樹さんが呼び捨てにする相手は弥生さんだけではないからだ。僕が知る限り、もう一人いる。

　もういいじゃないか。僕だって精一杯やっただろ？　と思考を放棄しそうになるが、しばらく考えてから正直に答える。

「ほんとは、全然ちがう理由かもしれない」

　キリカは僕の隣に座ってソファテーブルの書類を整理し始める。聞いてくれているのかどうかわからないが、僕は話し続ける。

「純粋に、役者として弥生さんを選んだだけなのかも。だって、あの人あんなに普段はおどおどしてて頼りないけどさ、舞台の上だとすごいんだよ。リハを観みたんだけどさ。あのレベルを毎年演やってるなら、チケットが争奪戦になるのもわかるよ。ほんとに……ああ、最後まで観みてないんだよなあ。観たかったな」

　今日は丸一日演劇部のごたごたで走り回っていて、出し物を見て回るどころかお祭りの雰囲気すら味わえなかった。役員の仕事だからしょうがないとはいえ、少しさみしい。

　キリカがそこで手を止め、ちらと横目で僕を見た。

「……そう。そんなに言うなら」

　彼女にしては珍しい、はっきりしない喋しやべり方だった。

「わたしも、……観てみたい、かも」

「じゃあ、明日もし演るようなら行ってみたら？　会計の仕事がたまってるなら代わりに僕がやっとくよ」

　軽い気持ちで言ってみたのが失敗だった。キリカはいきなり爆発した。顔を真っ赤にして立ち上がり、弾みでテーブルの書類が崩れて絨じゆう毯たんに散乱する。

「『行ってみたら』っ？」

　僕はキリカの剣幕におびえながら書類をかき集める。

「な、なんだよいきなり」

「約束っ、わ、忘れたの？」

「……約束？」

　僕が訊きき返すとキリカは僕をぐいと押しのけて会計室の方に向かう。

「ひかげのばか。二日目もひとりでさみしくずっと生徒会室にいればいい！」

　ノブを握って振り向き、そう言い捨て、キリカは会計室に引っ込んでドアを叩たたきつけた。僕は彼女の言葉通り、さっそく生徒会室にさみしくひとりになる。

　なんであいつ怒ってるんだ？　約束？　だいたい、言われなくったって僕なんて御お白しら穂ほ祭まつりは今回がはじめてでどこに行けばいいのかわからないから、たぶんずっと──

「……あー……」

　思い出した。そうだ。約束していたんだ。もうだいぶ前、たしか文化祭実行委員長選挙の対策を練っていた頃のことだ。キリカが文化祭中一度も生徒会室から出たことがない、と聞いて、僕はさみしく思って、お節介をしたのだ。

　今年の文化祭は一緒に回ろう、と。

　おそるおそる会計室のドアに近づく。ノックしようとしてやめる。ドア越しに、まず謝ろう。

「ええと。キリカ、ごめん。忘れてた」

　返答はない。椅子の軋きしみは聞こえた気がする。

「演劇部、一緒に観にいこうよ。観覧希望用紙、二枚とも書いとくよ」

　やはりなんの反応もなかった。僕は肩を落とす。そりゃ怒るか。前に僕の方から頼んだことを忘れてたんだもんな。

　書記デスクに戻ろうとしたとき、会計室のドアがやかましく開いた。キリカは憤然と大股で歩み出てくると、僕の腕に書類の束をどんとのせた。

「伝票チェック、半分やって！　今日中に終わらせなきゃ明日は二人とも遊んでるひまなんてないんだから！」

　僕は顔がほころんでしまうのをこらえながらうなずき、書記デスクに飛んでいってノートＰＣを開いた。伝票の山は三センチくらいの絶望的な分厚さだったけれど、チェックを進める手も心も軽かった。

　しかし、順調に作業を進めて底が見えてきた頃、文実の会計担当が次々とチェック案件を持ち込んできて、ノルマ残量はあっという間に開始前の倍くらいにふくれあがった。窓の外から聞こえてくるフォークダンスの音楽はマイム・マイムに変わっていて、世界中の井戸から水があふれ出してみんな沈んでしまえばいいのにと僕は呪った。







　夜八時を回った頃、会長と美み園その先輩が生徒会室に戻ってきた。僕はそのときキリカに伝票の再チェックを食らいながら泣く泣く見直しをしているところだった。

「ただいま戻りました！」
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　美み園その先輩はなぜかまだミスコンのときのふわふわの衣装を着ている。その後ろから、会長と一緒に朱と鷺き子こさんまで現れる。こちらはとっくに制服に着替えている。

「あちこち釈明に回ってきました。職員室は楽勝でしたけど警察はさすがに大変でした。テレビ局と地方紙は味方してくれそうです」

「お疲れ様でした。……なんでまだそのかっこうなんですか」

　可か愛わいらしい服装だと謝罪がより効果的になる、とかそういう計算だろうか、と思ったら美園先輩は頰を染めてこう答える。

「だって、だって！　この服、あのひなたさんが褒めてくださったんですよ！　私のすぐ隣で！　ああもう、まさかひなたさんが参加なさるなんて！　あの弟想おもいのひなたさんですもの、文化祭に来てくださることまではわかってましたけれど……私もうコンテストの間じゅう雲の上にいるみたいでずっとふわふわしっぱなしで、自分がなにを喋しやべったのかもよく憶えてなくて……」

「竹たけ内うちさんはずっと牧まき村むらくんのお姉さんがいかに素晴らしいかを熱く語り続けてたわよ。観客だいぶ引いてたわ」

　朱鷺子さんがあきれて言う。むしろそれでよく三位になれたな。

「まあ、たしかに……すごい人だったけど」と朱鷺子さんは遠い目になる。「竹内さんや月つき島しまさんが入れ込むのもちょっとわかる」

「……どんな人なの？」

　さしものキリカも興味を惹ひかれたらしい。伝票から目を上げて訊たずねた。美園先輩はさっそく「天使です！　女神です！」と興奮し始めるが、キリカは無視して朱鷺子さんの返答を目で促す。

「どんな人……ううん……説明しづらいわ。でも」

　朱鷺子さんがちらと僕を見る。

「ほんとうに、牧村くんのお姉さん、っていう感じの人。一目でわかったし、話してるの聞いてたらますますそう」

「ふうん」

　キリカがじろじろ僕を見る。そんなに似てるかなあ。見た目はまあ認めざるを得ないけど、雰囲気とか考え方とか言動とか正反対だと思うんだけど。

「それなら朱鷺子も美園も負けるのは無理ない」とキリカはつぶやく。

「ええ。全然勝てる気がしなかった。だれがなにやってても、観客の視線が自然とあの人に集まるの」

　朱鷺子さんはさばさばした口調で完敗を認める。いや、しかし。

「あのう、姉貴はそりゃモデルとかやってますけど、さすがに飛び入りで朱鷺子さんとか美園先輩に勝てるわけないと思うんですが」

　二人とも学園内では超有名人だし、どこに隙があったんだろう。

「ひかげさんっ、そ、それはっ」

　美み園その先輩がにじり寄ってくる。

「私がひなたさんよりも魅力的だってことですかっ？　そうですよねそういう発言ですよね？」

「ちょ、先輩苦しい、胸、押しつけな、んぐ」

「ああっ、嬉うれしいですけれど複雑です、この世で最も美しい女性ひなたさんと比べられるだけでもおこがましいのに、でもでもひかげさんにそんなこと言っていただくなんて、私もう感激で胸が潰れちゃいそうです」

「潰れてるんですよ！」僕の顔も一緒に！

「美園っ、やめて！　離れて！」「竹たけ内うちさん、いいかげんにしなさい！」

　キリカと朱と鷺き子こさんが二人がかりで美園先輩を引きはがしてくれた。酸欠で一瞬天国が見えた……。

　そこで、珍しくずっと黙りっぱなしだった会長が真剣な顔つきで口を開いた。

「今回のミスコンの結果を受けて、ずっと考えていたんだが、やはり不公平だ。フェアなイベントになるように規定を是正したい」

「……は、はあ。どこを変えるんですか」

「一般参加者にも水着を貸し出そう」

「あんたが見たいだけだろうが！」

　シリアスな雰囲気ばりばりでなにを言い出すのかと思ったらこの人はほんとにもう。

「私もひなたさんの水着見たいです！」

　美園先輩も目を血走らせて賛同する。姉貴に関しては会長以上に欲望丸出しだ。

「はっ。ひかげさんにまた化粧して水着を着てもらえばいいのでは」

「もういいかげんそれは忘れてくださいってば！」

　その後、会長が水着審査の動画を僕やキリカに見せて朱鷺子さんを慌てさせていると、大扉が開いて薫かおるくんが入ってきた。

「おつかれさまでした！　なんでみなさん生徒会室にいるんですか、フォークダンス！　終わっちゃいましたよ！　……あっ、ねえさまのミスコンの動画！　ぼくも見たいです、じゃあみんなで見ながら反省会しましょう、食べ物屋さんの余ったやついっぱいもらってきましたから」

　その後、他の実行委員たちも大挙して生徒会室にやってきて、辻つじ堂どう氏が手ずから作ったちゃんこ鍋（全然売れなかったそうだ）をみんなでつつきながらビデオを見た。会長は参加者でもないのに自分も水着になって朱鷺子さんへの応援スピーチをしていた。聞けば会長への無効票も大量にあったそうで、そりゃ票が割れて姉貴が勝つわけである。
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　翌日、キリカは「演劇部の備品使用状況をチェックする」とかいう目的で『ロミオとジュリエット』午前公演の最前列の来賓席を二つ押さえてしまった。職権乱用もここに極まれり。

　怪け我がをしていると知っていても、沙さ樹きさんの右腕がまったく動いていないことは注意して見ていないとわからなかった。おまけに二日目はロミオとジュリエットのからみ方に変更が加えられていて、右腕が使えているとしか思えない動作がいくつもあった。舞踏会の場面ではロミオがジュリエットを高く持ち上げるステップが何度もあったし、墓所の場面では仮死状態のジュリエットをロミオがどう見ても両手で抱き上げていた。たぶん弥生やよいさんが観客にはわからないように自力で身体からだを浮かせて、沙樹さんがまるで右腕で支えているように見せかけたのだろう。

　すごいな、とあらためて思う。

　あんなことがあった翌日なのに、沙樹さんも、弥生さんも、他のキャストたちも、みんな見事に仮面で自分を押し隠して飾っている。僕ら観客に夢を見せるために。

　しかし、まさかキリカが泣くとは思ってなかった。恋人ふたりが折り重なって息絶える場面に差しかかったとき、すぐ隣で彼女はぼろぼろ涙を流し始めて、僕が心配になって顔をのぞきこもうとすると腕を何度も引っぱたいてきた。絵本好きだし、感情移入しやすいのかな。

「……来年も観みよう」

　カーテンコールの鳴り止やまない拍手の中、そっと言ってみた。キリカはたぶんうなずいてくれたと思うのだが、自信はない。なぜって僕もけっこう涙で目がにじんでいたからである。
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　文化祭が終わって翌日の振り替え休日に、僕は実に七ヵ月ぶりに帰省した。

　さびれたベッドタウンの、駅から歩いて十五分の団地にある３ＬＤＫ。父も母も、前の日に帰省を電話で伝えていたというのに、帰還兵でも迎えるような態度で僕をもみくちゃにした。

「母さんが心配してたんだぞ」

「もっとしょっちゅう帰ってきなさいよ、寮のご飯なんて偏ってるでしょ？」

　うるさくつきまとう両親を追い払い、自分の部屋に入ってみると、どうやら姉の私物らしき段ボール箱やクリアケースで足の踏み場もなくなっていて、僕は憤慨した。

　夜、帰ってきた姉に抗議すると、笑ってかわされてしまう。

「だってスペース空けておくだけ無駄じゃない。有効活用してるだけ」

「寝る場所もないんだけどっ？」

「私のベッドで一緒に寝る？」

「馬鹿言うな」

「昔はよくやってたじゃん」

　姉と言い合っても勝てるわけはないので、僕は黙って夕食に集中した。久々に食べる母の手料理は、悔しいが、寮の飯よりも数倍美お味いしかった。

　夕食後、部屋の荷物を壁際に積み上げてなんとかスペースを確保しようとしていると、風呂上がりの姉がパジャマ姿で髪を拭きながら入ってきてベッドに腰を下ろした。

「いやあ、美み園そのちゃんとか沙さ樹きちゃんに話だけは聞いてたけど、ほーんと楽しそうな学校だったねえ。私もあそこに入ればよかったかなあ」

　僕はクリアケースの塔に寄りかかって、姉の顔をじっと見た。

「ん？　どうしたの」

「……いや。……沙樹さんとは、そんなに仲良かったんだな、って思って」

「あははは。まさかひかげまで恋人説を信じてるわけじゃないよね？　もー大変なんだから、あっちこっちでレズ疑惑書き立てられて。沙樹ちゃんだって、いくらそういうキャラで売ってるからって、あんな大勢の前でやらかさなくてもねえ」

「案外あっちは本気なんじゃないの」

「んなわけないでしょ」と姉は肩を揺らす。

　月つき島しま沙樹が呼び捨てにする相手はたった二人だけなんだよ。ジュリエット役のあの娘こと、それからもう一人──と説明しようとして、やめる。言ってどうなるものでもない。知ったところで姉もとくになんとも思わないだろう。

　沙さ樹きさんと共謀して大勢をあざむいたことについても、なにも訊きかないことにした。学園を出るときには、帰宅したら姉に根掘り葉掘り訊こうと思っていたけれど、実際に面と向かってみて、どうやらべつにそんなことを知りたくて帰ってきたわけではないらしいと自覚する。

「ひかげも楽しそうでよかった。ひかげならどこでもうまくやると思ってたけど、まわりの子たちも面白そうな子ばっかりだったね。みんな可か愛わいいし」

　そう言って姉はベッドに転がる。僕はなにも答えられない。実際、楽しいし、わりあいうまくやっていると思うからだ。

　それじゃあ僕はどうして実家に戻ってきたのだろう。

「……姉貴」

「ん？」

　姉はベッドの上で腹ばいになって、しどけなく首をひねってこちらを見る。

「どこでもうまくやってきたのは姉貴だろ」

「そりゃあね」

「姉貴は、ずっとそんなだった？　どうやっても勝てないなーって相手に逢あったことない？　勝つためになにを積み重ねたらいいのかも全然わからなくて──」

　僕は口ごもる。実の姉に対してなにを言ってるんだ、僕は？

　姉は優しく微ほほ笑えんで言う。

「しょっちゅうだよ。だってそういう相手がいるところばっかり選んでるから」

　姉貴らしいよ、と僕は思った。でも彼女はもう一言付け加えた。

「あんただってそうでしょ、ひかげ。でなきゃ生徒会なんて入らないでしょ？」

　姉が出ていってしまった後で、僕はまだ体温の残ったベッドに腰掛け、懐かしいはずなのにまるで親しみを感じない窓の外のうら寂しい夜景を眺めた。駅までまっすぐ続く馬鹿みたいに広い四車線の道の左右に、オレンジ色の街灯が並んでいる。背景にまばらに散る団地の窓の明かり。ときおり遠くを横切るヘッドライトの列。

　僕が逃げ出した場所。

　目を落とす。足下の鞄かばんに刺し繡しゆうされた、白はく樹じゆ台だい学園の校章。

　僕が逃げ込んだ場所。

　そこに至る道のひとつひとつを思い出す。

　きっかけは押しつけられた用事だった。生徒会探偵に出逢い、助けられ、報いようとして助手におさまり、書記の座を与えられ、仕事に明け暮れながら何度も目の当たりにしてきた。聖ひじり橋ばしキリカのなにもかもを見通す洞察力を。竹たけ内うち美み園そのの正義も邪悪もまとめて包容するような狡こう猾かつさを。なにより、天てん王のう寺じ狐こ徹てつのすべてをねじ伏せる圧倒的な強さを。

　そうだな、とひとりごちる。

　僕が選んだ場所なんだ。戦場と知っていながら。

　それなら──
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　翌日の放課後すぐに、僕は中央議会の議長執務室のドアをノックした。

「牧まき村むらくん？　どうしたの」

　デスクで仕事中だった朱と鷺き子こさんは、書類から顔を上げて目を見開く。

「こないだの話なんですけど」

　朱鷺子さんは目をしばたたく。

「生徒会選挙、どうするのかって話です。僕も、会長の敵に回ることに決めました」

「ほんとに？」と朱鷺子さんは頰を朱に染めて立ち上がる。「それじゃあ副会長候補の話、考えてくれたの？」

　デスクを迂う回かいして僕のもとに駆け寄ってくる。僕は首を振って押しとどめた。

「いや、それはやらないです」

「ど、どうして？」

　朱鷺子さんがほとんど泣きそうな顔になるので、僕は面食らって後ずさりつつも説明する。

「だって、……勝ち目がなさそうなのもありますけど、……そうやって朱鷺子さんの力に乗っかってもし当選したとしても、僕が勝ったことにならないです」

「それなら──どうするつもりなの」

「いや……それはまだ考えてないんですけど」

「あきれた。それだけえらそうな口たたいておきながら？」

　僕は小さく首をすくめる。その通りだ。朱鷺子さんは嘆息して目をそらす。

「あなたもたいがい意地っぱりね。……ひとのことは言えないけど」

　頭を下げて執務室を後にした。







　あてどない考えを巡らせながら、長いコの字形の廊下を歩いた。大勢の生徒とすれちがい、挨拶に気のない会釈を返し、ようやく生徒会室の大扉の前にたどり着いたところで、会長とばったり鉢合わせした。

　ノブに手をかけ、会長は僕の顔を見て、くいと眉を上げた。

「おはよう、ヒカゲ」

「……おはようございます」

　会長の目が僕の胸元に落ちる。

「祭はすべて終わってしまったね」

「あっという間でしたね」

「でも、いちばんの愉たのしみはこの後だ。そうだろう？　あたしはこのときを──きみのことを、ずっとずっと昔から待っていた気がするよ」

　目を上げ、会長は唇の端を曲げて笑った。僕は笑い返せなかった。まだそこまで強くない。でも、会長が僕の胸を小突こうとした拳を、手のひらで受け止めることはできた。

「いのちの限りに貪り合おう、あたしの敵」

　そう言って会長はドアを引いた。背を押されるよりも先に僕は踏み込んだ。僕が自分で望んだ戦場へと。





〈了〉　
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あとがき







　キリカも、いよいよ文化祭の巻となりました。

　前にも書きました通り、僕は実際に高校一年生のときに文化祭実行委員長を経験しています。とはいっても一年生ですから実務的にはほとんど役に立たず、お飾り的な存在で、まとめ役は先輩たちにまかせっきりで毎日ゲーセンにしけこんでおりました。

　その懺ざん悔げのためにも、本作では新入生でありながら有能な人物を実行委員長に据えることにしました。罪滅ぼしになるといいのですが。なりませんか。むしろ比較して腹が立ちますか。そうですよね。すみません。

　ところで不思議なもので、学生時代の先輩というのは、どれだけ後になってから思い出しても、人生経験豊富で頼りがいのあるような印象ばかり残っているものです。当時お世話になった先輩たちは、現在の三十代半ばの自分と比べても格段に大人だった気がします。半分は想おもい出で補正でしょうが、もう半分は事実なのでしょう。僕の精神年齢は十代後半で止まっているので。




　高校の三年間を生徒会関係者として過ごした僕は、クラスの出し物にただの一度も参加したことがありません。文化祭実行委員会とのパイプ役として便利遣いされていたので、不参加でも許されていたのだと思いますが、とにかく自分のクラスがどんなことをやっていたのか、一年生のときも二年生のときも三年生のときもまったく思い出せません。

　その懺ざん悔げのためにも、本作ではクラスの出し物というものをなくしました。罪滅ぼしになるといいのですが。なりませんか。むしろ罪を重ねていますか。そうですよね。すみません。

　ところで不思議なもので、僕は高校の同窓会に呼ばれたことが一度もありません。きっと開催されていないんですね。そうにきまっています。




　高校時代の心残りを解消するために『生徒会探偵キリカ』を書いているのか？　と思われた方も多いでしょう。そういう面もあることは否定できません。こんな学校がいつか日本のどこかにできればいいな、と、わりと真剣に思いながら書いています。実際にできたところでとっくに高校を卒業した年寄りには無関係だろう、と思われるかもしれませんが、年寄りであっても金を出して理事になって学校に乗り込んで好き放題するという選択肢があります。キリカの父親のようにです。あっ、これは噓うそです。取り消します。犯罪はいけませんよね。すみません。




　この五巻を書くにあたって、『ロミオとジュリエット』の台本を買いました。実は大昔に映画版（オリヴィア・ハッセーが超絶可か愛わいいジュリエットを演じた１９６８年版です）を観みたきりで、ちゃんと台本を読んだことがなかったのです。

　映画を観たときもストーリーに納得できなかった記憶があるのですが、台本を通読してみて、やはり同じもやもやを抱きました。ロミオが毒を仰いで自殺する原因が、手紙が届かなかったことによって生まれた勘違いだからです。泣けることは泣けるのですが、もうちょっとなんとかならなかったのかよ！　携帯電話くらい持っておけよ！　というたぐいの涙なのです。

　脚本家が僕と同じ不満を抱いたのかどうか知りませんが、翻案ミュージカルであるところの『ウェスト・サイド・ストーリー』ではこの点が非常に自然な形で変更されており、僕はやっぱりこっちの方が好きです。

　なぜあとがきでいきなりシェイクスピアの話を長々としたのかというと、本編を読んだ方はおわかりの通り、『ロミオとジュリエット』を作中でほとんど使えなかったからなのです。このままでは台本が経費で落ちません。あとがきとはいえ丸々一ページ使えば、さしもの税務署も経費であることを認めざるを得ないでしょう。




　さて、ＹＵＩゆいさん作画の漫画版の第３巻も発売中です。１巻２巻ともにキリカが表紙だったので、この流れのまま毎巻キリカで統一するのかと思いきや、３巻では朱と鷺き子こさんが（狐こ徹てつも美み園そのもすっとばして）表紙を飾っています。原作でもまだ表紙になったことがないのに！

　さらには、僕が以前どこかのニュースサイトのインタビューで「漫画版では朱鷺子の十じゆう二に単ひとえ姿を描いてほしい」と回答したのを汲くんでくれたのか、平安お姫様バージョンの朱鷺子さんの艶あで姿すがたが収録されておりまして、必見です。そしてキリカの父親も初登場で、漫画になるとヤバさ十倍でこちらも必見です。




　ぽんかん⑧さんの描くキリカもなんだかどんどんセクシーさを増していて見るたびにどきどきしてしまいます。原作は奇数巻がキリカ、偶数巻が他のキャラという流れが続いているので、次巻はいよいよ朱鷺子さんになるのでしょうか？　楽しみにしています。毎回素敵なイラストをありがとうございます。それからいつも支えてくださっている担当編集Ｋ氏にも、この場を借りて深く御おん礼れい申し上げます。





二〇一四年一月　杉すぎ井い　光ひかる　　
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本作品は、二〇一四年一月、小社より講談社ラノベ文庫として刊行されたものを電子書籍化したものです。





◎本電子書籍内の外部リンクに関して





ご利用の端末によっては、リンク機能が制限され正しく動作しない場合があります。また、リンク先のｗｅｂサイト、メールアドレス、電話番号は、事前のご連絡なく削除あるいは変更されることもございます。ご了承ください。







生せい徒と会かい探たん偵ていキリカ５




二〇一四年三月一日発行

杉すぎ井い　光ひかる

©Hikaru Sugii 2014


発行者　清水保雅

発行所　株式会社講談社

　　　　東京都文京区音羽二‐一二‐二一

　　　　〒112-8001






◎本電子書籍は、購入者個人の閲覧の目的のためにのみ、ファイルの閲覧が許諾されています。私的利用の範囲をこえる行為は著作権法上、禁じられています。
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